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　Prologue




　中世ヨーロッパ

　トルクァン地方　ワールボック城

　深い霧きりに包まれたこの城の大広間に、その悲鳴が響ひびき渡わたる。

「キエエエエエエエエエエ！」

　悲鳴の主は、真っ青な炎ほのおに包まれていた。その胸には、一本の杭くいが深く突つき刺ささっている。

　あたりには、鎧よろいを着た屈くつ強きような男達の亡骸なきがらが転がっていた。

　唯ゆい一いつ生き残っていたのは、神父服の男だった。その手は、木き槌づちを握にぎり締しめている。

「終わった……な」

　男はがっくりと膝ひざを着いた。

「長い戦いだった。だが、これでようやく人々はあの女の名前に怯おびえずにすむ」

　そのまま意識を失いかける男。と、炎の中から声が響く。

『フフフ、まさかこの私が人間に倒たおされる日が来るなんてね』

　女性の声だった。

　男はハッとし顔を持ち上げた。懐ふところから、別の杭を取り出そうとする。

『心配いらないわ。私の敗北はもう覆くつがえせないから。こうやってあなたと話ができるのもあとわずか。まもなく、私の体は灰と化すでしょうね』

　声は続いた。

『だけど、これですべてが終わったとは思わないで。私はここに一つの予言をするわ。五十年後、百年後、ひょっとしたらもっと先になるかもしれないけれど、私はこの世界に蘇よみがえる。必ずね。その時は、このヨーロッパ大陸を再び……』

　少しだけ間を開けてから、声は訂てい正せいをする。

『いいえ。その時は、世界を恐きよう怖ふで支配することにしましょうか。世界中の人間に、私の名前を刻きざみ込こむのよ。最強にして最悪の吸きゆう血けつ鬼き、災さい厄やくの女王、カミラ・ドランディーゲ・トルコトーン・スイツクスゾールという名をね！』

　真っ青な炎が一ひと際きわ激しく燃え上がる。そして、唐とう突とつに炎は消えた。

　そこに、声の主の姿はなかった。吸血鬼カミラは彼女の言葉どおりに灰と化していたのだ。

「ゴードン神父！」

　鎧を着た男達が大広間に駆かけ付つける。仲間の亡骸を前に、言葉を失った。

「神父、災厄の女王は？」

「どうにか倒した。ほら、それが、あの女だったものだ」

　神父、ゴードンが灰を指差す。

「あの悪あく魔まも、ついに灰となったか」

　鎧よろいを着た男が、無造作に灰に手を伸のばそうとする。

　ゴードンが鋭するどく叫さけんだ。

「止めろ！　例たとえ灰となってもなお、まだ強い魔ま力りよくが秘められている。素す手でで触ふれたらただではすまないぞ」

　男は慌あわてて手を引っ込めた。

「どうします？　集めて川に流しますか？　それとも、土に埋うめます？」

「駄だ目めだ。そんなことをしたら川や大地が魔力で汚お染せんされてしまう。そこからまた、新たな魔ま物ものが誕生しないとも限らない。それに、予言のことも気になるからな」

「予言？」

　疑問の声には応こたえず、ゴードンは熟考する。

　そして、固い決意と共に告げた。

「灰をかき集め、ガラス瓶びんに封ふう印いんする。最も危険な魔遺物イビルレリツクとして教会で管理し続けるのだ。未来永えい劫ごうな」




　★１★




　学生服姿の少年が、夕暮れ時の住宅街を歩いていた。

　ごくごく平へい凡ぼんな少年だった。よく言えば人の良さそうな、悪く言えば気弱そうな顔立ちをしている。髪かみの毛けは長くもなければ短くもない。

　少年の名前は、高こう坂さか史し郎ろう。ここ、月つき与よ野の市に暮らすごくごく普ふ通つうの男子高校生だ。市内にある私立、月与野南高校に通っている。学年は２年だ。

　やがて、史郎は自宅であるマンションへと到とう着ちやくする。四階建ての中規模マンション。決して新しくはないが、落ち着いた雰ふん囲い気きの住み心地の良さそうなマンションだった。

　エントランスから中へと入る。すぐ脇わきにある住人用の集合ポストの前に立った。

　ダイヤル式の鍵かぎを外し、自分の家のメールボックスを開く。特に何も届いていないのを確認し、扉とびらを閉じた時だった。

「史郎君、お帰り」

　壁かべに設置された小窓から、人の良さそうな老人が顔を出し言った。このマンションの管理人さんだ。

「ポストに入らない小包、預かってるよ」

　平日の日中、高坂家は基本誰だれもいなくなる。そのため、普通郵便で届く小包に関しては管理人さんに預かってもらうようにしていた。

「ほら、これだ」

　小窓から差し出されたのは小さな箱だった。大きさは国語辞典を二冊重ねた程度。口はガムテープで止められ、さらに紐ひもで十字に縛しばられている。

　英語の書かれたシールがペタペタと貼はられていた。海外からの小包のようだ。

　史し郎ろうは箱を受け取った。想像していたよりずっと軽い。

「どうも、ありがとうございます」

　管理人さんに頭を下げてから、史郎はエレベーターに乗る。最上階である４Ｆへと上がる。その一番奥おくが史郎の自宅だった。

　鍵かぎを開け自宅へと入る。

「ただいま」

　沈ちん黙もくが史郎を出で迎むかえた。

　史郎はリビングへと向かう。とりあえず肩にかけていた鞄かばんを下ろし楽になる。

　それから、改めて受け取った小包を見た。

　予想どおり、送り主には『YASUHIKO KOUSAKA』というアルファベットが書かれている。

「やっぱり父さんからか」

　史郎はそう呟つぶやいた。

　史郎の父、高こう坂さか康やす彦ひこは大学の教授だ。石造建築学が専門らしい。

　勤めている大学が提てい携けいしているイギリスの田舎いなかの大学から客員教授として招かれ、半年前から赴ふ任にんしている。

　仕事が忙いそがしいのか、または向こうでの生活が楽しすぎるのか、頻ひん繁ぱんに連れん絡らくが来ることはなかった。月に一度あるかないかといった程度だ。

　そんな父親から小包が届いたのだから、史郎は少々驚おどろく。

「少しは僕ぼくのことも思い出してくれたってことか？」

　史郎はカッターを持ってくると小包を縛った紐を切った。さらにガムテープにも切れ込みを入れる。

（イギリスのお菓か子しか何かかな？）

　そんなことを考えつつ、史郎は箱を開けた。

　箱の中には、シュレッダーにかけられ細ギレにされた紙クズがたくさん詰つまっていた。緩かん衝しよう材ざいとして詰めたようだ。紙クズの中に手を突つっ込むと、何か固い物が手に当たる。

　史郎はそれを摑つかみ出した。

　それは、一本のガラス瓶びんだった。片手にスッポリと収まる程の大きさで、ガラスの蓋ふたがしっかりとされている。

　くすんだ色合いから見てかなり年代物なのは間ま違ちがいない。

　底の方に、サラサラとした灰色の粉のようなものが入っているのが見えた。

　一応念のためもう一度箱を調べるが、ガラス瓶の他ほかに入っていた物はない。

　手紙すらもないのだ。

「何なんだよこれ」

　困こん惑わくすることしばらく。当然答えなんて出ない。

　このまま放置するのも何だかスッキリしないから、史し郎ろうは直接父親に尋たずねてみようと考えた。

　時計を見ると、午後の五時だった。この季節、イギリスとの時差は八時間。向こうは午前の九時となる。

　その日の授業のあるなしにも影えい響きようされるが、まだ父親がアパートにいる可能性は高かった。

　ガラス瓶びんを片手に、リビングの片かた隅すみに置かれた電話機へと向かう。メモリーにインプットしておいたイギリスの父親の家の番号を選せん択たくした。

　プルルルルルル　プルルルルルル　プルルルルル

　呼び出し音が繰くり返かえされた後、通話が始まる。

「あ、もしもし。父さん」

『おっ、何だ史郎か。元気か？』

　父、高こう坂さか康やす彦ひこの声だった。

「良かった。まだ家にいたんだ」

『ああ、もう少しで出るところだったがな。しかし、お前から電話が来るなんて珍めずらしい』

　康彦は嬉うれしそうに言葉を続けた。

『どうだ？　一人暮らしは寂さびしくないか？』

「別に寂しくなんてないよ。元々一人暮らしだったようなもんだし」

　史郎はそう答える。

　史郎の家は、父一人子一人の父子家庭だ。康彦が仕事大好き人間のため、史郎は基本放ったらかしにされ育った。だから一人でいるのにも慣れっこだし、家事だってほぼほぼ完壁にこなせるようになっている。

「むしろ汚よごす人がいなくなって、家中がキレイで助かってるよ」

『そうか、ならいいんだ』

　康彦が満足気に言う。

『俺おれも忙いそがしくやってるぞ。こっちはほら、大きな地じ震しんがあまりないから古い石造建築物がたくさん残ってるんだ。休みの度に、あちこち回って調べさせてもらってる。これがまた実に面おも白しろいんだよ。何てことない街中に、普ふ通つうに中世の城が残ってたりするぐらいだからな。そもそも、ヨーロッパに現存する最古の石造建築物は──』

　史郎はうんざりとする。康彦が石造建築の話を始めると止まらなくなることをよっく分かっていたからだ。

「石造建築の話はまた今度にしてよ。それより父さん、このガラス瓶は何？」

　康彦のウンチク話を遮さえぎり、史郎は尋ねた。

『ガラス瓶びん？』

　困こん惑わく気味な声が返ってくる。

「自分で送っておいて忘れたの？　何か古そうなガラス瓶だよ。中に黒っぽい粉みたいなのが入っててさ」

　史し郎ろうが詳くわしく説明をすると、たっぷりとした間の後に康やす彦ひこは言った。

『ああ、あれか。カミラの灰の瓶だな』

「カミラの灰？」

　聞き慣れない言葉に、史郎は眉まゆ根ねをひそめる。

『ああ、そうだ。ひと月ぐらい前だったかな？　石造りの古い屋や敷しきを調べに、ダドリーって田いな舎か町に行ったんだよ。二百年も前の建物だが、いよいよ取とり壊こわされることになってな、その前にいろいろと調べさせてもらおうと思ったんだ。そこの物置の隅すみに、そのガラス瓶が落ちてたんだよ』

　康彦が話を続ける。

『この建物の最後の持ち主で、今は老人施し設せつに入ってるお婆ばあさんを訪ねて聞いたら、怯おびえながら教えてくれたよ。その瓶の中身は、吸きゆう血けつ鬼きの灰なんだそうだ。中世ヨーロッパで悪逆の限りを尽つくし、災さい厄やくの女王として恐おそれられたカミラって名前の女吸血鬼のな。倒たおされ灰となった彼女は、ガラス瓶の中に封ふう印いんされたらしい。それを、婆さんの親父おやじさんがどこぞの骨こつ董とう市いちで手に入れてきたんだそうだ』

「何、その眉まゆ唾つばな話」

『まあ、確かに眉唾だな。さすがに吸血鬼なんかが実在するはずがないし』

　康彦が軽く笑う。

『まあ、昔からよくあるインチキオカルト商品だろ。ただ、お婆さんは本気で怖こわがって受け取りを拒きよ否ひするからな。俺おれがもらって来たんだよ。大学の研究室の棚たなにでも飾かざって話のネタにしようと思ってな』

「父さんがこれを手に入れた経けい緯いは分かったよ。分からないのは、どうしてわざわざ僕ぼくのとこに送って寄こしたかってとこ」

『そう、そこが謎なぞなんだよ』

　康彦が困惑気味に言う。

『確かにそれは俺が送ったんだが、一体何を考えてたんだ？　そんな物お前が喜ばないってことは分かってるのに』

　おそらく、康彦が電話の向こう側ではしきりに首を捻ひねっているであろうことが容易に想像できた。

「酔よってたんじゃないの？　イギリスのパブに通ってるとか言ってたし」

『まあ確かによく飲みには行ってるが、その小包を作った時は別に飲んだ後じゃなかったはずだぞ。う[image: ～][image: ～]む』

　まだ悩なやんでいる様子だったが、すぐに敗北宣言が聞こえた。

『まっ、いいか。大方寝ねぼけてたんだろ。そのガラス瓶びんは適当にそっちで捨ててかまわないぞ。学術的価値もほとんどないしな』

　そんな結論に至る。

『じゃあな、元気でやれよ。そうだ、夏休みにお前、こっちに遊びに来ないか？　日本と比べてこっちの方が夏は過ごしやすいぞ。父さんも休みを取るから二人で古城巡めぐりでもしようじゃないか。俺おれのお勧すすめは──』

「前向きに考えとくよ。それじゃね」

　父親の古城ウンチクが始まってしまいそうだったから、史し郎ろうはさっさと会話を終わらせた。受話器を置き、改めて手の中のガラス瓶を見る。

「吸きゆう血けつ鬼きの灰……ね」

　思った以上に馬ば鹿からしい品物だったが、それでも外国の古い品物であることに変わりはない。

「少しの間、飾かざっておこうかな」

　そう思った史郎は、リビングの棚たなへと歩み寄った。写真立てや父親が出場したボーリング大会のトロフィー等の隣となりに、ガラス瓶を置こうとする。

　っと、唐とう突とつにガラス瓶が手から滑すべり落おちた。

「あっ！」

　と声を上げた時には、固いフローリングの床ゆかに落下する。

　パリンと音を立ててガラス瓶が割れた。ガラスの破片が飛び散り、大した量ではないにしろ灰が床にばらまかれる。

「ああっ、もうっ」

　慌あわててガラスの破片を拾おうとする。っと、指先にザクッと痛みを感じた。うっかり尖とがった破片を指に刺さしてしまったのだ。

「っつ！」

　流れ出た血が数すう滴てき、指先を離はなれた。ばらまかれた灰の上に落下する。

「ああっ、もう。何だよ」

　ブツクサと文句を言いながら、史郎は救急箱を持ってきて手当てをする。昔は料理で怪け我がをすることなんかもあったから、これぐらい手慣れたものだ。

　消毒をして絆ばん創そう膏こうを貼はる。まだ少し痛みはあるが問題はなさそうだった。

「さ、片付けなきゃな」

　明らかに大きなガラスの破片だけを拾ってから、史郎は軽い笑えみを浮うかべ呟つぶやいた。

「あいつの出番だな」

　収納を開き取り出したのは一台の掃そう除じ機きだった。国内メーカーのそれ程高くない製品だ。サイクロン式ではなく紙パック式。ヘッドの部分も、自走機能はついていない。その分、軽くて使い勝手がいいから史し郎ろうは気に入っていた。

　スイッチを入れる。ブイーンという音とともに掃そう除じ機きが起動する。

　ヘッドを床ゆかに這はわせ、前後に動かした。もうそれだけで、ガラスの破片も、そして何かの灰も綺き麗れいになくなってしまう。

「よしっ、こんなもんだな」

　史郎は掃除機のスイッチを切った。

「ついでに部屋の掃除でもしよっかな？」

　そう思った史郎が、移動のためプラグを抜ぬいた直後だった。

　ブイン……

　掃除機が小さな唸うなり声を上げた。

「えっ？」

　史郎は驚おどろく。コンセントを抜いた状態で、掃除機が起動するなんてありえないことだからだ。

　しかも、それだけでは終わらなかった。

　掃除機の本体がガタガタと音を立て小刻みに震ふるえはじめた。

　ブイーンを通り越こし、ギュイーンという音まで立てている。モーターの限界を越えた音だ。焦こげ臭くさい匂においと共に、プスプスと白い煙けむりまで出始めていた。

　超ちよう常じよう現象だった。

　スーパーナチュラルだった。

「な、何だよ！」

　どうしていいか分からず、ただ危険を感じて掃除機と距きよ離りを空ける史郎。

　次の瞬しゆん間かん、掃除機は爆ばく発はつを起こした。

　埃ほこり混じりの煙が室内に充じゆう満まんする。

「ゴホッ、ゴホッ、ゴホゴホ」

　咳せき込こみながら、手探りで窓際まで向かい窓を全開にする。

　煙が外へと放出される。舞まい上あがったホコリも床に落ち、視界が段々とクリアになっていく。

　何気なく掃除機があった場所へと目を向けた史郎は、予期しない光景に息を飲んだ。

「!?」

　壊こわれた掃除機の残ざん骸がいを踏ふみつけるようにして、そこには一人の少女が立っていたのだった。

「ケホッ、ケホホッ」

　少女は可愛かわいらしく咳せきをしてから、不満そうに呟つぶやいた。

「何なのよここ。えらくホコリっぽいじゃない！」




　★２★




　外見は十三、四歳さいといったところだろう。どちらかと言えば瘦やせ型の体型で、女性らしい膨ふくらみはほとんど見られない。

　髪かみの毛けは豪ごう華かな金きん髪ぱつ。ツインテールに縛しばった髪の毛は、腰のあたりにまで毛先が届いている。

　黒をベースとし要所要所に赤を入れたボンテージファッションだった。問題なぐらいに露ろ出しゆつが多い。

　体型が体型なため、お世辞にも色っぽいとは言えないが、逆に背徳的なエロチシズムを感じさせる。これはこれで偏かたよった趣しゆ味みの男性が大喜びをしそうだ。

　パッチリと開いた瞳ひとみに、ピンク色の唇くちびる。少々、幼い感じもするが顔立ちはかなり整っている。

　口くち端はしからうっすらと覗のぞくのは真っ白く尖とがった二本の犬歯だった。

　瞳の色はルビーのように赤い。そして、ピンと尖った耳をしていた。

「えっ、あっ、うっ？」

　驚おどろきのあまり、史し郎ろうは意味不明の声を上げてしまう。

　状じよう況きようから考えて、少女は爆ばく発はつした掃そう除じ機きの中から姿を現したようにしか思えなかった。

　コンセントを抜ぬいた掃除機が動き出す以上の、超ちようド級のスーパーナチュラルだ。これぐらい驚いてしまうのは仕方がない。

　そんな史郎を見て、少女はフンと軽く笑う。

　ピンク色の唇を動かし、流りゆう暢ちような日本語で言った。

「初めまして。史郎」

「えっ!?」

　いきなり自分の名前を呼ばれたものだから、史郎はさらに驚く。

「どうして僕ぼくの名を？」

「知ってるに決まってるじゃない。だって、アタクシ様はアナタの血で蘇よみがえったのよ。その時に、血に秘められた知識もまるっといただいたわ」

　少女は軽く深呼吸をすると、

「高こう坂さか史郎。月つき与よ野の南みなみ高校２年生。誕生日は12月10日。血液型はＢ型。小学生の頃ころ、両親が離り婚こん。それ以来、父子家庭で育っている。父親がイギリスに赴ふ任にん中で、ただ今絶賛一人暮らし中。ただし、一人には慣れているから特に寂さびしいと思うこともないし家事も嫌きらいじゃない。特に掃除は好き。掃除機に強いこだわりを持っている」

　スラスラと、史郎の個人情報を語り出した。

「女の子に興きよう味みがないわけではないけど、基本的にモテたことがない。彼女いない歴は年ねん齢れいと同じ。年上の大人っぽい女性がタイプで、教育実習で来ていた小こ林ばやし先生の豊満な胸にドキドキ──」

「あああ、もう止めてくれえ！」

　耐たえられなくなり、史し郎ろうは悲鳴を上げた。カミラは満足気に微笑ほほえむ。

「まっ、とにかくそういうことよ。おかげで、この国の言葉も話せるし、一般常識だってちゃんとここにインストールされてるわ」

　鋭するどい爪つめの生えた指先で、少女は自分のこめかみトントンと叩たたいて見せた。

　そんな少女に、史郎はおずおずと尋たずねる。

「君は……誰だれなんだ？」

　心当たりがないわけではなかった。

『アナタの血で蘇よみがえった』

　という言葉からある程度推測はしていた。

　指先を怪け我がし血がたれた時、床ゆかには瓶びんの中の灰がばらまかれていた。

　伝説の女吸きゆう血けつ鬼きの灰だ。つまり──。

「ひょっとして……吸血鬼の……カミラ？」

　史郎の言葉に、少女は赤い瞳ひとみを細める。

「そうね、もったいないけど、ちゃんと自己紹しよう介かいをしてあげるわ」

　少女はコホンと咳せき払ばらいをした。

　それから、背筋を伸のばし左手を腰に当てる。右手の肘ひじを持ち上げ、掌てのひらを胸元に軽く当てた。

　顎あごを斜ななめに上げ、誇ほこらし気な表情で言う。

「アタクシ様は、カミラ・ドランディーゲ・トルコトーン・スイツクスゾール。今からざっと４００年前、ヨーロッパ大陸の人々を恐きよう怖ふのどん底に突つき落おとした最強にして最悪、災さい厄やくの女王の異名を持つ偉い大だいなる吸血鬼よ！」

　少女……カミラは饒じよう舌ぜつに続けた。

「教会の神父に倒たおされて灰になってしまったけど、こうやって蘇ることができたわ。さあ、早速行動を開始よ。まずはこの島国を制圧。それからユーラシア大陸を経由しヨーロッパへ。忌いま々いましい教会を根絶しにした後、世界を恐怖で支配してしまおうじゃない」

　カミラは声を弾はずませ言う。

（やっぱり本物なんだ。僕ぼくは、恐おそろしい吸血鬼を蘇らせてしまったんだ）

　とんでもないことをしてしまったと、史郎は愕がく然ぜんとしてしまう。

「とりあえずくつろがせてもらうわね。４００年もの間灰でいるってのもなかなか疲つかれるものなんだから」

　そう言って、カミラはリビングのソファーへと腰を下ろす。だけどすぐに顔をしかめ立ち上がる。

「ちょっと！　ソファーの上がホコリだらけじゃない！　ゴミだって落ちてるし。史郎！　アナタ掃そう除じをサボったわね！」

「ち、違うよ！」

　こんな状じよう況きようながら反論してしまうのは、史し郎ろうの中に掃除好きとしてのプライドがあったからだった。

「僕ぼくはちゃんと掃除をしてる！　ゴミとホコリは掃除機が爆ばく発はつしたせいだよ！」

「掃除機が爆発？　いつよ？」

「ついさっき！」

「どうしてそんなことになったのよ？」

「君が出てきたからだよ！」

「？　？　？」

　カミラはキョトンとした顔をしている。どうやら、自分が復活した時の状況は把は握あくしていない様子だ。

　史郎は説明をすることにした。

「血を吸った灰と細かなガラスの破片を、僕が掃除機で吸ったんだよ。そしたら掃除機がガタガタ動き出して、ドカーンって爆発して。それで君が出てきたんだよ。その時、掃除機の中に入ってた大量のゴミとホコリが飛び散ったんだ」

「えっ、それじゃ何？　アタクシ様は、掃除機の中で大量のゴミとホコリと一いつ緒しよだったってこと？」

　史郎は大きく頷うなずいて見せる。

「高貴な吸きゆう血けつ鬼きであるアタクシ様を、そんなゴミとホコリまみれにするなんて……」

　カミラが史郎を睨にらみ付つけた。その赤い瞳ひとみがうっすらと輝かがやく。

　次の瞬しゆん間かん、史郎の体は不可視の力によって吹っ飛ばされた。そのまま壁かべに叩たたきつけられる。

「ぐえっ！」

　リビングの床ゆかに転がる史郎の前に立ち、カミラは怒いかりの形ぎよう相そうで命令した。

「アタクシ様のためにお風ふ呂ろを沸わかしなさい！　15分以内にね！　もし１秒でも遅おくれたらなら、アナタの髪かみの毛け、一本残らずむしり取るから！」

「ひゃあっ！」

　史郎は悲鳴を上げると、即そく座ざに行動を開始した。

　風呂場に突とつ入にゆうする。掃除がまだだったが今はそんなことをしている場合ではない。

　栓せんをし、浴よく槽そうの脇わきの壁に設置された操作端たん末まつに手を伸のばす。お湯張りと湯ゆ沸わかしを同時に行う『お風呂』ボタンを押した。

　浴槽内に設置された給湯口から勢いよく湯が出るのを確認する。

　後はもう待つことしかできない。

　リビングへと戻もどると、カミラが空中にフワフワと漂ただよっていた。足を組み、まるで見えない椅い子すに座っているかのようにくつろいだ様子だった。

　腰の後ろからは、先程はなかったコウモリの翼つばさが生えている。生物的なものではなく、エネルギー体のような翼だ。これを動かすことで、空中に浮かんでいられるようだ。

「残り、あと十三分ね」

　壁かべの時計を見ながら、カミラが楽し気に言う。

　ちゃんと時間を計ったことはないが、自宅の風ふ呂ろが沸わき上あがるまでの所要時間は十二、三分ぐらいだったはずだ。

（頼たのむ！　お願いだから間に合ってくれ！）

　史し郎ろうは固唾かたずを飲み、ただひたすらに待つ。

　刻一刻とタイムリミットは近づいてきた。

「残り、あと一分」

　カミラが口を開く。そこからは、カウントダウンの始まりだった。

「30秒……20秒……10秒……９、８、７、６、５、４、３、２、１……０」

　タイムリミットの到とう来らいだった。

「残念だけど間に合わなかったわね。約束どおり、アナタの毛をむしり取らせてもらうわ！」

　ニヤニヤと笑いながら、カミラが史郎に視線を向ける。

（ああ、きっとまたあの見えない力が来るんだ。僕ぼくの髪かみの毛けを一本残らずむしり取るんだ）

　と、その時だった。

　～♪　[image: ～][image: ～]♪♪　[image: ～][image: ～][image: ～]♪♪♪

　小気味のいいメロディーが流れてくる。風呂の準備が完了したことを告げる合図だ。

「わ、沸いたぞ！　もう入れるから！」

　史郎は早口に叫さけぶ。

　カミラは少しだけつまらなそうな顔をしてから、

「まっ、いいわ。アナタも精せい一いつ杯ぱい急いでたみたいだし。今回だけは特別にオマケしてあげる」

　そう言うと、ふわりと床ゆかに着地した。コウモリの翼もシュンと体の中へと引っ込む。

「じゃあ、アタクシ様はお風呂に入ってくるわね」

　そのまま風呂場の方へと歩いていくが、ふと足を止める。

　肩かた越ごしに振ふり向むくと、カミラはフフンと笑う。

「忠告しておくわ。くれぐれも覗のぞこうなんて思わないことね。グラマラスなアタクシ様の裸ら体たいを見たい気持ちは分かるけど、歯を食いしばって我が慢まんなさい。死にたくなければね」

　それだけ告げると、カミラはリビングを後にする。

「ふう、危ないとこだったぞ。もう少しで髪の毛を一本残らずむしり取られるところだった」

　安あん堵どの息を吐ついてから、史郎はふと小首を傾かしげる。

　去り際にカミラが口にした言葉が気になってしまったのだ。

（グラマラスなアタクシ様……彼女、確かにそう言ったよな）

　どうひいき目に見たってカミラはグラマラスなんかではない。むしろその対極に位置しているような体型だ。

　胸も尻しりも、かなり薄うすいのだ。

　だけど、すぐにそんなことを気にしている場合ではないと強く首を振る。

　中世ヨーロッパで悪逆の限りを尽つくし、災さい厄やくの女王と呼ばれていた女吸きゆう血けつ鬼きが現代に蘇よみがえってしまったのだ。

　しかも、よりにもよって自分の血液で。

　とんでもないことをしてしまったという罪悪感が、怒ど濤とうのごとく史し郎ろうに襲おそいかかる。

（ああ、僕ぼくは何てことを……）

　史郎は激しく動どう揺ようをする。そして大いに焦あせった。

　やがて、一つの結論を出す。

「よしっ、とりあえず掃そう除じだな」

　テスト前、追おい詰つめられると何故なぜか急に部屋の汚れが気になって掃除を始めたりしてしまうことがあるだろう。

　この時の史郎も同じだった。焦れば焦る程に、ホコリまみれの室内が気になって仕方がなかったのだ。

　もちろん、これは現実逃とう避ひに他ならない。それでも、この心理状態になってしまったからには掃除をしないことには気持ちの収まりがつかない。

　史郎は収納からホウキとチリ取りを持ってくると、熱心に掃除を始めたのだった。
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　脱だつ衣い場じようにて、カミラは着ていたボンテージ服を脱ぬぐ。無造作にカゴの中へと放ほうり込んだ。

　カミラの裸ら体たいが露あらわとなる。超ちよう絶ぜつに着やせしていたなんてことはなかった。薄い胸に薄い尻。元々の見た目どおり、未発達な体型だ。およそグラマラスという言葉とは程遠い。

　すぐ近くに洗面台の鏡があったが、カミラの体が映ることはなかった。

　鏡に映らない。それが吸血鬼の特とく徴ちようだからだ。

　鼻歌を歌いつつ、カミラは浴室内へと足を踏ふみ入れる。慌あわてていた史郎が蓋ふたをし忘れていたため、浴室内は暖かな湯気で覆おおわれていた。

　カミラは迷うことなく洗面器を摑つかむと二度、三度とかけ湯をした。それから湯船へとゆっくりと浸つかる。

　もちろん、中世ヨーロッパにはこんな風ふ呂ろはない。行動に戸と惑まどいがないのは、史郎の血から日本のお風呂の入り方の知識を得ているからだ。

「ふ[image: ～][image: ～][image: ～]、いいお湯加減ね[image: ～][image: ～][image: ～]」

　カミラは満足気な声を出す。知識としては知っていても、実体験は初めてだ。

「悪くないわね。これ、ちょっとクセになってしまうかも？」

　満まん更ざらでもない顔で呟つぶやく。それから、脱だつ衣い場じようと浴室とを隔へだてる折おり畳たたみ式の扉とびらに目を向ける。扉には、スモークのかかった半はん透とう明めいのプラスチック板がはめ込まれている。

「史し郎ろう。いつ我が慢まんしきれなくなって覗のぞきに来るかしらねー？」

　楽し気に笑う。

「何てたって、史郎のタイプドンピシャな大人の女性だものね。いてもたってもいられなくなって、脱衣場にやって来るはずよ」

　実際は、いてもたってもいられなくなってリビングの掃そう除じを始めているのだが、当然カミラがそんなことを知るはずもない。

「史郎にはああ言ったけど、マンションのベランダから逆さかさ吊づりにして一晩放置ぐらいで許してあげよ。仕方ないわ。こんな罪作りなアタクシ様のグラマラスボディーがいけないんだから」

　そう言うと、カミラは自分の体へと視線を向けた。

　湯気の中、お湯に浸つかる自らの体が見えた。

「……えっ？」

　カミラが表情が強こわ張ばった。瞳ひとみが大きく見開かれる。

「そ、そんなはずはないわ！」

　慌あわてたように目を擦こする。さらに体の回りの湯気を手で扇あおいで散らす。

　それからカミラは、改めて自らの体を見た。

　残念ながら、先程目もく撃げきしたものは見み間ま違ちがいなどではなかった。

「えええええええええええええええええええええええええええ!?」

　少しの間の後、カミラの絶ぜつ叫きようが浴室内に響ひびき渡わたった。




　★




「ふう、こんなもんか」

　リビングに散らばったホコリをあらかた片付け、史郎は満足気に息を吐はく。

　ちなみに、壊こわれた掃除機の残ざん骸がいも集めてゴミの袋ふくろに入れていた。やりなれているだけあって、掃除の手て際ぎわがいい。

「次はどうしよ。レンジでも磨みがこうかな」

　さらに現実逃とう避ひを続けようとしていた史郎。と、風呂場の方からドンガラシャンという騒さわがしい音が響いてくる。

「何だろ？」

　いぶかし気に顔を向ける史し郎ろう。

　ドアが勢いよく開かれる。リビングに飛び込んできたのはカミラだった。

「うわっ!?」

　史郎は驚おどろきの声を上げずにはいられない。だってカミラは何も身に着けていない。





　ザ・全ぜん裸ら!!






　だったのだから。

　凹おう凸とつのないお子様体型だが、紛まぎれもない女の子の裸はだかだ。思春期真まっ只ただ中なかの史郎としては、恥はずかしさで顔が真っ赤になってしまう。

　カミラは元々露ろ出しゆつが多い恰かつ好こうだったが、『裸みたい』と『裸』では天と地との差があった。

「な、ななな、何て恰好をしてるんだよ！」

　そんな史郎の元へ、カミラは駆かけ寄よった。必死な形ぎよう相そうで言う。

「史郎！　アタクシ様の姿は!?　アナタの目から見てどんな状態！」

「えええっ！」

「いいから！　じっくり見て答えて！」

　そんなことを言われるも、じっくりなんて見れるはずがない。しつこいようだが、カミラは今現在、
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　なのだから。

　必死に明後日あさつての方向に視線を逸そらす。

「か、鏡を見ればいいじゃないか」

「アタクシ様の姿は鏡には写らないの！　当然写真も駄だ目め！　そんなの吸きゆう血けつ鬼きの常識でしょ！」

　激しく非難されてしまう。

（そんな常識知らないよ！）

　史郎は心の中で叫さけんだ。

「あ、そうだわ！」

　カミラが何かを閃ひらめいた。

「史郎！　アナタ絵が得意だったでしょ？　今すぐアタクシ様の姿を絵に描いて頂ちよう戴だい！」

　史郎の肩を摑つかみ、早く描け早く描けとカミラが急せかす。

「分かった、描く！　描くから！」

　固く瞳ひとみを閉じ、史し郎ろうは悲痛の叫さけび声を上げた。

「だから、せめてタオルか何かを巻いてくれ[image: ～][image: ～][image: ～]!!」
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　数分後──。

「はい、これでいいでしょ？」

　そう言うカミラの体を覆おおうのは、風ふ呂ろ場ばにあったバスタオルだった。ちゃんと体の線が分かるように、少しキツめに巻いている。

　もちろんその下は全ぜん裸らだ。パンツすら履はいていないはずだ。

　意識すると心中穏おだやかでいられなくなってしまうから、史郎はそのことは考えないことにした。

「ちゃんと正確に描くのよ！　いいわね！」

　念押しをするように言うと、カミラはソファーに腰をかけた。左手を腰に、右手を頭に後ろに回しポーズを決めた。

「さあ、始めて頂ちよう戴だい」

「分かったよ」

　カミラの姿を真正面に捕とらえることのできる位置に椅い子すを置くと、史し郎ろうは腰を下ろす。部屋から持ってきたスケッチブックを開き鉛えん筆ぴつを動かし始めた。
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　カミラが言っていたように、史郎はわりと絵が得意だった。

　学校の成績も、他が散々たる状じよう況きようにもかかわらず美術の成績だけは悪くなかった。

　美術教師に、本気で美術部に誘さそわれたこともある程だった。

　吸きゆう血けつ鬼きの人物デッサンという特とく殊しゆな状況だったが、いざ描き始めると精神が研とぎ澄すまされる。真しん剣けんな顔付きで、史郎はカミラの姿を描き続けた。

　十五分程の後、史郎は鉛筆を止める。まだまだ描き込みたいところではあったが、あまり時間をかけてカミラを飽あきさせても仕方がない。

　完成した絵を眺ながめ、我ながらまあまあの出来だと満足する。

「できたの!?　早く見せて！」

　詰め寄るカミラに、史郎はスケッチブックを渡わたす。

　カミラは、そこに描かれた自分の姿をじっくりと凝ぎよう視しした。

　もちろんそこに描かれているのは、瘦やせ型の体型の十三、十四の少女の姿だった。

　胸も尻しりも悲しくなるぐらい薄い。

「……これが……アタクシ様なの？」

　カミラの口から、震ふるえる声が漏もれる。

「わりと上手うまく描けたつもりだけど……問題かな？」

「問題よ。問題しかないわ！　だってこれじゃ、どう見たって十三、四の小こ娘むすめじゃないのよ！」

　そんなことを言われても史郎は困ってしまう。実際にカミラの外見は十三、四歳さいの少女なのだからどうしようもない。

「灰になる前のアタクシ様は、こんな姿じゃなかったの！　妖よう艶えんでグラマラスな、男なら誰だれもが心奪うばわれて前かがみになるような大人の女性の姿だったのよ！　髪かみ型がたも顔立ちも別物よ。それなのに……それなのに……」

　カミラはもう一度スケッチブックに描かれた自分の姿を確認した。我が慢まんならなくなったのか、スケッチブックを床ゆかに叩たたきつける。

「一体これはどういうこと？　どうしてアタクシ様はこんなチンケな小娘の姿になってるのよ!?」

　しばしの後、彼女は一つの結論を出す。

「そうよ。栄養だわ。目覚めたばかりで栄養が足りてないのよ。たった数すう滴てきの血液じゃ不十分だったんだわ！　栄養の補給が必要よ！」

　史郎はイヤな予感がした。

　そしてそれは、的中してしまう。

　カミラが瞳ひとみをギラつかせる。うっすらと開いた口からは、二本の牙きばが鋭するどく伸のびるのが見えた。

「史し郎ろう、アナタの血を頂ちよう戴だい！」

　そう叫さけぶや否や、カミラは史郎に飛びかかる。

「うわああああああああああああ！」

　哀あわれな獲え物ものの悲鳴が、マンションの部屋に響ひびいたのだった。




　★４★




　ピコン、ピコン、ピコン、ピコン。

　聞き慣れたスマホのアラーム音で、史郎は目を覚ました。

　最初は寝ねぼけてスマホを見つけられずにいたが、すぐに制服のズボンのポケットから取り出す。アラームをオフにした。

　時刻は七時半。いつもなら自分の部屋のベッドにいるはずなのに、何故なぜかリビングのソファーに横たわっている。

　自分が制服姿のままでいることも奇き妙みようだった。

「あれ？　僕ぼくどうして？」

　しばしポカンとしていたが、やがて目を大きく見開く。

　昨晩の出来事をハッキリと思い出したのだ。

（そうだ！　僕は吸きゆう血けつ鬼きのカミラを蘇よみがえらせて！　絵を描かされて！　でもって、血を吸われたんだ！）

　血を吸われた時のことも蘇る。首筋にブスリと牙きばが突つき立たてられる痛み。続いて、血を吸われていく感かん触しよく。何らかの魔ま力りよく的なものが作用していたのだろう。全身から力が抜ぬけ、意識もまた遠のいてしまったのだ。

　結局、そのまま朝まで眠ねむってしまったようだ。

　史郎はソファーから立ち上がる。たっぷりと血を吸われたせいか多少ふらつくが、そんなことを気にしている場合ではなかった。

「カミラは？　カミラはどうしたんだ!?」

（ひょっとして僕の血じゃ満足できず、夜の街に出たとか？）

　一いつ滴てき残らず血を吸われミイラのように干ひからびてしまった人々を想像し、史郎は青ざめる。

「ああ、僕があの瓶びんを割ったばっかりに！　どうしよう!?　どうしよう!?」

　史郎が騒さわいでいる時だった。

「あ[image: ～][image: ～][image: ～]もう！　う・る・さ・い！」

　そんな声と共に、リビングにカミラが姿を現す。服装は、蘇った時に着ていたボンテージ服。相変わらずグラマラスとは程遠い少女の姿をしている。

　眠そうな目を擦こすり擦こすり、カミラが言う。

「人が気持ち良く眠ねむってた時に騒さわがないでよ。目が覚めちゃったじゃない！」

　史し郎ろうはゴクリと喉のどを鳴らした。

（油断するな。見かけはこんなだけど、中身は世界を恐きよう怖ふで支配してしまおうって言ってる恐おそろしい吸きゆう血けつ鬼きなんだぞ）

　相手を怒おこらせないようにと、史郎はおずおずと話しかける。

「えっと、カミラ……様。僕ぼく、ちょっと聞きたいことがあるんですけど──」

「気持ちも悪い敬語は止めて。あと、カミラって呼び捨てでいいわ。アナタはアタクシ様を蘇よみがえらせてくれたんだしね」

　ふわあとカミラは特大の欠伸あくびをする。

「それで？　聞きたいことって何？」

「夜、僕の血を吸った後、外に出たりした？」

　不安と共に、史郎は尋たずねる。

「それで、誰だれか他の人を襲おそったりしたとか？」

「してないわ。アタクシ様、ずっと家にいたわよ。アナタの血を吸った後、深夜映画とか見てたら明け方になって。それで眠ることにしたの」

　カミラの答えを聞き、史郎はとりあえずホッとする。

「史郎、アナタ学校でしょ？　勝手に行ってきなさいよ。その方がアタクシ様も静かで助かるしね」

「あ、うん」

　頷うなずいてから、史郎はハッとする。

　吸血鬼に関する、とんでもないことを思い出してしまったのだ。

　リビングを後にしようとするカミラを、史郎は慌あわてて呼び止めた。

「カミラ、もう一つ教えて！」

「何よ」

　不ふ機き嫌げんそうにカミラが振ふり向むく。

「確か、映画とか小説とかだと、吸血鬼に嚙かまれるとその人も吸血鬼になるんだよね。ひょっとして僕も吸血鬼に？」

　カミラは呆あきれたようにため息をつく。

「一回やそこら嚙まれたぐらいで吸血鬼にはなんないわよ。七日七晩、一日も欠かすことなく嚙まれた場合にのみ、吸血鬼と化すの。分かった？」

　史郎はコクコクと何度も頷いて見せた。

「アタクシ様はぐっすり眠って、早く元の姿に戻もどらなきゃならないんだから。もしまた眠りを妨さまたげるようなことがあったら、許さないわよ」

　それだけ言うと、カミラは背を向けて歩き出した。リビングを出て廊ろう下かの突つき当あたりにある扉とびらを開けてその中へと姿を消す。

　そこは物置だった。窓もなく扉を閉めてしまえば昼間でも真まっ暗くら闇やみ。吸きゆう血けつ鬼きの寝ね床どことしては丁度いいのかもしれない。

（さあ、こうしちゃいられないぞ）

　史し郎ろうは、フローリングの床ゆかに転がっていた鞄かばんを手に取った。逃にげるように自宅を後にする。

「警察に行かなきゃ！　世界の危機を知らせて、助けを求めるんだ！」




　★




　月つき与よ野の南みなみ高校は、その名のとおり、月つき与よ野の市の南側に位置する高校だ。歴史が古い分、校舎も古いことで有名だった。

　二時限目が終わったばかりの２年Ｃ組の教室に、史郎はのっそりと姿を現した。

　ゾンビのような足取りで自分の席へと向かうと、椅い子すに腰を下ろす。

　青ざめた顔には、悲ひ壮そう感かんが浮かんでいる。

　カミラに血を吸われ、貧血気味という理由だけではない。気持ちの問題も大きかった。

　どうしようもなく、絶望的な気持ちだったのだ。

（予感はしてたけど、やっぱり誰だれも信じてくれなかったか）

　史郎は心の中でぼやく。

　自宅のマンションを後にし、史郎は月与野市の警察署へと向かった。

　対応してくれた警察官に、史郎はすべてを説明した。

　イギリスから届いた小包のこと。恐おそろしい吸血鬼の灰の入った小こ瓶びんのこと。それを割ってしまい、さらに血を垂らした結果、吸血鬼が蘇よみがえってしまったこと。世界を恐きよう怖ふで支配すると宣言していること。

　結果は、最悪だった。警察をからかうなと説教をされ追い出されてしまったのだ。

　憤いきどおりを感じるも、そうなって当然だと納得する気持ちもあった。

　少なくとも自分が第三者としてこの話を聞いたなら、間ま違ちがいなく呆あきれていたに違いない。

　警察は頼たよれない。

　史郎はその事実を嚙かみ締しめる。

　今のところ、カミラの一番の関心はグラマラスな元の姿に戻もどることのようだ。

　しかし、それが果たされた後には、最初に宣言したように、世界を恐怖で支配しようと動き出す可能性が高い。

（やっぱり、蘇らせてしまった僕ぼくが、責任を取ってカミラを倒たおさなくちゃならないんじゃないか？）

　史郎はそんな結論に至った。

（でも、どうやって倒たおせばいいんだ？　普ふ通つう、吸きゆう血けつ鬼きって言えば心臓に杭くいを打つとか太陽の光を浴びせるとか、そんな倒し方だけど……）

　ただし、相手は災さい厄やくの女王の異名を持つ強大な吸血鬼だ。セオリー通りの方法が通用するのか分からない。

　それに、瞳ひとみで睨にらんだだけで史し郎ろうの体を吹き飛ばしてしまう程の魔ま力りよくの持ち主だ。倒す方法が分かっても、正面から立ち向かい勝てるとは思わなかった。

　史郎が真しん剣けんに考え込んでいる時だった。

「オッス、史郎。お前が遅ち刻こくなんて珍めずらしーよな？　何だ？　Ｈな動画でも見てて夜よ更ふかししたのか？」

　史郎よりも少し小こ柄がらな少年だ。寝ねグセのついたボサボサの髪かみの毛けをしている。

　わりと仲良くしているクラスメイトの麦むぎ沢さわ耕こう介すけだ。

　耕介がしょーもないことを言ってくるのは珍しいことではない。普ふ段だんなら腹も立たないが、今日はどうにもイラついてしまう。

「耕介、静かにしててくれないか。僕ぼく、今それどころじゃないんだから」

　勢いのまま、史郎は言ってしまう。

「吸血鬼の倒し方を考えてるんだから」

「吸血鬼!?」

　耕介が素すっ頓とん狂きような声を上げる。

「吸血鬼って……あれか？　ドラキュラとか、ドラキュラとか……あとドラキュラのことか？」

　いくつか名前を挙げようとしたが、結局ドラキュラしか思い浮かばなかったようだ。

「お前、そんなこと考えてんのか？　よっぽど暇ひまなんだな」

　耕介は呆あきれ顔になる。

　そんな反応をされるのは分かり切っていたことだから、史郎はさほど気にしなかった。

　耕介を無視し、再び吸血鬼の倒し方について真剣に考える。

（聖水とかも効くって聞いたことがあるぞ。でも、そんなのどこに売ってるんだ？）

　そんな史郎に耕介が言う。

「俺おれは詳くわしくねぇけどよ、そーゆーことに無茶苦茶詳しい人を知ってるぜ。紹しよう介かいしてやろうか？」

「えっ!?」

　思いがけない提案に、史郎は目を大きくする。

「本当に詳しいのか？」

「ああ。いわゆるオカルト系ってののエキスパートなんだよ。古い外国の本なんか集めてて、スゲー研究してるみたいだし」

　もし耕介の言っていることが正しければ、何かいいアドバイスを得られそうだ。

「耕介！　その人を紹介してくれ！　頼たのむ！　世界平和のためなんだ！」

　史し郎ろうは思わず立ち上がり、耕こう介すけの肩を摑つかんだ。

「分かった分かった。放課後にでも会えるように段取りつけとくから。少し落ち着けって」

　史郎をなだめてから、耕介は自分のスマホを取り出した。手慣れた様子でメールを打つ。

　すぐに返事があったようだ。メッセージを確認し、耕介は言った。

「放課後、ＯＫだって。部室で待ってるってさ」

「部室？　その人って、この学校の生徒なのか？」

「あ、俺まだ言ってなかったっけ？」

　耕介は、軽く笑い告げる。

「羽は佐ざ間ま照てる正まさ。オカルト研究部の部長で、この学校の三年。俺おれ達の先せん輩ぱいだぜ」




　★５★




　月つき与よ野の南みなみ高校の校舎の裏手に、ひっそりと立つ建物があった。

　部活棟とうだ。文化系の部の部室が、ズラリと並んでいる。

　放課後、史郎と耕介はこの部活棟へとやって来ていた。もちろん、オカルト系のエキスパートである羽佐間照正を訪ねるためだった。

「羽佐間さんは、俺の中学の先輩でもあるんだ。中学の時からそーゆー方面に超ちよう詳くわしくってさ。有名人だったんだぜ」

　歩きながら、耕介が説明をする。

「たまたま、同じ委員会になることがあって。それで仲良くなったんだ。面白い人だからいつか史郎にも紹しよう介かいしようって思ってたし、丁度良かったぜ」

　耕介が足を止める。部室棟の二階、一番奥おくだった。古い扉とびらがあり、『オカルト研究部』と書かれたプレートが貼はられている。

「最初に言っとくけど、羽佐間さんってかなり変わり者だからな。そこんとこは覚かく悟ごしとけよ」

　史郎にそう告げると、耕介は扉をノックした。

「麦むぎ沢さわッス。入りますよ」

　返事を待たず扉を開け中へと入る。史郎もまたその後に続いた。

　昼間だと言うのに、部室の中は薄うす暗ぐらかった。奥に窓があるものの、分厚いカーテンに覆おおわれている。薄暗い照明で室内を照らしていた。

　片側の壁かべは、本ほん棚だなや棚が並んでいた。本棚には本がギッシリと詰つめられている。古い外国の本も多いようだ。

　棚にあるのは、怪あやしい小物の数々だった。人の手の形をしたキャンドルだ、フランケンや狼おおかみ男おとこのマスク。気味の悪い木き彫ぼりの人形もあった。

　部室の片かた隅すみには、この場所に不ふ釣つり合あいな大きな金庫が置かれている。

　中央には丸テーブル。それを挟はさむように、ひじ掛け付きの猫ねこ脚あし椅い子すと古いソファーがあった。

　猫脚椅子から立ち上がり、一人の少年が芝しば居いがかった口調で高らかに言う。

「ようこそ、我がオカルト研究部へ！　私が部長の羽は佐ざ間まだ。さあ、共にオカルトという闇やみの世界の深しん淵えんを覗のぞこうではないか！　うはははははは」

　瘦やせ型でヒョロリと背の少年だ。肩まである長い髪かみの毛けをしている。分厚い丸まる眼鏡めがねが怪あやしく輝かがやいてた。

　耕こう介すけが先に告げていたとおり、かなりキャラの濃こい人物だった。

「羽佐間さん。最初に言っときますけど、別に俺おれ達たち、入部しに来たわけじゃないッスよ」

　耕介が呆あきれた様子で言う。

「こいつが何か妙みようなことを知りたがってて。羽佐間さんならきっと答えられるかなと思って連れてきたッス」

「高こう坂さか史し郎ろうです。ど、どうも……」

　羽佐間の怪しい迫はく力りよくに気け圧おされながら、史郎はぎこちなく挨あい拶さつをする。

「初めまして、高坂史郎君。さあ、二人とも座りたまえ」

　古いソファーを勧すすめられ、史郎と耕介は並んで座った。肩にかけていた鞄かばんも下ろす。

　羽佐間もまた、先程座っていた猫脚椅子へと腰を下ろす。

「それで、史郎君。君が知りたいこととは何だね？　わざわざ耕介が連れてくるってことは、もちろんオカルト関連のことなんだろう？」

　史郎は迷うことなく、本題を切り出した。

「吸きゆう血けつ鬼きの倒たおし方を教えて欲しいんです！」

「ほう、吸血鬼か」

　羽佐間がクイッと人差し指で眼鏡を押し上げる。

「吸血鬼の倒し方として有名なのは、太陽の光を浴びせることか。あと、心臓に白木の杭くいを打ち込むというのもあったな。ただし、重要なのはどんな吸血鬼が相手かだ。吸血鬼の種類によっては、太陽の光や白木の杭が通用しないこともある」

「えっ、吸血鬼に種類なんてあるんスか？」

　耕介の呟つぶやきに、当然だと羽佐間は頷うなずいた。

「一般的に知られている吸血鬼像は、血を吸う怪かい物ぶつというくくりで言うところのほんの一種類に過ぎない。ヴコドラク、エムプーサ、ブルーハ、ルガト、マルモンデー、ジュルゲール。他にも様々な吸血鬼の伝承が残されている」

　淀よどみなく羽佐間は言葉を続ける。

「例えばヴコドラク。これは、狼おおかみの姿をしているとされている吸血鬼だ。倒し方は狼男と同じく、銀の弾だん丸がんが有効と伝えられている。また、ルガトは実体のない霊れい的てきな吸血鬼。太陽の光も白木の杭でも倒すことができず、司祭の祈いのりでもってのみ消しよう滅めつさせられるとある。マルモンデーは、吸きゆう血けつ鬼きの巨きよ人じんだ。これを倒すには、聖水で育てた豆を飲み込ませる必要がある。ジュルゲールは植物の姿をした吸血鬼。枝の先から血を吸うんだ。注射器を使いニンニクのエキスを注射すれば枯からすことができると言われている」

　とにかく、重要なのは吸血鬼の種類だと羽は佐ざ間まは強調した。吸血鬼の種類に応じた倒し方が存在するのだと説明をする。

「史し郎ろう君、君が倒し方を知りたいという吸血鬼は、一体どんな吸血鬼なんだい？」

（カミラは、別に特別な種類の吸血鬼って感じじゃないよな。狼おおかみじゃないし、実体だってちゃんとあるし。巨人でもないぞ）

　そう考え、史郎は答えた。

「普ふ通つうの吸血鬼……のはずです。えっと、名前はカミラって言って──」

「カミラ!?」

　羽佐間の顔色が変わる。

「ひょっとして、災さい厄やくの女王のことかい？」

　史郎は息をのんだ。『災厄の女王』それこそ、カミラの異名に他ならない。

「そうです！　その災厄の女王です！」

　史郎は超ちよう高速で頷うなずいた。

「カミラ？　災厄の女王？　何なんスか？」

　一人だけ取り残されている耕こう介すけが、キョトンとした顔をしている。

　羽佐間は立ち上がると、棚たなから一冊の古い本を持ってきた。

　分厚くて古い外国の本だった。羽佐間はそれを開く。チラリと見えた本の中には、外国の文字がビッシリと並んでいる。

　求めていたページを見つけた羽佐間は、瞳ひとみで文字を追いつつ内容を要約し説明をする。

「カミラ・ドランディーゲ・トルコトーン・スイツクスゾール。別名、災厄の女王。中世ヨーロッパで悪逆の限りを尽つくしたと言われる女吸血鬼だ。数多くある吸血鬼の伝説の中でも、彼女の非道さ、残ざん虐ぎやくさは群を抜ぬいている。特に恐おそれられたのは、呪のろわれた能力だったそうだ」

『呪われた能力』

　史郎ですら初めて聞く言葉だった。

「それは一体何ですか？」

「人間に催さい眠みん術じゆつをかけたり、瞳の力で物を動かしたり、霧きりになったり。そのあたりが、吸血鬼の能力としては有名で広く知られている。しかし、カミラはそれらとは別に、十三もの恐ろしい特とく殊しゆ能力を持っていたらしい。それが、呪われた能力と呼ばれるものだ」

　本を片手に、羽佐間は饒じよう舌ぜつに語る。

「具体的な能力の内容は書かれてはいないが、カミラはその十三の呪われた能力を使い、数えきれない程の人間を苦しめたそうだ」

　ページをめくった羽は佐ざ間まは、史し郎ろうと耕こう介すけにそこに印刷されていた挿さし絵えを見せた。

　山と積まれた人々の屍しかばねの上に玉座が置かれ、そこに一人の女性が優ゆう雅がに腰をかけている。

　妖よう艶えんな大人の女性だ。狂きよう気き的な笑えみを浮かべている。思わずゾッとする絵だった。

「スゲー、怖こわそー」

　耕介がふざけた声を出す。

「一時はヨーロッパ全土を恐きよう怖ふで支配したが、最後は勇ゆう敢かんな神父と教会の騎き士し達によって倒たおされた。復活を恐おそれた神父は、カミラの灰を瓶びんへと詰つめて未来永えい劫ごう保管することにした。……だそうだ」

　羽佐間が本をパタンと閉じる。

（十三もの呪われた能力。それを使って、数えきれないぐらいの人々を苦しめた……。カミラはやっぱり恐ろしい吸きゆう血けつ鬼きだったんだ）

　その事実に、史郎はさらに危機感を膨ふくれ上あがらせる。同時に、そしてそんなカミラを蘇よみがえらせてしまった罪悪感に押しつぶされそうになる。

「それで、カミラの倒し方は？　やっぱり太陽の光とか白木の杭くいとかなんですか？」

　掠かすれた声で史郎が尋たずねるも、羽佐間は少々難しい顔で答えた。

「確かに、カミラはオーソドックスな人間型の吸血鬼だ。しかし、吸血鬼としてあまりにも強大過ぎる。太陽の光に対する耐たい性せいも高いだろう。普ふ通つうの白木の杭を胸に打ち込んだところで、平然とした顔で体の外に押し出してしまうはずだ」

「そんな……じゃあ倒たおせないってことですか？」

　絶望の声を上げる史郎に、羽佐間は不敵な笑いを漏もらす。

「ふっふっふ」

　羽佐間は、部室の片かた隅すみの金庫の元へと向かった。ダイヤル式のロックを外し、金庫を開ける。

　中から取り出したのは、片手で下げられる程の大きさの四角い鞄かばんだった。外側は革張りとなっている。革の変色度合が、長い年月を感じさせた。いわゆる、アンティーク・トランクと呼ばれるものだった。

　羽佐間はトランクを持ってくると、丸テーブルの上へと置いた。蓋ふたを固定している金具を外す。

「私は、『普通の白木の杭を打ち込んだところで……』と言っただろう？　普通でない白木の杭ならば、カミラを倒すことも可能だ。そう、例えばこんなだ」

　羽佐間はトランクを蓋を開け史郎へと見せた。

　箱の内側には、鮮あざやかな朱しゆ色いろのビロード布が張られていた。そして、二つの道具が収められている。

　箱の下に納められていたのは、黒光りをする木き槌づちだった。金属の装そう飾しよくも施ほどこされている。開けた蓋側には、一本の杭が斜めに固定されている。30センチ程の長さの杭で、直径は10センチ程度。先せん端たんは鋭するどく尖とがっていた。

　杭くいの中央には、十じゆう字じ架かの模様が刻まれている。

「吸きゆう血けつ鬼き退治に一番効果があると言われる、セイヨウサンザシを材料とし作られた杭だ。しかも、聖水を染みこませ、退たい魔まの効果も付ふ与よされている。木き槌づちの方もただの木槌ではない。固く重い木材を使用し、金属の装そう飾しよくでさらに強度と威い力りよくを増している。幾いく度どとなく祝福を繰くり返かえし、この木槌だけでも聖なる武器として使用できる程だ。この杭と木槌を使えば、例たとえ相手がカミラだろうと倒すことができるはずだ」

　羽は佐ざ間まはそう断言した。

「うわ[image: ～][image: ～][image: ～]、何かスゲー」

　オカルト関係に対して興味のない耕こう介すけも、感かん嘆たんの声を上げる。

「超、本格的ッスね」

「当たり前だ。これは19世紀のヨーロッパで作られた『本物』なのだからね」

　羽佐間が自じ慢まん気げに言う。

「こんなの、どうしたんスか？」

「海外のネットオークションで買ったんだ。この逸いつ品ぴんが日本円にしてたったの二十万だからな。世の中の連中は本当に見る目がない」

「二十万!?」

　耕介が目を見開き驚おどろく。

「まあ、アンティークって高いって聞くし。それぐらいしてもおかしくない気はするけど……それを安いって言える羽佐間さんの財力に驚きッス。なあ、史し郎ろう」

　隣となりの史郎に同意を求めるも、返事はなかった。

　史郎は瞬まばたきすら忘れた様子で、食い入るように目の前の『道具』を見つめている。

（これを使えば、カミラを倒たおすことができる。世界を、恐きよう怖ふの支配から守ることができるんだ）

　史郎はいきなり立ち上がった。そして、羽佐間に向かって深々と頭を下げる。

「羽佐間先せん輩ぱい、お願いします。僕ぼくに、この木槌と杭、貸してくれませんか？」

「えっ、史郎。お前何言ってんだよ。二十万だぜ!?　さすがにそりゃ無理だって。それに、こんなもの借りてどーすんだよ？」

「お願いします！　僕にはどうしても必要なんです！　その理由は……」

　カミラを蘇よみがえらせてしまったことを正直に話そうとしたが、史郎は言葉を止める。

（羽佐間先輩なら信じてくれるとは思う。それどころか、協力もしてくれるかもしれない。でも、相手は恐おそろしい吸血鬼だ）

　瞳ひとみで睨にらんだだけで相手を弾はじき飛ばすことのできるカミラ。しかも、十三もの呪のろわれた能力も持っていると知らされてしまったばかりだ。

　危険には巻まき込こめないなと史郎は思った。

（蘇よみがえらせてしまったのは僕ぼくなんだ。僕一人で、終わらせなきゃ）

　そう決意し、史し郎ろうは再び頭を下げる。

「とにかくお願いします！」

「ううむ、これは困ったね」

　羽は佐ざ間まが難しい顔をする。

「その杭くいと木き槌づちは、我がオカルト研究部が保有する重要な品物だ。部員でもない者においそれと貸すわけにはいかないんだが……」

「だったら部員にでも何でもなりますから！」

「おい、史郎。そんな軽はずみなこと言うなって！」

　耕こう介すけが慌あわてて止めるも、

「よし、なら貸そう！」

　羽佐間がさっさと返事をしてしまった。

　トランクの蓋ふたを閉めると、金具でしっかりと固定する。

「さあ、持っていきたまえ！　これを必要とする理由はあえて聞かないが、すべてに決着がつくことを祈いのっているよ」




　★




「ありがとうございます。本当にありがとうございます」

　鞄かばんを肩にかけ、トランクは胸に抱かかえるように持ち、史郎は何度も何度も頭を下げてからオカルト研究部の部室を後にした。

「よし、部員ゲットだ」

　羽佐間が軽くガッツポーズを決める。

「俺おれ、余計なことしちまったかな？」

　残った耕介が、やれやれとため息をついた。

「にしても史郎の奴やつ。あんなもの借りてどうするつもりなんだ？」

「さあな。まあ、吸きゆう血けつ鬼きを倒たおすのに使わないことだけは確かだろうな」

　羽佐間が確信を込めて言う。

「吸血鬼なんて、存在しないのだから」

「えっ？」

　耕介が目をパチクリとする。

「どうした？　私が何かおかしなことを言ったか？」

「いや、そんなことないッス。吸きゆう血けつ鬼きなんているわけないッスし。でも、羽は佐ざ間まさんがそんなこと言うなんて思いもよらなくって。そーゆーの、信じてるんじゃないんスか？」

「信じているわけがないだろう」

　羽佐間はキッパリと否定する。

「オカルトが好きだからと言って、オカルトを信じているとは限らないよ。私は純じゆん粋すいに娯ご楽らくとしてオカルトを楽しんでいるだけだ。それが本当だとは思っていない。だってありえないだろう？」

「つまり、ただ面おも白しろがってるってだけッスね。質たちが悪いんだから」

　耕こう介すけが呆あきれたように首を振る。

「じゃあ、さっきの木き槌づちと杭くいも偽にせ物ものってことッスか？」

「いや、あれは本物だよ。本物の偽物なんだ」

　羽佐間がよく分からないことを口にする。

「あれは、19世紀に私と同じようなオカルト好きな人間が、面白半分で作った物なんだ。言わば、ヴァンパイアハンターのなりきりグッズのようなものだ」

「なりきりグッズ……。一気にありがたみが薄うすれたッス」

　ため息をつく耕介に、羽佐間は言う。

「だがそれでも、あれは本物なんだ。その人間は、古くからの伝承に基づいて研究し、金と手て間ま隙ひまをかけてあれを完成させている。聖水を染みこませたのも、司祭の祝福を繰くり返かえし行っているのも噓うそではない。もし本当に吸血鬼を相手に使うなら、かなりの効果が期待できるだろうね」

　羽佐間はフフンと鼻で笑った。

「まあ、いないものは相手にできないから、どうしようもないがな」




　★６★




　オカルト研究部の部室を後にした史し郎ろうは、そのまま学校を飛び出した。

　小走りに駆かけ、自宅のマンションを目指す。

　史郎には急ぐ理由があった。そう、カミラが目を覚ます前に自宅にたどり着きたかったのだ。

　二十分程時間をかけて、史郎はマンションに到とう着ちやくする。

「お帰り、史郎君」

　エントランスで管理人の老人に話しかけられたが、そのことにも史郎は気付かなかった。エレベーターで最上階へと上がった。自宅の扉とびらの前へと向かう。

　急いでいたため呼吸が荒あらくなってしまっていた。エレベーターを降りたところで深呼吸をし、どうにか呼吸を整える。それから鍵かぎを開け、そっと自宅の中へと入った。

　いつもは無意識に言ってしまう『ただいま』も、喉のどの奥おくへと飲み込んだ。

　自宅はシンと静まり返っている。どうやらまだカミラは眠ねむってくれているようだ。

　史し郎ろうは一度、自分の部屋の中へと入った。抱かかえていたトランクをベッドに置き、肩の鞄かばんも下ろす。

　トランクの蓋ふたを開け、中から、杭くいと木き槌づちを取り出した。

（よし、行くぞ！）

　杭と木槌を握にぎり締しめ、史郎は自分の部屋を後にした。カミラの眠る物置へと向かう。

　細心の注意を払はらい、物置の扉とびらを開いた。そっと中を覗のぞき込こむ。

　狭せまい物置の中で、カミラは仰あお向むけに横たわり眠っていた。

　史郎は物置の中に体を滑すべり込こませた。眠っているカミラの側にしゃがみ込む。

　眠っているカミラの胸に、杭の先せん端たんを合わせる。そして木槌を握り締める手に力を込めた。

（この杭を打ち込めば、カミラを倒すことができる。世界を恐きよう怖ふの支配から救うことができるんだ）

[image: ]

　サイズのわりにずっしりと重い木槌を振ふり上あげる。渾こん身しんの力でもってそれを振り下ろすはずだったが、史郎の手は止まってしまう。

　恐おそろしい吸きゆう血けつ鬼きとは言っても、外見は女の子。そんなカミラの胸に杭を打ち付けることに、どうしたって抵てい抗こうを感じてしまう。

（駄だ目めだ！　見かけに惑まどわされるな！）

　史し郎ろうは自分自身を鼓こ舞ぶした。

（カミラがどんな吸きゆう血けつ鬼きなのか、分かってるはずだぞ！　残ざん虐ぎやくで非道で、十三もの呪のろわれた能力を使って人々を苦しめたんだ）

　羽は佐ざ間まに見せられた本の挿さし絵えが思い出される。

　山と積まれた屍しかばねの上で、狂きよう気きの笑えみを浮かべる吸血鬼カミラの姿。

　このままカミラを放置したならば、あの光景が現実となりかねないのだ。

（僕ぼくがやるしかないんだ！）

　史郎は、血走った目で杭くいだけを見つめた。そこに目がけて、一気に木き槌づちを振ふり下おろそうとする。

　と、その瞬しゆん間かんだった。

「う、う～ん」

　カミラの小さな声を史郎は耳にした。さらに、カミラの目ま蓋ぶたがピクピクと動く。

（カミラが目を覚ます!?）

　杭を打ち込む余よ裕ゆうはあっただろう。だけど史郎はパニックを起こしてしまった。

　慌あわてて木槌と杭を、物置の荷物の中へと紛まぎれ込こませる。

　史郎の隠いん蔽ぺい工作が完了したのとほぼ同時に、カミラがむっくりと起き上がった。

　寝ねぼけ眼まなこで史郎を見る。

　たっぷりと間を空けてから、カミラは史郎に尋たずねた。

「…………ねえ、どうしてアタクシ様の寝ね床どこにアナタがいるの？」

「そ、それはその……」

　当然、史郎は言葉を詰つまらせてしまう。

（君の胸に杭を打とうとしてたんだ）

　何てことは言えるはずもない。

　様子がおかしい史郎に、カミラはハッとする。

「史郎、アナタまさか!?」

　次の瞬間、カミラの瞳ひとみが怪あやしく輝かがやく。瞳の力だった。史郎の体は軽く吹っ飛ばされる。物置から飛び出し、廊ろう下かの壁かべに叩たたきつけられた。そのまま床ゆかに倒たおれ込こむ。

「史郎、アナタ、やってくれたわね！」

　物置を出てきたカミラが、史郎の前に仁に王おう立だちとなる。ミラクルに怒おこった顔で史郎を見下ろしていた。

（カミラを倒そうとしてたことがバレたんだ）

　史郎は絶望的な気持ちになった。自分の最期を悟さとる。

　問題は、どんな最期を遂とげるかだった。

（全身の血を吸われてカラカラに干ひからびて死ぬのか？　それとも、見えない力で押しつぶされるのか？　いや、ひょっとしたら呪のろわれた能力ってのを使われるかも……）

　だけど、そんなことにはならなかった。

「眠ねむってるアタクシ様を襲おそおうなんて、最低よ！」

「……えっ？」

「だから、アタクシ様が眠っているのをいいことに、Ｈなイタズラでもしようとしてたんでしょ？　アナタ、最低よ！　破は廉れん恥ちよ！　犯罪者よ！」

　いくつもの罵ば詈り雑ぞう言ごんを史し郎ろうにぶつけてから、カミラはふと怪け訝げんそうな顔になる。

「あれ？　でも待って。グラマラスな女性がタイプなはずの史郎がアタクシ様を襲おうとするってことは……ひょっとしてアタクシ様、元の体に戻もどったの!?」

　期待で胸を膨ふくらませ、カミラはボンテージ服の胸元を指で引っ張り覗のぞき込こむ。

　残念ながら、膨らんだのは期待だけだった。相変わらずの薄うすい胸がそこにはあった。

「何よ。ちっとも変わってないじゃない。もうっ、期待しちゃったでしょ！」

　文句を言った後、カミラは軽けい蔑べつの瞳ひとみを史郎へと向ける。

「小こ娘むすめのままの姿のアタクシ様を襲おうとするなんて。アナタ、女の子なら誰だれでもいいの？　復活の際、アナタの血から読み取れなかったけど、実はロリコンの気けもあるとか？」

「ち、違う!!」

　倒たおそうとしていたことを知られるよりは、ロリコンの気があるってことで誤ご魔ま化かした方がマシだろう。だけど男のプライドとしてそれだけは認められなかった。

「僕ぼくはただ……」

　深く考えている暇ひまはなかった。思い付くままに史郎は叫さけぶ。

「君の寝ね顔がおを見たかっただけなんだああああ！」

　叫んだ直後には後こう悔かいをしていた。

（ああ、よりにもよって僕は何て馬ば鹿かな言い訳を。こんなの通用するはずがないじゃないか）

　さらに激しく追つい及きゆうされ、結局ボロを出しすべてが露ろ見けんしてしまう。そんな展開を予想した史郎だったけど……。

「えっ、アタクシ様の寝顔を!?」

　驚おどろいたカミラは、目を大きくした。

「ふ～ん、アタクシ様の寝顔か。なるほどね」

　満まん更ざらでもない顔になった。

「まあ、こんな姿になってもアタクシ様はバッチリ可愛かわいいし、寝顔をじっくりと眺ながめてみたいって気持ちも分からなくはないけど、それでもこれはマナー違い反はんよ。今後は止めて頂ちよう戴だい。いいわね？」

「…………」

　まさかこの言い訳が通用するとは思ってなかったら、奇き跡せき的てきな成功を前に史し郎ろうは啞あ然ぜんとしてしまう。

「いいわね!?」

「や、約束するよ」

　史郎は慌あわててコクコクと頷うなずいた。

「そう、なら今回は許してあげるわ」

　それにしてもと呟つぶやき、カミラは改めてちっともグラマラスでない自分の体を見た。

「一日ぐっすり眠ねむったって言うのに、ここまで変化がないなんてね。アナタの血じゃ大した栄養にならないってことだわ」

　カミラは史郎に顔を向ける。

「史郎、アタクシ様、今晩出かけるわ」

「出かけるって……どこに？」

「夜の街に決まってるでしょ？　若い処女の血を吸うためよ。栄養満点だし、何より味も抜ばつ群ぐんなんだから」

　味を思い出したのか、カミラは舌でピンク色の唇くちびるをペロリと舐なめた。

「とりあえず、もう十分休んだから起きるわ。アタクシ様はテレビでも見てくつろぐから、アナタはお風ふ呂ろを沸わかして頂ちよう戴だい。頼たのんだわよ」

　それだけ言うと、カミラはスタスタとリビングの方へと歩いていく。

「カミラが夜の街へ出る……」

　史郎は青ざめる。

　夜の街でカミラがどんな凶きよう行こうを起こすのか、想像しただけでも血の気が引き卒そつ倒とうしそうになった。

　もちろん阻そ止ししたい。いや、阻止しなければとは思う。だけど、目覚めてしまったカミラに杭くいを打ち込むなんてできるはずがなかった。

「災さい厄やくの……始まりなんだ」

　絶望の表情で、史郎は呟いたのだった。




　★７★




　楽しそうにテレビ番組を見ていたカミラが壁かべの時計を確認する。

　針は夜の九時を回っていた。

「ディーナータイムとしてはいい時間だわ」

　カミラはソファーから立ち上がった。

　未いまだ制服姿のまま、ダイニングルームの椅い子すに沈ちん痛つうな面おも持もちで座る史郎に顔を向ける。

「じゃあ史し郎ろう。アタクシ様、ちょっと外食してくるわね。アタクシ様が出ていった後も、窓の鍵かぎはかけないでおくように。まあ、例たとえかけてたとしたって、瞳ひとみの力で簡単に開けられるけど」

　史郎にそう告げると、カミラは窓を開けベランダへと出る。

「４００年振りの、若い処女の血よ。ああ、楽しみだわ。吸って、吸って、吸いまくるんだから」

　うっとりとした顔でそう呟つぶやくと、カミラは夜の空へと飛び立った。

　開け放たれたままの窓を、史郎はうつろな瞳で見つめた。

「行っちゃったか」

　力なく呟く。

　きっと宣言どおり、カミラは若い処女を襲おそうはずだ。吸って、吸って、吸いまくると意気込んでいたぐらいだ。犠ぎ牲せい者しやが一人ですむとは思えない。何人もの女性が、ミイラのようにされて命を落とすことだろう。

　その責任は、蘇よみがえらせてしまった自分にあるような気がしてならなかった。

　カミラを蘇らせてしまったこと。

　そして、チャンスがありながらも彼女を倒たおせなかったこと。

　罪悪感がダブルで押おし寄よせてくる。

　ついに耐たえられなくなり、史郎は勢いよく立ち上がった。

「やっぱり、家でじっとしてるなんてできないよ！」

　史郎は自宅を飛び出した。エレベーターを降り、マンションを後にする。

　遠くの空に、カミラの姿が見えた。史郎はカミラを追いかける。

　追いついてどうしようかなんて考えていなかった。ただただ、無我夢中だった。

　幸い、月が明るい夜だった。獲え物ものを物色しているのか、夜空のカミラもさほどスピードを出していない。おかげで、見失うことなく追つい跡せきを続けることができた。

　やがて、カミラがゆっくりと下降を始めた。どうやら獲物を見つけたのだろう。

　史郎は大急ぎで、カミラの着地地点へと向かった。

　細い道を抜ぬけると、薄暗い並木通りがあった。カミラはわりとすぐ近くに着地をしていた。腰から生えていたコウモリの翼つばさが体の中へと引っ込む。

　見つからないようにと、史郎は慌あわてて並木の陰かげに身を潜ひそめる。

　そっと、カミラの動向をうかがった。

　一人の若い女性が歩いてくるのが見えた。どうやらカミラの狙ねらいはこの女性のようだった。

　女性の目の前にずいと立ちはだかると、カミラは無ぶ遠えん慮りよに声をかける。

「ねえ、アナタ。ちょっといい？」

「えっ？」

　女性が驚おどろき、足を止める。それでも相手が自分よりずっと若い少女ということで、そこまでの危き機き感かんは感じない様子だった。

「私に何か？」

　その質問には答えず、カミラは女性に顔を近づけた。スンスンと鼻を鳴らし匂においを嗅かぐ。

「ねえ、ちょっと」

　戸と惑まどう女性に向かって、カミラは満足気に頷うなずき言った。

「アナタ、処女ね」

「ええっ!?」

　顔を真っ赤にする女性。カミラはおかまいなしに言葉を続ける。

「太ってもいなければ瘦やせてもいない。肌はだの様子から見て健康状態も良好。これは、味と栄養、両方期待できるわ」

「……訳の分からないことを言ってからかうのは止めて」

　さすがに不ふ機き嫌げんそうになった女性が、カミラの脇わきを通り立ち去ろうとする。

「待ちなさい！」

　カミラが強く命じた。

　それから、穏おだやかに語りかける。

「さあ、アタクシ様の瞳ひとみを見て頂ちよう戴だい。頭の中がぼんやりとしてくるでしょ？」

　カミラが何をしているのが、史し郎ろうには最初分からなかった。しかし、頭にオカルト研究部の部室で聞いた羽は佐ざ間まの言葉が蘇よみがえる。




『人間に催さい眠みん術じゆつをかけたり、瞳の力で物を動かしたり、霧きりになったり。そのあたりが、吸きゆう血けつ鬼きの能力としては有名で広く知られている』




（そうか、カミラはあの女の人に催眠術をかけようとしてるんだ！）

　止めなくちゃとも思ったが、恐きよう怖ふで体が硬こう直ちよくして動けなかった。

「アナタは段々と、アタクシ様に血を吸ってもらいたくなってくるわ。さあ、跪ひざまずき、首筋を出しなさい」

　催眠術を使い、カミラはそう命令する。




　うつろな目付きになった女性は、カミラの命令に頷いた。

「はい……かしこまりました」

　ゆっくりとした動作でその場に跪き、その首筋をカミラに向かって差し出す。

　カミラは満足気に頷くと、女性の肩に両手を置く。大きく口を開くと、女性の首筋に鋭するどく尖とがった牙きばを突つき立たて……。




　といった流れを史し郎ろうは予想していた。

　史郎だけではない。カミラだって、そんな展開を想定していたはずだろう。

　だけど、二人が予期しないことが起こった。

「何だか分からないけど、もう終わりにしてもらっていい？　いつまでも付き合っていられないわ」

　女性がうんざりとした表情で言う。

「えっ!?」

　カミラが戸と惑まどいの色を見せる。

「ちょ、ちょっと！　アタクシ様の瞳ひとみ、ちゃんと見てたのよね？　どうして催さい眠みん術じゆつにかからないのよ!?」

「そんなもの、かかるわけないじゃないの」

　呆あきれたように女性は首を振った。

「コスプレして遊ぶのもいいけど、そういうのは仲間内だけにして。分かったわね」

　それだけ言うと、女性は今度こそ立ち去ろうとする。

「待って！　待って待って待って！　待ちなさい！」

　カミラは慌あわてた様子で駆かけ出だし、女性の前へと回り込んだ。

「あなたね、いい加減にしてくれない。あまりしつこいと、警察を呼ぶわよ」

　さすがに我が慢まんの限度に達したのだろう。女性が怖こわい顔で言う。

　そんな警告などおかまないなしに、カミラは女性を指差し叫さけぶ。

「わ、分かったわ！　アナタ、催眠術の耐たい性せいが強いのね！　きっと特別な訓練を積んでるんだわ！」

「そんな訓練、積んでるはずがないでしょ？」

「いいえ！　そうに決まってるわ！　そうでなかったら、アタクシ様の催眠術が失敗するなんてありえない！」

　そう断言する。

「だったら、少し手て荒あらだけど別の手段を使わせてもらうから」

　カミラの瞳が怪あやしく輝かがやいた。

　木こ陰かげからそれを見ていた史郎は、すぐにカミラが何をしようとしているのかを悟さとる。

（瞳の力だ。僕ぼくを吹っ飛ばした時のように、あの女の人を攻こう撃げきするつもりなんだ！）




　突とつ如じよとして、見えない力により女性の体が宙を飛ぶ。

「きゃあっ！」

　悲鳴を上げた女性は、そのまま一本の並木へと叩たたきつけられた。

　それでもカミラは力を緩ゆるめなかった。そのまま瞳の力を発動し続ける。

　女性は並木に押し付けられたまま、身動きが取れないでいる。ただただ、恐きよう怖ふで顔を引きつらせるだけだった。

「じゃあ、アナタの血。吸わせてもらうわね」

　カミラはコウモリの翼つばさを出し、少しだけ体を浮かせた。

　女性の首筋へと顔を近づけると、大きく口を開く。鋭するどく尖とがったカミラの牙きばが、無む慈じ悲ひにも女性の首筋に突つき立たてられ……。




　といった流れを史し郎ろうは確信していた。

　史郎だけではない。カミラだって、そんな展開を信じて疑っていなかったはずだ。

　だけど、今回も予期しない結末をむかえる。

　ため息を一つつくと、女性は何も言わずその場を立ち去ってしまったのだ。

「噓うそ……でしょ？」

　呼び止める余よ裕ゆうもなく、カミラが啞あ然ぜんとする。

（どういうことなんだ？　催さい眠みん術じゆつだけでなく、瞳ひとみの力まであの女の人には通用しなかったぞ？　ひょっとしてあの女の人は、何か特別な力を持ってるとかなのか？）

　困こん惑わくする史郎。少し体勢を変えたのが良くなかった。うっかり小枝を踏ふんでしまう。

「あっ！」

　思わず声を上げてしまった。慌あわてて口を塞ふさぐが遅おそかった。カミラは史郎の方へと振ふり向むく。

「史郎じゃない!?　アナタ、どうして？」

「いや、これは……」

　しどろもどろになる史郎に向かって、カミラは大きく目を開く。

「史郎、アタクシ様の瞳を見て！　頭の中がぼんやりとしてくるでしょ？」

　カミラの言うとおり、史郎は頭の中がぼんやりとしてくる。

「こっちに来なさい。ただし、片足飛びでね」

　言われるがままに、史郎は片足飛びでカミラの元へとやって来た。

　カミラの目の前までやって来たところで、ハッと正気に返る。

「僕ぼくは一体何を？」

「解けるのが早過ぎな感じはするけど、催眠術は効いてるわね。次は──」

　カミラは史郎を睨にらみ、怪あやしく瞳ひとみを輝かがやかせた。

　次の瞬しゆん間かん、史郎の体は吹っ飛ばされた。受け止めてくれる物もなかったため、そのまま地面をゴロゴロと転がる。

「催眠術も、それに瞳の力もちゃんと使えるわ。どうしてさっきの女性には効かなかったのよ!?　一体どうしてなのよ！」

　困惑、そして悲痛なカミラの叫びが、夜の通りに響ひびいた。




　★




　数時間後──。

　真夜中近く、史し郎ろうとカミラは自宅のマンションへと戻もどってきた。

　重苦しい雰ふん囲い気きで、カミラはソファーに腰を下ろす。

「最悪よ。最悪の状じよう況きようだわ」

　渋しぶい表情で呟つぶやいた。

　あれから、路地を通った幾いく人にんもの人間を相手にカミラは催さい眠みん術じゆつと瞳ひとみの力を試してみた。

　結果は、全ぜん滅めつだった。誰だれ一人として通用しないのだ。

「あっ、そう言えばあれをまだ試していなかったわ」

　カミラは何かを思い付き立ち上がる。

　軽く深呼吸をすると、えいっと自分自身にかけ声をかけた。

　……………。

　何も起こらないまま、しばしの時が流れる。

「やっぱり、霧きりになるのも無理なのね」

　カミラはガッカリとした様子で再びソファーに座る。

「認めたくないけど、結論は出てしまったわ。今のアタクシ様は、吸きゆう血けつ鬼きとしてとことん弱体化してしまってるのよ。催眠術も使えない、瞳の力も発動しない、そして、霧にだってなれないのよ」

「でもカミラ。催眠術も瞳の力ってのも、僕ぼくには効いてたよね？　あれはどうして？」

「おそらく、アナタの血でアタクシ様が蘇よみがえったことが関係してるんだと思うわ。アナタとアタクシ様の間には血の絆きずなができているのよ。だから、弱体化したアタクシ様の力がアナタにだけは作用した。ただそれだけのことよ」

　カミラがそう説明する。

「でも、通用するのがアナタだけだなんて。それじゃ使えないも同じよ」

　カミラは激しく嘆なげく。

「こんなんじゃ、災さい厄やくの女王なんて名乗れない。それどころか、吸血鬼としても駄だ目め駄だ目め過ぎるわ」

　カミラは両手で顔を覆おおった。そして、シクシクと寂さびしく泣き始める。

　その姿は、傷ついた少女そのものだった。人々を苦しめた残ざん虐ぎやくで非道な吸血鬼とは程遠い。

　そんなカミラを、史郎は複雑な気持ちで見つめていたのだった。




　★８★




　一日の授業が終わり、放課後の時間となった。史し郎ろうは学校を後にし、家路へとつく。

　マンションへの道を歩きながら、史郎は昨晩の光景を思い浮かべていた。

　結局、カミラは立ち直ることなく一時間程ずっと泣き続けていた。

　その後、史郎に対し一言も喋しやべることなく寝ね床どこである物置へと姿を消した。

　心労もあり、史郎もすぐに風ふ呂ろに入りその夜はさっさと眠ねむることにしたのだった。

　ちなみに、朝少しだけ物置を覗のぞいた時には、泣き疲れたような顔をしてスースーと寝ね入いっていた。

（カミラ、まだ眠ってるかな。だとしたら、今日こそは倒してしまえるよな）

　心の中で呟つぶやく。ちなみに、物置の荷物の中に隠かくしておいた杭くいと木き槌づちも、カミラがお風呂に入っている間にちゃんんと回収しておいた。

　今は、元の箱に納められ史郎の部屋のベッドの下に押しこまれている。

　急ぎ帰り、あれを手に取り、カミラが眠る寝しん室しつへ飛び込み、ダダンと杭を打ち込む。

　すべてがスムーズにいけば、十分もかからず終わることだろう。

　だけど、史郎はどうしてもそれをする気にはなれなかった。

　もしする気があったなら、朝の段階でさっさと済ませておいたはずだ。

　それができなかったのは、昨晩のカミラを見てしまったからだろう。

　自らが駄だ目め駄だ目めな吸きゆう血けつ鬼きだと知り、悲しそうに泣くカミラ。

　傷ついた少女にしか見えないその姿に、驚おどろき、困こん惑わく、そしてある『疑問』を抱いだいてしまったのだ。

　それこそが、史郎が杭を突つき刺さす踏ふん切ぎりを付けられない理由だった。

「まあ、そんなに焦あせらなくたっていいんじゃないかな？」

　言い訳がましく、史郎は呟いた。

「姿が幼くなってるだけでなく、カミラは基本的な吸血鬼の能力だって使えなくなってるんだ。あの様子じゃ、呪のろわれた能力なんてのも無理に決まってる」

　自分で言葉を並べ分ぶん析せきしてから、史郎は結論を出す。

「今のカミラは、人類に対してさほど脅きよう威いでも何でもない。急いで倒さなきゃならない存在でもないってことだよ」

　いつでも倒せるようあの道具さえ持っていれば、とりあえず様子見でいいのではないか？

　そんなことを考え、少し気持ちを明るくしていると、自宅のあるマンションへと到とう着ちやくする。

「あ、史郎君」

　小窓から顔を出した管理人さんに声をかけられる。

「ただいま」

　今日の史し郎ろうは、いつもように返事をする余よ裕ゆうがなかった。軽く会え釈しやくをする。

　管理人さんは、ニヤニヤとした笑えみを浮かべつつ史郎を見た。

「いや[image: ～][image: ～][image: ～]、いつまでも子供みたいだと思ってたけど。史郎君も隅すみに置けないんだねえ」

「へっ？」

「いやいや、隠かくさなくたっていいよ。管理人はそこまで口出すことじゃないからね。それでも、良かったね。これでもう寂さびしくないじゃないか」

　管理人さんが何を言っているのか史郎にはよく分からなかった。

「はあ……」

　と力なく答えることしかできない。

「じゃあ、僕ぼくはこれで」

　軽く会釈をし、やって来たエレベーターに乗る。

「隅に置けない？　寂しくない？　管理人さん、何を言ってたんだろ？」

　小首を捻ひねり考えるが、答えが出る前に４Ｆに到とう着ちやくしてしまう。

「まっ、いいか」

　管理人さんの不可解な話題のことは忘れ、史郎は自宅へと戻もどることにする。

（カミラ、きっとまだ落ち込んでるんだろうな）

　そんなことを思いつつ玄げん関かんの扉とびらを開く。

「ただい……」

　最後の『ま』、を言うのとほぼ同時だった。




　ギュイイイイイイイイイイイイイイイン！




　恐おそろしい音が奥おくの方から聞こえてくる。

　尋じん常じようでない音だった。

（ひょっとして、自じ暴ぼう自じ棄きになったカミラがチェーンソーでも振ふり回まわしてるんじゃ？）

　そんな想像をしてしまい、史郎は慌あわてて家の中へと飛び込んだ。

「カミラ！」

　キッチンに立っているカミラの姿を発見した。幸いチェーンソーは持っていなかった。

　代わりにあったのは、太い筒つつ状じようの家電だった。

　前に康やす彦ひこがゴルフの景品で当てたという、アメリカ製の巨きよ大だいミキサーだ。

　アメリカ製だけあって、とてつもなくパワフル。音だってとんでもない。何せ、セットの中に工事現場で使うようなイヤーマフが入っていた程だ。実際、カミラもそれをつけている。

[image: ]

　史郎に気付き、カミラはミキサーのスイッチを切った。イヤーマフを外し言う。

「史し郎ろう、帰ったの。お帰り。ただいまぐらい言いなさいよね」

「言ったよ。そのミキサーの音にかき消されたけどね。大体そんなの着けてたら聞こえないだろうし」

　イヤーマフを指差し言う。

「ところで、そんなミキサー出してきて何やってるんだ？」

「ミキサーでやることって言ったら大体決まってるでしょ。特製のドリンクを作ってるの」

　カミラが答える。

「昨晩はショックでどうかなってしまいそうだったけど、いつまでも嘆なげいてたって仕方ないわ。前向きにならなくちゃね。それで、栄養満点の特製ドリンクを作ることを思い付いたのよ」

　カミラの言葉に、史郎は納得する。

（そうか。吸きゆう血けつ鬼きの力が使えなくて、血を吸うことができないから、特製ドリンクで飢うえを満たそうってことなのか）

　それは決して悪いことではないと史郎は思った。実に前向きで、それでいて健全な行為だ。

　ただ、少し気になるのはその材料だ。野菜や果物くだものの切きれ端はし等があたりに散らばっているが、そんな食材が家にあった記き憶おくがない。

「材料、どうした？」

「買ってきたのよ。マルヤスでね」

　当たり前のようにカミラは答える。

　マルヤスは、このマンションから歩いて七、八分程の距きよ離りにある中規模のスーパーだ。値段も安く品しな揃ぞろえも悪くないから、史し郎ろうもよく利用している。

　蘇よみがえる際、史郎の血から記き憶おくを得ているカミラだから、マルヤスのことも知っていて当然だろう。

「あそこに行ったの？」

「行ったわ。少し前にね。幸い曇くもってて太陽が出てなかったし」

「その恰かつ好こうで？」

「もちろんよ。だってアタクシ様、この服しか持ってないんだから」

　つまり、カミラはボンテージの恰好で出かけたことになる。

「弱体化した状態で騒さわぎになられても困るし、普ふ通つうに歩いて行ったわよ。あと、声をかけられたから管理人さんにも挨あい拶さつはしておいたから」

　先程の管理人さんの様子を史郎は思い出す。

「カミラ、管理人さんに何て言ったんだ？」

「別に。史郎の家にしばらく暮らすことになったからよろしくって。ただそれだけよ」

　史郎は何だか頭が痛くなった。

（管理人さん、絶対何か勘かん違ちがいしてたよな）

　後でちゃんと説明をしておかなくちゃなと思った。

（父親の仕事の関係でホームステイしてる女の子とでも言っておこうか。うん、それがいい）

　とりあえずその問題は後回しにし、史郎はミキサーに目を向ける。

　半はん透とう明めいのボトルの中には、ドロドロとしたものが詰つまっていた。様々な色が入り混じっている。正直、キレイとは言いい難がたかった。

「カミラ、それ、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「大丈夫よ。アタクシ様なりにちゃんと勉強して作ったんだから」

　心外といった様子でカミラが主張する。

「栄養は満点よ。これさえ飲み続ければ、他の食事なんて取らなくてもいい程だわ」

　これは史郎にとっては嬉うれしい知らせだった。

　もしカミラがこのドリンクで満足してくれるなら、ずっと犠ぎ牲せい者しやは出ないことになる。

　それでいて、本来の力が蘇らずにいてくれるなら万ばん々ばん歳ざいだった。

「カミラ、そのドリンク。すごくいいと思うよ」

　史郎はここぞとばかしに褒ほめてみた。

「欠かさず飲み続けるべきだよ」

「フフフ、でしょ？　もちろん、アタクシ様もそのつもりよ」

　満まん更ざらでもない顔付きで、カミラは半透明のボトルを外した。蓋ふたを開け、大きなグラスの中にドロドロとした液体を注そそぎ込こむ。

　そのまま口をつけると思いきや、カミラはグラスを史し郎ろうへと突つき出だした。

「はいっ、史郎。飲んで」

「えっ……」

　史郎はキョトンとする。

「どうして僕ぼくが？」

「アナタが飲まなきゃ意味ないでしょ？　だってこれは、アタクシ様がアナタのために作った特製の『増血ドリンク』なんだから」

「増血……ドリンク？」

「そっ。アタクシ様、しばらくはアナタの血で我が慢まんしなきゃならないでしょ。だから、アナタの血を増やし質を高める必要があるの。だからこそのドリンクよ。血を増やすのに効果がある、レバーにホウレンソウ、小松菜、マグロの赤身を入れてるわ。血をサラサラにするための、納豆、梅干し、青魚なんかもね。ワカメやひじきも入れて鉄分もバッチリよ。もちろん牛乳も。飲みやすさも考えて、ハチミチも入れてみたわ」

　恐おそろしいドリンクだった。材料を聞いているだけでも卒そつ倒とうしそうになってくる。

「ほら、早く！」

　キッチンを出て史郎の前までやって来たカミラが、ずずいっとグラスを突きつける。

　凶きよう悪あくな香かおりが漂ただってきた。甘ったるく、生なま臭ぐさく、青あお臭くさく、そしてコゲ臭い。

「何か、コゲ臭いような……」

「あら、気付いちゃった？」

　カミラは嬉うれしそうに言った。

「さすがに生のレバーは危ないでしょ？　だからちゃんとソテーして入れてあるの。アタクシ様、いい仕事してるでしょ？」

　このコゲ臭さを考えたらレバーのソテーはかなりコゲコゲだったに違いない。それがいい仕事と言えるのだろうか？　と史郎は思った。

　まあ、たとえレバーが完かん璧ぺきにソテーされてたところで、このドリンクの凶悪さは変わらなかっただろうけど。

（あのミキサーには、イヤーマフじゃなく鼻はな栓せんを付属するべきなんじゃないか？）

　耐たえがたい匂においに、史郎はそんなことを考えてしまう。

「ほら、何やってるのよ。早く飲んで！」

　さらにグラスが突きつけられる。

　顔をそむける史郎に、このドリンクが歓かん迎げいされてないと察したのだろう。カミラが険悪な顔になる。

「アタクシ様が一いつ生しよう懸けん命めい作ったのに、ひょっとして飲みたくないとか？　別にいいのよ。だったら催さい眠みん術じゆつを使って飲ませるまでだから」

「分かった！　飲む、飲むから！」

　史し郎ろうは慌あわててグラスを手に取った。戸と惑まどえば戸惑う程この戦いは不利になる。そう悟さとり、グラスに口をつけグビグビといく。
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　って味だった。

　何度も意識が飛びそうになったものの、史郎はどうにかグラスを空にすることに成功する。

「どうだった？」

「…………途と中ちゆう、何度も天国が見えそうになる味だったよ」

　息も絶え絶えといった様子で史郎が答える。もちろんこれは皮肉を込めた感想だったが、

「えっ、そんなにおいしかったの？」

　都合よく解かい釈しやくしたカミラが、華はなやいだ声を上げた。

　否定する気力もなく、史郎は空になったグラスをカウンターに置く。

「僕ぼく、ちょっと休むから」

　そのまま部屋へと向かおうとする史郎だったが、カミラが目の前に立ちはだかった。

「駄だ目めよ、史郎。今度はアナタの義務を果たしてくれなくっちゃ」

「義務？」

「アナタはアタクシ様が作った増血ドリンクを飲んだ。今度は、アタクシ様が飲む番なのよ。アナタの血をね」

　カミラの瞳ひとみが怪あやしく輝かがやいていた。うっすらと開いた口からは鋭するどい牙きばが姿を見せている。

「いただきます！」

　カミラが史郎に飛びかかった。制服を引っ張り、無理やりに首筋を出させると、勢いよく嚙かみつく。

　ブスリという痛み。そして血を吸われていくに従い、全身から力が抜ぬけていく。史郎はその場にへなへなと座すわり込こんだ。

（ああ、こうやって僕は毎日、血を吸われることになるんだな）

　ぼんやりとした頭で考える。

（あのドリンクを飲んだからって、そう簡単に血が増えるはずがない。僕はどんどんやつれていって、最後は衰すい弱じやく死しするんだ）

　いや、待てよと思い直す。

（むしろ、あのドリンクで食中毒を起こして死ぬのが先なのかも……）

　どのみち死ぬことには変わりはない。

　絶望的な気持ちのまま、史し郎ろうはカミラに血を吸われ続けたのだった。




　★９★




「史郎、お前さ、何かツヤツヤしてねぇか？　顔色だっていいぜ」

　史郎がそんな声をかけられたのは、二時間目の授業の後の休み時間だった。

　耕こう介すけが目の前にやって来ていた。まじまじと史郎の顔を見ている。

「えっ、そうか？」

「そうだよ。別に今日だけってわけじゃねぇ。ここ最近、お前を見てて思ったんだよ。何か、健康そのものだなって」

　実は史郎にもその自覚はあった。この数日、妙みように身体からだが軽いのだ。目覚めだってすこぶるいい。

「オレが一人暮らしだったら、カップ麵めんばっかりでどんどん不健康になるんだろーな。お前、ちゃんと自じ炊すいしてるんだな。偉いよな」

　しきりに感心しながら、耕介はトイレだと教室を出ていった。

「自炊……ね」

　史郎は呟つぶやく。

　父子家庭なこともあり、元々家事は史郎の担当だった。レパートリーはそれほどでもないが、普ふ通つうに料理はできる。

　それでも、一人暮らしになってから食事に関してはやや手て抜ぬきをしていた。素うどんとか、レトルトのカレーとご飯だけとかそんな感じにだ。その食生活には変化がない。

　となると、健康の理由は一つしかなかった。

（増血ドリンクの効果か）

　味を思い出し、史郎はうへえと顔をしかめた。

　カミラを蘇よみがえらせてしまってから、早くも十日近くが経とうとしていた。相変わらずカミラは史郎の家に滞たい在ざいし続けている。

　毎晩、史郎はカミラに血を吸われている。そして、増血ドリンクも飲まされていた。

　味のひどさに反比例し栄養は抜ばつ群ぐんだったようだ。ドリンクを飲むようになってから、日に日に健康になっていくような気がする。

　さらに、軽くなった気持ちも顔色に表れているのかもしれなかった。

　それだけの日数が経っているのにもかかわらず、カミラは蘇った時の姿のままだ。吸きゆう血けつ鬼きとしての能力も、取とり戻もどしてはいない。

　まだまだ人類への脅きよう威いにはなりそうもなかったのだ。

（でも、もし仮に元の姿と力を取とり戻もどしたとしても、カミラは本当に世界を恐きよう怖ふで支配したりするんだろうか？）

　史し郎ろうはそんな疑問を覚える。何も今突とつ然ぜん抱いだいた疑問ではない。この一週間の中で、徐じよ々じよに感じてきたことだった。

　テレビの動物番組で和なごみ、深夜映画で感動し涙なみだを流し、事件のニュースを見て憤いきどおり、災害のニュースに対しては本気で心配そうにする。

　そんなカミラの様子を目まの当あたりにしていると、本当に極悪な吸きゆう血けつ鬼きなのかと疑問に思えてくるのだった。

（伝説が間ま違ちがってるのか？　それとも……）

　史郎の頭に、ある一つの仮説が浮かぶ。そう考えれば、辻つじ褄つまがあった。

　そうであればいいと願いつつも、まだ断定はできないと史郎は自分を戒いましめる。

（まだしばらくは僕ぼくの血を吸うだけで他の人を襲おそったりはしないはずだ。じっくり時間をかけて様子を見るんだ。その上で結論を出そう）

　そんな感じに、悠ゆう長ちように構えることにする史郎。

　だけど、その予定はいきなり崩くずれることになるのだった。




　★




「あ、史郎。アタクシ様、今晩は外食することにしたから」

　カミラの何気ない一言に、史郎は口に含んでいた増血ドリンクを一気に噴ふき出だした。

　カミラはひょいと空中に飛び上がりその飛沫しぶきを避よける。

「ちょっと、汚いじゃない！　それにアタクシ様が作った増血ドリンクがもったいないでしょ！」

「ご、ごめん。ついびっくりして」

　史郎はあたふたと謝る。

　時刻は午後の九時を回っていた。史郎はもう夕食も入浴も済ませ、部屋着兼けん寝ね間ま着きのジャージ姿になっている。

　増血ドリンクを飲んだ後、カミラに嚙かまれるというのがいつもの流れだった。当然、史郎もそのつもりだった。

　その矢先に言われたのが、先程の外食宣言だった。

「ところで、外食するって聞こえたんだけど」

「ええ、そうよ」

　カミラはコクンと頷うなずいた。

「それってつまり、食事の場所を変えるってこと？　二人でどこか公園にでも行って。そこで嚙かみつこうって」

「あのね、どうしてそんな面めん倒どうなことしなくちゃならないのよ。アナタの血を吸うんだったらいつもみたいにここで嚙みつくわ」

　呆あきれた様子でカミラは言う。

「今晩は、アナタじゃない別の誰だれかの血を吸おうって言ってるの」

「一体どうして？」

「今日が危険日だからよ」

　カミラがそう答える。

「危険日？」

　何だかちょっぴり大人な響ひびきだった。妙みように気き恥はずかしくなって史し郎ろうは顔を赤らめる。

「アナタ、おかしなこと考えてるんじゃないでしょうね？」

　カミラに睨にらまれ、史郎は強く首を振った。

　そんな史郎に、呆れたようにため息をつき、カミラは説明をする。

「危険日って言うのはね、吸きゆう血けつ鬼きが感染する日って意味なのよ。アタクシ様が、アナタの血を毎晩吸うようになってから今日が丁度七日目だから」

　最初、史郎はカミラが何を言っているのか分からなかった。それでも、すぐに思い出す。

　前にカミラが言っていた言葉をだ。




『一回やそこら嚙まれたぐらいで吸血鬼にはなんないわよ。七日七晩、一日も欠かすことなく嚙まれた場合にのみ、吸血鬼と化すの』




　なるほどと、史郎は納得した。確かにこんな日にカミラに嚙まれるわけにはいかない。

　だからと言って、喜んでカミラを『外食』に送り出すこともできなかった。

「カミラ、一晩ぐらい我が慢まんできないのか？」

「別にできなくもないわ。トマトジュースでも空腹はしのげるしね」

「じゃあそれで良くない？　無理して外に血を吸いに行かなくたって。そもそも、催さい眠みん術じゆつも瞳ひとみの力も両方とも僕ぼく以外には使えないでしょ？　どうやって血を吸うんだ？」

「史郎。アナタ誤解してるわよ。別に血を吸うだけだったら、その両方が使えなくたって問題ないわ」

　カミラは平然として言う。

「夜の闇やみ夜よに紛まぎれて襲おそいかかり、相手の首筋に牙きばを立ててしまえばそれまでなんだから。もちろん最初は抵てい抗こうされるけど、すぐに相手は動けなくなるわ」

　それが正しいことは史郎が一番よく分かっていた。確かに、カミラに血を吸われると全身の力が抜ぬけてしまうのだ。

「じゃあ、どうしてこれまでそれをしなかったんだ？」

「クールじゃないからよ。それに、そんな獣けものみたいな行為、恥はずかしいわ」

　カミラは当然だと言わんばかりに答える。

「でも、最初僕ぼくの血を吸う時は普ふ通つうに襲おそいかかってたような……」

「アナタは別にいいのよ。そういったことを気にする相手じゃないんだから。下げ僕ぼく？　従者？　まあそんなところよ」

　カミラはそんな嬉うれしくないことを言う。

「でもね、ずっとアナタの血を吸ってきたけど、ここまで変化がないと困りものよ。やっぱり栄養満点な若い処女の血が必要って考えたわけ。クールに血を吸えないのは残念だけど、もうそんなことも言ってられない状じよう況きようだわ。多少野や蛮ばんでもガツガツ行くことにしたの。今日がアナタにとっての危険日だったし、いい機会だと思ってね」

　啞あ然ぜんとしている史し郎ろうをそのままに、カミラはリビングのカーテンを開けた。そして窓を開き小さなベランダへと出る。

「じゃあね、行ってくるわ」

　カミラの腰の後ろからコウモリの翼つばさが生えた。そのまま夜空へと飛び立とうとする。

「ま、待って！　カミラ！」

　背後から駆かけ寄よった史郎が、浮かび上がろうとしていたカミラの足にしがみ付く。

「僕も一いつ緒しよに行くから！　ちょっとだけ待ってて！」




　★10★




　マンションを後にし、人通りの多い駅の方へと向かってカミラと史郎は歩き出した。

　史郎は部屋着のジャージから着き替がえ、ＴシャツにＧパンという恰かつ好こうになっている。さほど寒い季節でもないのに、ジャンバーを羽は織おっていた。

「史郎、アナタの気持ちは分かってるわよ」

　ニヤニヤしながらカミラが言う。

「アタクシ様のことが心配なんでしょ？　ちゃんと血を吸えるのか？　逆に危ない目にあったりしないか？　そんなの大だい丈じよう夫ぶに決まってるのにね」

（好き勝手言ってるよ）

　史郎は心の中でぼやいた。

（僕が心配してるのはカミラじゃない。カミラに血を吸われる被害者の方なんだよ）

　史郎は幾いく度どとなくカミラに血を吸われている。初日、少し多く吸われて貧血気味にはなったが、それ以降は問題なく過ごせている。

　それは、カミラがある程度血を吸う量を調節してくれているからに他ならない。

　その理由が、純じゆん粋すいな思いやりであれば嬉うれしい限りだが、史し郎ろうという血液製造元を失いたくないという合理的な理由も考えられる。

　史郎は今後とも血を吸っていかなければならない相手だ。吸い過ぎに注意するのは普ふ通つうのことだろう。

　だけど、『外食』ではこれは当てはまらない。

　獲え物ものはよりどりみどりだ。一人いなくなってもまた次を探せばいいだけだ。

　もしカミラが、本当に残ざん虐ぎやくで非道な吸きゆう血けつ鬼きで、人間の命なんて屁へとも思っていなかったとしたら、手加減なしで相手の血を吸すい尽つくすことだろう。

　今晩の『外食』で、カミラの本性が明らかとなりそうだった。

（もし、僕ぼくの仮説が正しければそれに越したことはない。でも、やっぱりカミラの本性が恐おそろしい吸血鬼だったとしたら……）

　史郎は、ジャンバー越しに、脇わき腹ばらのあたりを押さえた。固い感かん触しよくが手に伝わってくる。

　このジャンバーには、左右に内ポケットがついている。そこに、木き槌づちと杭くいがそれぞれ入れられているのだ。

（もしカミラが、相手の血を一いつ滴てき残らず吸ってしまおうとするなら……。その時は僕の手で……）

　想像しただけで泣きたくなってくる。頼たのむからそんな事態にならないことを史郎は祈いのった。

（カミラ、君を信じてるからな）

　そんなことを考えている内に、目的地へと到とう着ちやくする。

　前回も訪れた、駅近くの路地裏だった。

　この路地は、意外と近所の会社で働くＯＬが通ることが、前回分かったのだった。

「さてと、後は待つだけね。当たりが来てくれればいいけど」

　カミラがそう呟つぶやいた直後だった。

「いやあああああああああ!!」

　という悲鳴が、路地の奥おくから聞こえてくる。

「カミラ、今のは？」

「そんなのアタクシ様に分かるわけないでしょ」

　カミラは神しん妙みような顔付きになる。

「さすがに気になるわね。史郎、行くわよ」

　カミラが小走りに駆かけだす。史郎もまた、その後を付いていった。

　いくつかの角を曲がった先、路地の奥まった部分で悲鳴の主と遭そう遇ぐうする。

　ＯＬらしき若い女性だった。壁かべ際ぎわに追おい詰つめられるようにしてしゃがみ込んでいる。

　彼女をそうさせているのは、血走った瞳ひとみをした大おお柄がらな男だった。パーカー付きのトレーナーを着ていて、手には大きなナイフを握にぎり締しめていた。

「なあ、愛あい子こ。どうしても俺おれの愛を受け入れてくれないって言うんだな？　俺のモノにならないって言うんなら、いっそこの場で──」

　男は、声を震ふるわせて女性に語りかけている。史し郎ろう、そしてカミラにはまったく気付いていない様子だった。

（ひょっとしなくても、これってストーカーって奴やつ!?）

　史郎はそう推測する。

　自分の想いを受け入れてもらえないがゆえに、男はこんな凶きよう行こうに走ったのだろう。

　同じ男として憤いきどおりも感じる。女性を気の毒にも思った。だけど、ここで体を張って助けられる勇気は持ち合わせていない。

　金が目的の強ごう盗とうなんかよりもずっとずっと質たちの悪い相手だ。下手へたに刺し激げきしたら、何をされるか分かったものじゃない。

（気付かれる前にここから立ち去らなきゃ。それから、駅前の派出所までダッシュしてお巡まわりさんに──）

　そんな計画を立てつつ、後ずさろうとする史郎。

　だけど、隣となりにいたカミラは史郎とはまったく逆の行動をした。

　ずんずんと歩き男に近づくと、気き丈じようにも言い放つ。

「自分の思いどおりにならない女性を傷つけようとするなんて、アナタ、最低の男ね。まだゴキブリの方が可愛気かわいげがあるわ！」

「な、何だお前らは！」

　このタイミングで、男はカミラと、そして史郎の存在に気付く。ナイフを向け怒ど鳴なった。

「恋人同士の話に首を突つっ込こむつもりか!?」

「恋人同士？　ふざけないで。どう見たってアナタが片思いをこじらせてるだけでしょーが!?　いいからさっさと消えて頂ちよう戴だい。目め障ざわりで仕方ないわ」

　さすがに放ほってはおけず、史郎はカミラに声を飛ばした。

「カミラ！　もうそれぐらいで！　早く行こ！　このままじゃ……」

　史郎の伝えたいことを察したのだろう。カミラが口を開く。

「あら、史郎。ひょっとしてアナタ。アタクシ様のこと心配してくれてるの？」

　カミラは嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「でもね、心配する必要なんてないわ。こんなゴキブリ以下の男に、アタクシ様がやられるはずないんだからね」

「やかましい！」

　男の怒いかりが頂点に達したようだった。ナイフを振ふり回まわしカミラへと襲おそいかかる。

「うわあああ！」

　情けない悲鳴を上げる史し郎ろう。だけどカミラは少しも慌あわてなかった。腰から翼つばさを生やし、空中へと飛び上がる。そのままの頭上を越こえ、背後へと着地した。

「正直嫌いやだけど、大人しくさせるにはこれがてっとり早いわ」

　渋しぶい顔でそう呟つぶやくと、カミラは大きく口を開いた。鋭するどい牙きばがニュッと伸のびる。

　カミラはそのまま、男の首筋へと嚙かみついた。

「ぐわっ!?」

　男が悲鳴を上げる。

　何をしやがると叫さけび暴れるも、その動きが徐じよ々じよに緩かん慢まんとなっていく。

　カミラに血を吸われることで、全身の力が抜ぬけていくのだろう。いずれは、無力化されてしまうはずだ。

　しかし、予期しない出来事が起こった。

　カミラが男の首筋から口を離はなすと、逃にげるようにして距きよ離りを空ける。

　そして、路地裏の片かた隅すみにかがみ込んだ。

「おえええええええええ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

「カミラ、どうしたんだ？」

「最悪よ！　最悪なのよ！」

　口元を拭ぬぐいながら、カミラは青白い顔を史郎へと向ける。

「あいつ、ニンニクを食べてたのよ。少なくとも、この半日の間にね。アタクシ様、ニンニク混じりの血を飲んでしまったわ」

　相当に不快なのだろう。カミラは今にも倒たおれそうな様子だった。

　ストーカーの男の方は、吸血が中断されたおかげで再び元の勢いを取とり戻もどす。

「よくも嚙みつきやがったな！　この変態女め！」

　再びナイフを振ふり回まわし、カミラに襲おそいかかって来る。

　もうカミラに先程のような動きのキレはなかった。かろうじてナイフを避よけるも、足元はふらついている。翼もうまく動かせない様子だ。飛ぼうとしてもすぐにバランスを崩くずし落下してしまう。

　その中で、ナイフの先せん端たんがカミラの頰ほおをかすめた。頰に一本の赤い筋ができる。カミラの血が数すう滴てき垂れる。

「銀のナイフでもないのに傷つくのね。治りも遅おそいみたいだし、深く斬きられると厄やつ介かいだわ」

　後ろ向きにジャンプしどうにか男と距離を空けたカミラに、史郎は急ぎ駆かけ寄よった。その腕を摑つかむ。

「カミラ、逃げよう！」

　引っ張り、走り出そうとする史郎。だけど、カミラはその手を振り解ほどいた。

「アタクシ様は、逃げないわ」

　苦く悶もんの表情を浮かべながらも、力強く宣言する。

「アタクシ様は、誇ほこり高き吸きゆう血けつ鬼き、カミラ・ドランディーゲ・トルコトーン・スイツクスゾールよ！　こんな、ゴキブリ以下の下衆げす男おとこに屈くつして逃げるわけにはいかないわ！　そんなの、アタクシ様のプライドが許さないのよ！」

　カミラが、いまだへたり込んだままの女性にチラリと目を見る。

「それに、アタクシ様が逃げたら、あの女の人は殺されちゃうかもしれないのよ！　放ほっておけるはずないじゃない！」

　カミラが右手を持ち上げた。指先から爪つめが飛び出すように伸のび、武器と化す。

　よろめきながらも、カミラは果か敢かんに男に向かっていく。

「化け物め！」

　カミラの爪の変化を目まの当あたりにし、さすがに単なる嚙かみつきたがり屋の変態女ではないと察したのだろう。男が緊きん迫ぱくした声を上げる。

　ナイフが横に振ふられた。カミラはそれを伸ばした爪で弾はじく。さらに左手の爪を伸ばし、ナイフを持った男の腕を引ひっ搔かいた。

「ぐっ」

　男が苦痛に顔を歪ゆがめる。その手からナイフが落ちる。

　そのスキをカミラは逃のがさなかった。男の懐ふところに飛び込むようにタックルをすると、両足を摑つかむ。

「はあっ！」

　翼つばさを羽ばたかせ、浮かび上がる。重くて大変だったが、それでも３メートル程の高さに男を逆さかさ吊づりで持ち上げることに成功する。

「止めろ！　下ろせ！　化け物！」

　暴れる男に、カミラは告げた。

「言われなくたって、そうするわよ」

　空中でカミラが手を放す。男は頭から地面へと落下した。大した高さではなかったが、コンクリートの固い地面だ。

　男はかなりの衝しよう撃げきを受ける。

「ぐえっ！」

　ウシガエルのような悲鳴を男は上げた。

「ニンニクのせいでこっちはフラフラしてるのに。無む茶ちやさせないでよね」

　かなりお疲れな様子でカミラが舞まい降おりる。

「くそ、化け物……め！」

　男はまだ気絶していなかった。しぶとく起き上がろうとする。

「大人しく気絶してれば命拾いをしたのにね」

　カミラが右手を持ち上げる。一度引っ込めていた爪を再び伸ばした。

　鋭えい利りな刃は物もののような爪つめだ。これなら、男の首をかき切るぐらい簡単にできるだろう。

「カミラ……駄だ目めだ……」

　史し郎ろうが掠かすれた声を上げる。

「気持ちは分かるけど、それをしたら駄目なんだ！」

　そう、例たとえ相手が犯罪者と言えども、カミラが殺人を犯したら史郎はもう見み逃のがす訳にはいかなくなってしまう。

　危険な吸きゆう血けつ鬼きとして、退治するしかなくなってしまうのだ。

「…………」

　しばし無言で男を見下ろしていたカミラだったが、ふうとため息をつく。

「そうね。さすがに殺してしまうのはやり過ぎだわ。それに、ニンニク臭くさい返り血を浴びるのも御ご免めんだものね」

「カミラ……」

　カミラの英断に、史郎は感激で泣きそうになってしまう。

「でも、このままにはしておけないわ。何かこうポカンと叩たたいて気絶させられそうな物があればいいんだけど」

　キョロキョロと周りを見み渡わたすカミラ。残念ながらそんな物は転がっていなかった。

「あっ！」

　史郎はジャンバーの内ポケットに手を突つっ込こむ。隠かくし持っていた木き槌づちを引っ張り出しだ。

「カミラ、これなんてどうかな？」

「あら、丁度いいじゃない」

　木槌を受け取ったカミラは、立ち上がろうとする男の背後に立った。

「えいっ♪」

　弾はずむようなかけ声と共に、強きよう烈れつな一いち撃げきを食らわせる。

　スコ───ン!!

「ぐえっ！」

　男は白目をむいて倒たおれる。今度こそ、完全に気絶をしていた。

「これで解決ね。ありがと、史郎」

　カミラは史郎に木槌を返す。

　続いて、カミラは女性の方へと顔を向けた。

「アナタ、大だい丈じよう夫ぶ？　怪け我がはない？」

「………」

　女性は返事をしなかった。怯おびえたような目でカミラを見ている。カミラがピンチを救ってくれた恩人だということは理解しているのだろう。それでも、人じん外がいの様を目もく撃げきしてしまったのだ。怯えるのも仕方ない。

「そんなにビクビクしないで。アナタのこと取って食べようなんて思ってないから」

　にこやかな笑顔でカミラは女性へと近づく。

　ただし、あまり健全な笑顔ではなかった。細めた瞳ひとみはギラギラとしていて、微笑ほほえみを浮かべた口くち端はしからは鋭するどい牙きばが伸のびているのが見える。

「ただ、アナタの血を吸わせてもらうだけよ[image: ～][image: ～][image: ～]」

　そう言うや否や、カミラは女性に襲おそいかかった。

「いやあああああああああ!!」

　今晩二度目の悲鳴が、夜の路地裏に響ひびいた。




　★




　もしカミラが相手を殺してしまう程に血を吸うようだったら、史し郎ろうがカミラを仕留める。そう思い道具を持ってきた史郎だったけど、もはやそんな心配もしていなかった。

　カミラは、自らの危険も顧かえりみずストーカーの男と対決した。吸きゆう血けつ鬼きとしてのプライドがそうさせたのもあるだろう。だけど、襲おそわれかけていた女性を助けたいという気持ちも強かったはずだ。

『アタクシ様が逃げたら、あの女の人は殺されちゃうかもしれないのよ！　放ほっておけるはずないじゃない！』

　というカミラの言葉が思い出される。

　さらに、あんなひどい目にあわされたストーカーの男の命を奪うばうことも思いとどまってくれた。

　そんなカミラが、女性の血を吸すい尽つくすはずがない。

　この時の史郎はそう確信を抱いだいていた。

　史郎の判断は正しかった。カミラはほんの十秒足らずで血を吸うのを止める。

「まっ、これぐらいが適量かしら？」

　ぼんやりとしている女性の肩をポンポンと叩たたく。

「ごちそう様。動けなくなる程には吸ってないから、自分で警察にでも行って頂ちよう戴だい。それじゃね」

　カミラは立ち上がり、史郎の元へとやって来る。

「さ、史郎。場所を変えるわ。もう二、三人の血をいただくわよ」
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「ふう、おいしい血だったわ」

　満足気な顔でカミラは呟つぶやく。場所は、市街地を少し離はなれた場所にある小さな公園。ベンチの上だった。史し郎ろうは隣となりに座っている。

　あれから場所を変え、三人女性を襲おそい血を吸った。どちらも量は最初の女性と同じぐらいだった。命どころか健康にも問題はないだろう。

　初めての『外食』は、無事に終了した。

　丁度見つけた公園で、ちょっとした食後の休きゆう憩けいをしているのだった。

「あ、そうそう。史郎。アタクシ様、聞きそびれてたんだけど──」

　そんな前置きをし、カミラは史郎に尋たずねる。

「アナタ、どうしてあんな木き槌づちなんて持ってたのよ。今晩はたまたま役に立ったけど、あんなものそうそう使うもんじゃないでしょ？」

「えっと、それは……」

　史郎はモゴモゴと口を動かした。

「何て言うか……たまたまたなんだ。護身用にって」

　苦しい言い訳だったけど、

「護身用……ああ、アタクシ様が危ない目に遭あうんじゃないかって思ったのね。ホント、史郎ってば心配症しようなんだから」

　カミラは都合よく納得してくれる。

「今回はたままた不注意でニンニク混じりの血を吸っちゃったけど、普ふ通つうはこんなことないのよ。口臭なんかで吸う前に気付くから。だから、もうそんな物を持ち歩かなくていいわ」

「ああ、分かったよ。もう持ち歩かない。必要ないって、よっく分かったから」

（杭くいと一いつ緒しよに、羽は佐ざ間ま先せん輩ぱいに返さなくっちゃな）

　史郎は心の中で呟いた。

　それから尋ねる。

「カミラ、これからもこういった外食を続けるの？」

「もちろんよ！」

　カミラは力強く頷うなずいた。

「今晩のことで自信もついたし、少しでも早く元の姿と力を取とり戻もどすためには多少面めん倒どうでも頑がん張ばらなくっちゃ」

「でも……大だい丈じよう夫ぶかな？　被害者の女の人達が警察に届けて、カミラのことが問題になったりしたら」

「まあ、その可能性は確かにあるけどね。でも、そう心配する程じゃないわ。今晩の最初の一人は仕方なかったけど、後の二人は後ろや頭上からガブっていったでしょ？　顔も見られてないわ」

　さらにカミラは続ける。

「それに、簡単な催さい眠みん術じゆつだけでも復活すれば、一気に問題は解決よ。相手を催眠状態にしちゃえば、アタクシ様に血を吸われたことなんて気付きもしないわ。向こうの具合が悪くなる程にはアタクシ様も吸わないしね。そのへんのさじ加減はうまいことやるから」

「なあ、カミラ。すごくおかしなことを聞くんだけど……」

　史し郎ろうは、そんな前置きをしてから尋たずねた。

「本当に、カミラは恐おそろしい吸きゆう血けつ鬼きだったの？　本当に、ヨーロッパの人達を恐きよう怖ふのどん底に突き落としてたのか？」

「ちょっと史郎！　アタクシ様がこんな小こ娘むすめの姿だからって馬ば鹿かにしてるの！」

　カミラがベンチから立ち上がった。目を吊つり上あげ怖こわい顔になる。

「アタクシ様、カミラ・ドランディーゲ・トルコトーン・スイツクスゾールは、ヨーロッパで最も恐れられていた吸血鬼なんだから！　そりゃあもうそこらじゅうで残ざん虐ぎやくで非道でエゲつないことをさんざんして回ったんだから！」

　力強くそう宣言したカミラだったが、何故なぜか表情を曇くもらせる。力なく、ベンチに腰を下ろした。

「本当に、アタクシ様はひどい吸血鬼だったのよ。今晩みたいに、血を吸うのに手加減なんてまるでしなかった。今より体が大きかったってのはあるけど、一いつ滴てき残らず相手の血を吸ってたわ。女、子供にかかわらずよ」

　ポツリ、ポツリとカミラは力なく語る。

「史郎にはまだ話してなかったけど、アタクシ様には、呪のろわれた能力って呼ばれる十三の特別な能力があったのよ。催眠術や瞳ひとみの力とは比べものにならないぐらい恐ろしい能力の数々よ」

　羽は佐ざ間まから聞き知っていた史郎だが、そのことは黙だまっていた。

「アタクシ様は、呪われた能力を使ってたくさんの人々を苦しめた。同じ闇やみの住人であるはずの魔ま物もの達だって、その能力の餌え食じきとしたわ。すべては、アタクシ様が頂点に立ちたいがため。人間、魔物、それらすべてのものが、アタクシ様に恐きよう怖ふする。そんな状じよう況きようこそが、アタクシ様の理想だったのよ」

　カミラはふうとため息をついた。

「昔、アタクシ様がしていたこと。それを思い出すとね、アタクシ様、ひどく罪悪感を感じるのよ。吸血鬼としては少しも恥はじることなんてないはずなのに。それでも、あの行為をおぞましく感じるの。こんなの、災さい厄やくの女王として失格よね」

　自じ嘲ちよう気味に呟つぶやくカミラに、史郎は力強く言った。

「失格なんかじゃないよ」

　史郎は、自分の中では確信に変わっていた『仮説』を口にした。

「一度倒たおされて、四百年たって蘇よみがえったカミラは、いわば生まれ変わった存在なんだよ。もう昔のカミラとはまったく別の新しいカミラ、ニューカミラだよ。だから、性格や考え方も違っていて当然なんだよ」

「ニューカミラ……新しいアタクシ様……か」

　カミラは嬉うれしそうにその言葉を嚙かみ締しめる。

「じゃあ、別に無理して昔みたいにならなくてもいいってことよね？」

「そうだよ」

「人々を苦しめる必要もないってことよね」

「当たり前だよ」

「じゃあじゃあじゃあ」

　カミラは急せき込こむように言葉を続けた。

「アタクシ様、蘇よみがえった時アナタに言ったわよね。世界を恐きよう怖ふで支配してしまおうって。あれ、取り消すわ。アタクシ様を倒した教会への復ふく讐しゆうだってもうどうだっていい。って言うか、最初から本気じゃなかった気がするの。何となくノリで言っちゃってた部分もあるから」

　カミラは力強く言った。

「アタクシ様は、今のアタクシ様がしたいことをするわ！」

「それはどんなこと？」

「世界中を旅することよ。色々な国を見て回りたいの。それが、今のアタクシ様、ニューカミラの夢なのよ！」

　赤い瞳ひとみをキラキラと輝かがやかせ、カミラは宣言する。

　そんなカミラの姿に、史し郎ろうは瞳を細めた。

「すごくいいと思うよ。カミラはもう新しいカミラなんだから、新しい自分の人生を歩めばいいんだよ。好きなように」

　自分でも少し臭くさいセリフかなと思ったが、それが史郎の本心だった。

　カミラが満面の笑えみを浮かべる。

「アナタの言葉で、何だか気持ちが楽になれたわ。ありがとう」

　カミラが史郎の手を取り握にぎりしめた。しばし、二人で見つめ合う。

　お互いに、何だか妙みように気き恥はずかしくなってしまった。少しだけ頰ほおを赤らめて同時にそっぽを向く。

「す、すっかり遅おそくなっちゃったね」

「そ、そうね。いつまでもこんな所で油を売ってても仕方ないわ」

　カミラは、軽い弾はずみをつけて公園のベンチから立ち上がった。史郎もカミラに続く。

「最後にもう一人ぐらい誰だれかの血を吸ってから帰りましょ」

「えっ、さらに!?」

　史郎は驚おどろいた顔をした。

「もう恐怖で世界を支配するつもりもないんでしょ？　だったら元の姿や力を取とり戻す必要もないし。そんなガツガツしなくたって」

「元の姿と力を取とり戻もどすこと。新しいアタクシ様でも、これだけは譲ゆずれないわ」

　カミラはキッパリと言った。

「世界中を旅するにしたって、その方が便利でしょ。それに……」

　カミラは、ニヤリと笑い付け加える。

「グラマラスになった体で、史し郎ろう、アナタを誘ゆう惑わくしてみたいのよ」

「なっ！」

　慌あわてる史郎の様子に、カミラはぷっと噴ふき出だした。

「冗じよう談だんよ。冗談」

「何だよ、人をからかわないでくれよ」

　史郎はブスっとした顔になる。

「いいから行くわよ。ほら」

　カミラが軽い足取りで歩き出す。

「栄養満点の血をどんどん吸って、早く元の姿と力を取り戻すんだから！」

　カミラが、期待を込めてそう宣言した直後だった。

「ウフフフフフフ」

　そんな笑い声が、夜の公園に響ひびき渡わたった。




　★12★




　笑い声の主ぬしは、少し離はなれた場所、公園の片かた隅すみに設置された自じ販はん機きの上に立つ一人の少女だった。

　長い赤毛。頭の片側で縛しばり、垂らしている。ドクロの形の髪かみ留どめが特徴的だった。

　年ねん齢れいは、十三、十四といったところだろう。真まっ赤かな瞳ひとみに、ツンと尖とがった耳の持ち主。

　人を小こ馬ば鹿かにしたような笑えみを浮かべている。服装は、ミニスカートのワンピースだった。

「ごめんなさい。つい笑ってしまって。あなたの言葉があまりに的はずれだったから」

　少女はなおもおかしそうに笑っている。

「何が的はずれだって言うのよ？」

「人間の血を吸って元の姿に戻るっていうところよ。そんなことしたって、かつての姿は取り戻せないわ。そんなことは常識でしょ？」
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　少女の言葉に、史郎は背筋をゾクッとさせる。

　カミラとの共通点の多いその容姿を見た時から、薄うす々うすは勘かん付づいていた。今の言葉を聞き、ますますその可能性が高いことを知る。

（ひょっとして、彼女も吸きゆう血けつ鬼きなのか？）

「見たところ、アナタもアタクシ様の同族のようね」

　少女の姿を眺ながめ、カミラが口を開いた。

「こんな極東の島国で同族と出会えるなんて驚おどろいたわ。話の前に、アナタの名前を教えて頂ちよう戴だい」

「私の名前？　番号でなくて名前を聞くの？　あなたもユニークな人ね」

　再び笑ってから、少女は自己紹しよう介かいを始めた。

「私の名前は、カミラ・ドランディーゲ・トルコトーン・スイツクスゾールよ」

「ふざけないで！　それはアタクシ様の名前よ！」

　カミラが吠ほえる。

「確かにそれはあなたの名前でもあるわ。だから分かりやすく自己紹介をするわね」

　そう前置きをし、少女は言った。

「私は、カミラ５よ」

「何よそれ、ただ番号をつけただけじゃない！」

「そうよ。私達、カミラ・ナンバーズは番号で区別するしかないでしょ？　みんな等しく同じカミラなんだから」

　カミラは困こん惑わくの表情を浮かべている。

　史し郎ろうだって同じだ。まるで意味が分からない。

「えっ、ちょっと待って。あなた、本当に何も知らないの？」

　不可解そうな顔をする少女だったが、すぐに何かを思い出した様子で『ああ』と呟つぶやいた。

「なるほど、分かったわ。あなたは、《番号なし》なのね。そんなのがいるって話には聞いていたけど、まさか本当だったなんてね」

　馬ば鹿かにしたような目でカミラを見下ろす。

「その様子じゃ、ゲームのことも知らないんでしょ？」

　少女はやれやれと首を振る。

「ちょっと！　さっきから何を言ってるのよ！　番号なし？　ゲームって何なのよ！」

　少女の言葉の端はし々ばしに、自分の存在に関する重大な何かを感じ取ったのだろう。焦あせりの混じった口調でカミラは尋たずねた。

「そーね。まあ、一応は同じカミラなんだし。何も知らず消しよう滅めつさせるのも気の毒ね。いいわ、説明してあげる。ありがたく聞きなさい」

　そう前置きをし、少女は語り始めた。

「中世ヨーロッパで悪逆の限りを尽つくしていた女吸きゆう血けつ鬼き、カミラ・ドランディーゲ・トルコトーン・スイツクスゾール。彼女は、教会の神父に倒たおされ灰となった」

「そんなこと知ってるわ。その灰は瓶びんに詰つめられて、四百年の時を経へてアタクシ様が蘇よみがえったんだから」

　胸に手を当て自じ慢まん気げに言い放つカミラ。そんな彼女を、少女は小馬鹿にしたような目で見つめる。

「その瓶が、実は一本ではなかったって聞いたら驚おどろく？」

「えっ？」

「倒されてもなお強い魔ま力りよくを放っていたカミラの灰は、合計十三本の瓶に納められバラバラに保管をされたのよ」

　カミラが息を飲む。

「じゃあ、アナタも灰から蘇ったカミラだって言うの？」

「ええ、そうよ」

　頷うなずくと、少女は続けた。

「ちなみに、瓶には灰が詰められた順番で番号がつけられた。その番号が、蘇ったカミラ達にもついてるのよ。こんな風にね」

　少女が自じ販はん機きからピョンと飛び降りた。二人に少し歩み寄ると、軽く顎あごを持ち上げて見せる。少女のほっそりとした首には、『５』という数字が記されていた。

「カミラ・ナンバーズ。それが私達の総そう称しようよ。番号を付けて呼び合うのがルールのようなものなの。私の場合は、カミラ５。体のどこかに記された番号こそが、正当なカミラの一部である証あかしなのよ」

「ちょっと待って!?　それじゃアタクシ様の体のどこかにも!?」

　カミラが慌あわてた様子で自分の体をチェックする。露ろ出しゆつの多い恰かつ好こうにもかかわらず、記された番号は見当たらなかった。

「史し郎ろう！　アナタ、前にアタクシ様の裸はだかを見たわよね？　番号はなかった!?　アタクシ様は何番なの!?」

「えっと……」

　史郎は数日前の光景を思い出す。風ふ呂ろ上りのカミラが素すっ裸ぱだかで迫せまってきた時の光景だ。

　肌に記された数字を見たという記憶はなかった。

「ちょっと見当たらなかったような……」

「使えないわね。いいわ、だったらここで改めて確認するまでよ！」

　思い切りよく服を脱ぬごうとするカミラに、カミラ５は笑いながら言った。

「番号なんてないわよ。あなたは、正式にはカウントされなかった十四本目の瓶びんから蘇よみがえったカミラなんだから。最後、念の為ためにとホウキでかき集められたわずかな灰で、ほとんどがゴミとホコリだったらしいわ。大した危険はないだろうと教会も番号を付けずに放置した。そんな不良品。《番号なし》、なのよ」

「そんな……」

　カミラは言葉を失った。

　自分は、本来のカミラの一部でしかない。しかも、最後にかき集められほとんどがゴミとホコリという不良品。

　そんなことを聞かされ、ショックを受けないはずがなかった。

「噓うそよ。そんなの噓だわ」

　うわ言のように繰くり返かえす。

　そんな彼女をせせら笑い、カミラ５は話を続けた。

「カミラはね、倒たおされ灰となる時に一つの予言をしたの。時が来たならば、必ず蘇るという内容のね。その実現を恐おそれて教会は灰を小分けにし保管をしたけれど、意味はなかったわ。四百年の時を経て、瓶は一か所に集結した。それぞれに復活を遂とげ、今に至っているのよ」

（カミラだけじゃなかったんだ。１～13までの番号のついた、言わば正規のカミラ達が、この月つき与よ野の市で蘇ってたんだ）

　想像もしていなかった事実に、史郎は戦せん慄りつした。

「蘇った私達は、瞬しゆん時じに自分達の状じよう況きようを悟さとったわ。私達が、かつてのカミラとは程遠い存在であること。それぞれが十三分の一のカミラでしかないってことをね。そして、誰だれもが元のカミラに戻もどることを強く願っていたわ」

　カミラ５は話を続けた。

「だから、最初で最後の会合を開き、私達は決めたのよ。戦いで決着をつけようってね。倒したカミラを取り込んでいき、最後の一人になるまで戦い抜ぬくの。この街を舞ぶ台たいとした、完全なカミラを目指したバトルロイヤル、カミラゲームよ！」

　カミラ５は蔑さげすむような目でカミラを見つめる。

「番号なしのあなたはゲームの参加者ですらないわ。でも、あなたみたいな不良品にうろつかれても迷めい惑わく、そして目め障ざわりなのよ。だから、今ここで私があなたを葬ほうむってあげる」

　カミラ５はニヤリと微笑ほほえむと、高らかに叫さけんだ。

「呪のろわれた能力、《骸骨戦士の召喚サモンスケルトン》！」




　★13★




　小さな地じ響ひびきが起こった。それと同時に、公園の地面のあちこちがボコッと盛り上がる。

　中から這はい出してきたのは、その手に武器を握にぎり締しめた無数の骸がい骨こつ戦士達だった。

「どういうことよ！」

　カミラは困こん惑わくした声を上げた。

「アナタだって不完全なカミラのはず。なのにどうして、呪われた能力が使えるのよ！」

「フフフ、番号なしは本当に何も知らないのね」

　カミラ５が呆あきれたように首を振る。

「カミラ・ナンバーズはね、呪われた能力を一つだけ持って蘇よみがえっているの。私の場合は、それが《骸骨戦士の召喚》だったってだけ。言っておくけど、あなたも何か一つ持っているかもって希望は捨てることね。呪われた能力の数は十三。番号を持ったカミラの数も十三。番号なしのあなたに振ふり分わけられた能力は存在していないのよ」

　絶望的な表情を浮かべているカミラに、カミラ５は言う。

「でもね、あなたも呪われた能力を手にする方法がないわけじゃないわ。この私、カミラ５を取り込んでしまえばいいのよ。血を吸うことでね。そうすれば、わたしの能力はあなたのものよ」

　だけどすぐに、カミラ５は笑い飛ばした。

「もっとも、そんなことは不可能でしょうけどね。呪われた能力を一つも持たない不良品のあなたが、カミラ・ナンバーズである私を倒たおすことなんでできないのだから」

　カミラ５は、現れた骸骨戦士達に命じた。

「さあ、あなた達。目障りな不良品を始末しちゃいなさい！」

　骸骨戦士達が動き始めた。全身の骨を鳴らしつつ、カミラへと迫って来る。

「アタクシ様は、不良品なんかじゃない。絶対に、不良品なんかじゃない！」

　カミラが両手を持ち上げる。ジャキンと鋭するどい爪つめが伸のびる。

　史し郎ろうが止めるのも聞かず、カミラは骸骨戦士達の中へと飛び込んでいった。

　両手を振ふり回まわし、鋭するどい爪つめで骸がい骨こつ戦士達を攻こう撃げきする。バラバラになり崩くずれ落おちる骸骨戦士達。

　しかし、それも一いつ瞬しゆんのことだった。またすぐに組み上がり、再びカミラに迫せまってくるのだ。

「この私が倒たおされない限り、骸骨戦士は永遠に再生を繰くり返かえす。不良品のあなたがどこまで持ちこたえられるか、これは見物だわ」

　カミラ５は、面おも白しろそうにそう呟つぶやいた。

　骸骨戦士達の猛もう攻こうが続く。いくらカミラが爪を振るったところで、どうにもならない。

　ゆるやかに、だが確実にカミラは追い込まれていった。
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　少し離はなれた場所で、史し郎ろうはその戦いを茫ぼう然ぜんと見つめていた。

　衝しよう撃げきの真実。そして、戦いの始まり。ジェットコースターのような展開の速さに、呆けてしまっていた。

　それでも、一つだけハッキリと分かっていることがあった。

　この戦いは、呪のろわれた能力を持っていないカミラの方が圧あつ倒とう的てきに不利だと言うことだ。

「カミラ！」

　掠かすれる声ながらも、史郎は声を飛ばした。

「カミラ、駄だ目めだ！　かなう相手じゃない！　逃げるんだ！」

　史郎の声も、カミラは届いていない様子だった。必死の形ぎよう相そうで骸骨戦士との戦いを続けている。

『誰だれもが元のカミラに戻もどることを強く願っていたわ』

　史郎は、そんなカミラ５の言葉を思い出した。

　不完全なカミラ達が、完全なカミラになりたいと思う気持ち。それは、どうしようもない本能のようなものだろう。

　その本能は、番号なしの不良品であるカミラだって持っている。それなのに、自分にはその資格はないと容よう赦しやなく告げられてしまった。

　自分が自分であるための存在意義、それを著しく揺ゆさぶれたが故ゆえに、カミラは激しく狼ろう狽ばいし我を失ってしまったのだろうと史郎は予測した。

（もう僕ぼくの声なんて届かないよ）

　非力な人間である自分がこの場でできることなんて何もない。史郎はそう思った。

　災さい厄やくの女王、カミラ・ドランディーゲ・トルコトーン・スイツクスゾール。その正式な後こう継けい者しやたるカミラ・ナンバーズ。

　能力だけでなく、性格もまたかつてのカミラのものを色濃こく受うけ継ついでいることだろう。

　そんなカミラ・ナンバーズの誰かがカミラゲームに勝利し、完全なカミラとなったならば、それこそ本気で世界を恐きよう怖ふで支配しかねない。

　史し郎ろうとしては、自分の蘇よみがえらせたカミラに生き残ってもらいところだった。

　だけど、どう考えたってそれは無理だった。彼女は、呪のろわれた能力を何一つ持っていないと言う。それどころか、基本的な吸きゆう血けつ鬼きの能力さえ危ういのだ。

（カミラを勝たせたい。でも、あんな恐おそろしい能力を使うカミラ５を相手に僕ぼくに何ができるって言うんだよ）

　ここしばらく忘れていた、吸血鬼に対する恐怖が蘇ってくる。

「……もう、どうしようもないんだ」

　すべてを諦あきらめたように、史郎はポツリと呟つぶやいた。
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　骸がい骨こつ戦士の破壊と再生は幾いく度どとなく繰くり返かえされる。

　一体一体は弱くても、数の多さと不死身の体は厄やつ介かい極まりなかった。

　度重なる攻こう撃げきと防ぼう御ぎよに耐たえ切れず、カミラの爪つめはボロボロになってしまっていた。

「だったら、本体を叩たたくまでよ！」

　カミラは腰からコウモリの翼つばさを出現させた。空へと飛び上がる。

　骸骨戦士達を越え、カミラ５の元へと向かおうとしたのだ。

　しかし、そんなカミラに骸骨戦士達は矢を放った。

　数本の矢がカミラの翼を容よう赦しやなく貫いた。エネルギー体の翼が散らされてしまう。

　そんな状態の翼では飛び続けることはできず、カミラは10メートル程上空から落下する。地面に叩きつけられた。

　苦痛に顔をしかめつつ、立ち上がるカミラ。そんな彼女に骸骨戦士達が一いつ斉せいに襲おそいかかる。

「待ちなさい！」

　カミラ５の声が響ひびいた。骸骨戦士達がピタリとその動きを止める。

　カミラ５は、不思議そうにカミラに尋たずねた。

「ねえ、あなた。さっきからずっと不思議に思っていたけど、どうして霧きりにならないの？　長時間は無理でも、攻撃をやり過ごすことぐらいはできるのに」

「……」

　カミラは奥おく歯ばを嚙かみ締しめて何も答えない。その様子に、カミラ５はなるほどと頷うなずいた。

「あなた、霧になれないのね。呪われた能力だけでなく、吸血鬼としての基本的な力も持っていないのね」

　カミラ５が笑えみを浮かべる。相手を馬ば鹿かにし蔑さげすむ、質たちの悪い笑みだった。

「不良品だってことは分かっていたけど、まさかこれ程だったなんてね。さすがは、ゴミとホコリ混じりの番号なしだわ」

　己おのれの無力さに、カミラは絶望的な気持ちとなる。

（アタクシ様は番号なし。ゴミとホコリ混じりの吸きゆう血けつ鬼き。史し郎ろうに掃そう除じ機きで吸われて当然の存在だったんだわ）

　あまりの滑こつ稽けいさに、涙なみだと共に笑いが漏もれる。

（でも、負けてカミラ５に取り込まれることでアタクシ様もいずれは本物のカミラになるということよね）

　理想的とは言いい難がたかったが、今のカミラにとってはそれが救いのように思えた。

　しかし、そんなかすかな期待をカミラ５は打うち砕くだく。

「あっ、先に言っておくわ。倒たおされた後私に血を吸ってもらえるなんて思わないでね。あなたは元々ゲームの参加者としてカウントされていなかった。つまり、完全なカミラとなるのに必要のない存在ってことよ」

　さらに、追い打ちをかけるようにカミラ５は言った。

「第一、ゴミとホコリ混じりの不良品なんて取り込みたくもないしね」

　ひどい侮ぶ辱じよくであり、屈くつ辱じよくだった。しかし、それは事実だった。カミラは黙だまってうつむくことしかできない。

「ウフフフフ」

　勝かち誇ほこったようにカミラ５が笑う。

「さあ、そろそろ終わりにしましょ。最後は派手に、串くし刺ざしで止とどめをさしてあげるわ！」

　カミラ５が指示を飛ばす。槍やりを持った骸がい骨こつ戦士数名が前へと歩み出る。カミラを取り囲んだ。槍の穂先をカミラに向け、後ろへと引く。一気に突つき出だし、串刺しにするつもりのようだ。

　カミラは逃にげようとしなかった。

　自分ができそこないの吸血鬼だということを思い知らされて、気力を失ってしまっていた。

（アタクシ様は、ゲームの参加資格すら与えられなかった不良品。完全なカミラにはなれない存在。こんなみじめな気持ちを味わい続けるぐらいなら、ここで消しよう滅めつしてしまった方が楽だわ）

　そっと瞳ひとみを閉じ。その時の到とう来らいを待つ。

「さあ、やって！」

　カミラ５の声が響ひびくのとほぼ同時だった。カミラは真横から何者かに突き飛ばされる。

「な、何よ！」

　地面に転がったカミラは、自分が立っていた方向を見上げる。

　そして、驚きよう愕がくで目を見開いた。

　一人の人物が、カミラの身代わりとなりその全身に骸骨戦士の槍を受けていた。

　それは、カミラもよく知る人物だった。

「史郎!?」

　掠かすれた声で、カミラはその名前を口にした。
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　全身を槍やりで貫つらぬかれた状態で、史し郎ろうは立っていた。

　とにかく全身が痛かった。すぐにでも意識が飛びそうになってしまう。

「あ……れ？」

　史郎は、血まみれの言葉を口にした。

「僕ぼく……どうして？」

　カミラ５の合図で、骸がい骨こつ戦士達が槍から手を放す。槍はすぐに土くれへと化すが、深い傷はそのままだった。

　血まみれとなり、史郎は仰あお向むけに倒たおれた。

「史郎!!」

　カミラが駆かけ寄よってくる。

　こんな状じよう況きようながら、史郎は自分の行動に驚おどろいていた。まさか自分が、こんな行動を取るとは……いや、取れるとは思っていなかった。

　動けなかったはずの体が、カミラの絶体絶命のピンチを目まの当あたりにした途と端たん弾はじけた。気付いたら物もの陰かげから飛び出し、カミラに向かってタックルをしていた。

　人類の平和と安全のため！

　ではなかった。史郎を動かしたのはもっと別の感情だった。

『カミラを、死なせたくないから』

　まもなく、史郎は気付く。

（僕は、僕が思っていた以上にカミラのことを気に入ってたんだ）

　異国からやって来てホームステイをしている、少々変わっているが楽しい友達。

　カミラと過ごした十日近くの間で、彼女をそんな風に思うようになっていたことに史郎は驚いた。

　二人で夜よ更ふかしし、深夜映画を見たこと。

　二人で夜更かしし、ＴＶゲームに興じたこと。

　二人で夜更かしし、色々な話をしたこと。

　そして、毎晩飲まされた増血ドリンクの味。

　様々な出来事が思い出された。

（何だかんだで、楽しく過ごしてたんだよな）

　史郎は心の中で呟つぶやいた。

「史郎、ああ、史郎。アナタ、どうしてこんなことを……」

　史し郎ろうを抱だきかかえ、カミラが激しく狼ろう狽ばいをする。

「カミラ……」

　史郎は、搾しぼり出だすような声で語りかけた。

「カミラは、不良品なんかじゃない。例え、番号がなくたって……灰の量がわずかで、ゴミとホコリがほとんどだったとしたって……カミラは、誰だれよりも立派で、誇ほこり高い、吸きゆう血けつ鬼きだから……僕ぼくが、保証するから……」

　最後の力を振ふり絞しぼり、史郎は叫さけんだ。

「だから、負けるな!!」

　その言葉を最後に、史郎の体から力が抜ぬける。

「史郎！　ちょっとしっかりしなさいよ！　史郎！」

　カミラがいくら声をかけても、史郎に反応はなかった。まだかすかに息はあるものの、意識は完全に失われている。

「馬ば鹿かな人間ね。そういうのを無む駄だ死じにって言うのよ」

　カミラ５が馬鹿にしたように言う。

「駄だ目めよ！　史郎、死ぬなんてアタクシ様が許さないわ！」

　そこで、カミラはハッとした。その顔を輝かがやかせる。

「そうよ。そうだったわ！　史郎、アナタってば超ちようラッキーよ！　だって今日はアナタにとっての危険日なんだから！　待ってて！　今、アナタを蘇よみがえらせてあげる！」

　カミラはそう言うや否や、史郎の首筋に嚙かみついた。

　史郎の首筋に牙きばを立て続けるカミラ。しかし、史郎の体に変化はなかった。

「どうしてよ？　これで七日七晩連続で嚙みついたことになるのに。どうして吸血鬼にならないのよ！」

「そんなの決まってるじゃない。あなたが不良品の吸血鬼だからでしょ？」

　カミラ５が呆あきれたように言う。

「霧にもなれないような吸血鬼が、人間を吸血鬼化させられるはずがないわ」

「そんな……」

　カミラは絶望に打ちひしがれる。

　それでも諦あきらめなかった。正確に言えば、諦められなかった。

（史郎は、アタクシ様を蘇らせてくれた人で。アタクシ様に、血を提供してくれた人で、アタクシ様の気持ちを楽にしてくれた人で、アタクシ様の存在を認めてくれた人）

　カミラは史郎を抱きしめる。

「アタクシ様は、アナタを死なせたくない！　絶対に絶対に、失いたくないの！」

　心の底からそう願い、叫んだ直後だった。カミラは自らの体の異変に気付いた。

　体の奥おく底そこから何かがこみ上げてくる。同時に、唇くちびるがジンジンと痺しびれる。

「これは……」

　自らの唇くちびるに指を当てた。

（そんなはずはない……でも、もしそうだとしたら。奇き跡せきが、起こってるとしたら……）

　何かを決意した様子で頷うなずくと、カミラは即そく座ざに行動を開始した。

　横たわる史し郎ろうの顔に自らの顔を近づけると、熱い唇を史郎に押し付ける。
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「ああ、下らないわね」

　呆あきれたようにカミラ５が首を横に振った。

「お別れの口づけ？　何、その人間に情でも湧わいていたの？」

　キスを終えたカミラの顔を見て、カミラ５は怪け訝げんそうな顔になる。

「あなた、その唇……」

　カミラは唇から血をしたたらせていた。それは、彼女自身の血だった。史郎にキスをする直前、自らの牙きばで唇を嚙かみ切きっていたのだ。

　あたかもそれは、ルージュのようにカミラの唇を鮮あざやかな赤色に染めていた。

「まさかあなた……あれを試したの？　」

　少しの沈ちん黙もくの後、カミラ５は笑い出す。

「どうかしたとしか思えないわ。さっきも言ったわよね。あなたが呪のろわれた能力を持っていることはないって」

　ひたすら笑い続けるカミラ５。しかし、その笑いが唐とう突とつに止まる。

　カミラ５は、その光景に息を飲んだ。

「そんな、噓うそでしょ？」

　史し郎ろうが負っていた無数の深い刺さし傷きず。それが、シュウシュウという音と煙けむりを出しながらたちまち塞ふさがれていくのだ。

「どうして？　どうして番号なしであるあなたが、それを使えるのよ！　呪われた能力、《鮮血の口づけブラツデイーキス》を！」

　むっくりと起き上がった史郎に、カミラは嬉うれしそうに、そして誇ほこらし気に言った。

「お帰りなさい、史郎。アタクシ様の、屍鬼戦士グールフアイター」
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　史郎の体は大きく変へん貌ぼうを遂とげていた。

　肌はだは真っ青になっていた。うっすらと開いた口には、大きな牙きばがズラリと並んでいる。指先からは猛もう禽きん類るいを思わせる鋭するどい爪つめ。瞳ひとみは、ギラギラと金色の光を放っていた。

　逆立った髪の毛の先では、青白い鬼おに火びが燃えていた。

　もはや人間ではない。一匹の怪かい物ぶつの姿だった。

　自分の体を見て、史郎は驚おどろきの声を上げる。その口から出たのは、ひどくガラガラとした声だった。

『な、何だよこれは!?』

「心配しないで。アタクシ様の呪われた能力、《鮮血の口づけ》の効果よ。アナタは屍鬼戦士となったのよ」

『キスッ!?』

　何よりもそこに反応をしてしまうのが悲しい青少年の性さがだった。

「そこのところはスルーして！　そういう仕様なんだから仕方ないの！」

　カミラが少々顔を赤らめ叫さけぶ。

「話を戻もどすわ。屍鬼グールって言うのは、ゾンビみたいなものよ。でも、ゾンビよりもはるかに上位の存在なの。力も強く、動きも俊しゆん敏びん。知性もそのままよ。さらに、どんな傷を負ってもたちどころに再生をしてしまうのよ」

　それから、カミラは俄が然ぜん張り切った様子で叫んだ。

「屍鬼戦士となったアナタがいれば彼女に勝つことができるわ！　史郎、アタクシ様と一いつ緒しよに戦って！」

　普ふ段だんの史郎なら、いきなり戦えと言われても大いに戸と惑まどっていたことだろう。

　だけど、カミラの呪われた能力、《鮮血の口づけ》は史郎の心にまで影えい響きようを及およぼしていた。恐きよう怖ふ心しんが薄うすれ、溢あふれんばかりの闘とう争そう心しんで漲みなぎっている。

『分かった！』

　史し郎ろうは頷うなずくと、そのギラギラと輝かがやく瞳ひとみを骸がい骨こつ戦士達、そしてカミラ５へと向ける。

　少し離れた場所にて、カミラ５は深呼吸をした。幾いく分ぶん落ち着きを取とり戻もどした様子で口を開く。

「驚おどろいたわ。番号なしであるあなたにも、呪われた能力が継けい承しようされていたなんてね。となると、話は変わってくるわ」

　カミラ５が笑みを浮かべる。

「前言撤てつ回かいよ。番号なし。あなたという存在、取り込ませてもらうわ。《鮮血の口づけブラツデイーキス》を、私が手に入れるためにね！」

　カミラ５は骸骨戦士に命令した。

「あなた達！　屍鬼戦士グールフアイターの動きを封ふうじて！」

　骸骨戦士達が一いつ斉せいに動き出した。狙ねらいをカミラから史郎へと変え、襲おそいかかってくる。

「史郎、来るわよ！」

『お、おう！』

　史郎は骸骨戦士達の中へと飛び込んだ。腕を振ふり回まわし、鋭するどい爪つめでもって攻こう撃げきをする。

　面おも白しろいように骸骨戦士がバラバラに砕くだけていく。彼らの武器が史郎に当たることもあったが、痛みなんてほとんど感じない。

　斬きられようが突つかれようが殴なぐられようが、感じるのは鈍にぶい衝しよう撃げきだけだ。一いつ滴てきの血を流すことなく傷は塞ふさがり治ってしまう。とんでもない再生能力だった。

「史郎！　骸骨戦士をいくら相手にしてもキリがないわ！　主あるじである、カミラ５を倒たおさなきゃ！」

　離れた場所にいるカミラ５をビシリと指差した。

「史郎！　カミラ５を捕つかまえて！」

『うおおおおお！』

　史郎は雄叫おたけびを上げると、カミラ５目がけて走り出す。

「骸骨戦士！　私を守って！」

　カミラ５の命令で骸骨戦士が立ちはだかるも、屍鬼戦士である史郎の敵ではなかった。

　史郎の突とつ進しんを受け、骸骨戦士達は次々と砕け散っていく。もはや骸骨戦士達では史郎の動きを止めることは不可能だった。

　それぐらいに、怪かい物ぶつとしての力量に差があったのだ。

　カミラ５の眼前まで迫せまった史郎は、彼女を捕とらえようと飛びかかる。その手がカミラ５に触ふれる瞬しゆん間かん、彼女の体はボシュっと音を立て霧きりと化した。

　霧は上じよう昇しようし、空中で再び実体化する。

「不死身の屍鬼戦士、確かに恐おそろしい相手だわ。でもね、不死身なのは私の骸骨戦士も同じ。あなたがどこまで持ちこたえられるか、高見の見物をさせてもらうわよ」

　余よ裕ゆうの笑えみを浮かべるカミラ５だったが、その表情が強こわ張ばる。史し郎ろうが猛もう然ぜんと公園にあった街灯のポールを登り始めたのだ。

　その天てつ辺ぺんから、カミラ５に向かってジャンプする。

「ひいっ！」

　カミラ５は悲鳴を上げ、慌あわてて上昇をする。ギリギリのところで史郎の腕を逃のがれたかに思えたが……。

　下降を始めていた史郎の体が、何かに背後から突つき飛とばされたかのようにグンと上昇をした。

　予想外の動きに驚おどろくカミラ５の足を、史郎の腕はしっかりと摑つかんだ。

「何よ！　今のは!?」

　すぐにカミラ５はその理由を知ることになる。地上にて赤い瞳ひとみを輝かがやかせているカミラの存在に気付いたのだ。

「瞳の力!?」

　そう、カミラは地上から、史郎の体を不可視の力で押し上げたのだった。

　史郎に足を摑まれたまま、カミラ５は地面へと落下する。

　霧きりになって逃にげることはできなかった。カミラ程ではないにしろ、カミラ・ナンバーズもまたかつての力に比べれば弱体化してしまっている。一度霧になったら、再び霧になれるまでは少し時間が必要だった。

「番号なしのくせに、瞳の力が使えるなんて聞いてないわよ！」

「使えるのよ。そこにいる史郎を相手にした時限定だけれどね」

　そう言うや否や、カミラはカミラ５に飛びかかった。カミラ５の首筋に、自らの牙きばを突き立てる。

「あっ」

　カミラ５の体から力が抜ぬける。抵てい抗こうもできず、血を吸われるままになる。

　まるで何かにとり憑つかれたかのように、カミラは血を吸い続ける。

　それに伴ともない、カミラ５の体に異変が起こった。輪りん郭かくがぼやけ、体が徐じよ々じよに透すけていくのだった。

「よりにもよって、番号なしに取り込まれるなんて……屈くつ辱じよくだわ……」

　掠かすれた声でカミラ５は呟つぶやいた。

「でも、私を取り込むことで……あなたはもう……逃げられなくなる。正式に、カミラゲームの参加者となったのよ。カミラ・ナンバーズが、あなたを狙ねらう……。不良品のあなたが……最後の一人、完全なカミラになれるなんて……思わないことね」

　そう言い残し、カミラ５の体は完全に消しよう滅めつをした。同時に、骸がい骨こつ戦士達も跡あと形かたもなく姿を消していたのだった。
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　少々不満そうな顔付きでカミラは歩いていた。

「カミラ・ナンバーズの一人をアタクシ様は取り込んだのよ。なのにどうしてちっとも成長しないのよ」

　幾いく度ど目めになるか分からない愚ぐ痴ちをする。

　そう、彼女の不満は少しも変化のない体だった。相変わらず、十三、十四の小こ娘むすめのままだったのだ。

「最後の一人になるまで体の変化はないってこと？　何よ。少し期待してたのに」

　カミラはやれやれとため息をついた。

「まっ、仕方ないわね。楽しみは最後まで取っておくことにするわ。少なくとも、カミラ５を取り込んだことで呪のろわれた能力の一つ、《骸骨戦士の召喚サモンスケルトン》は手に入れたんだからそれで満足しなくっちゃ」

　カミラは大いなる決意を込め言った。

「アタクシ様は、このままカミラゲームを勝ち進む！　必ず、最後の一人！　完全なカミラになって見せるわ！」

　カミラは史し郎ろうを見た。

「そのために、アナタはアタクシ様の武器となって戦ってもらうわよ。史郎」

「…………」

　史郎は返事をしなかった。

　正直、戦うなんて嫌いやだった。だけど、そのせいでカミラがカミラ・ナンバーズに取り込まれてしまうのはもっと嫌だった。

　それに、人類の平和と安全のためにもここは決意をする必要があった。

「ねえ、史郎。聞いてるの？」

「聞いてるよ。分かってる。一いつ緒しよに戦うよ」

　頷うなずいてから、史郎は寂さびしそうに微笑ほほえんだ。

「どのみち、もう僕ぼくには選せん択たく肢しが残されてないよ。屍鬼グールなんて怪かい物ぶつになってしまった僕には、もう普ふ通つうの生活なんて不可能なんだから」

　本来なら死んでいた自分を助けてくれたカミラには感謝をしていた。屍鬼戦士グールフアイターとして蘇よみがえったことにも不満は感じていない。

　ただ、自分がもう人間ではないことには、どうしようもない寂しさ、そして悲しさを感じていた。

（肌はだもあんな色になってるし、爪つめだって尖とがってるし。もう、学校には行けないよな。それどころか、人前に出ることだって）

　人間だった自分を思い出し、しみじみと感かん慨がいに浸ひたる史し郎ろう。

　そんな彼に、カミラは呆あきれ顔がおで言った。

「史郎、ひょっとして気付いてないの？　アナタって本当に天然よね」

「えっ、何が？」

　史郎の反応に、カミラは特大のため息をつく。

「鏡を見てみなさいよ」

「えっ？」

「ほら、そこの曲がり角のところに付いてるでしょ？　とりあえずそれを覗のぞいてみなさい」

　カミラが指差した先。少し歩いた先の曲がり角に、ミラーが設置されていた。

「でも、僕ぼくは鏡に写らないんじゃ？」

「それは吸きゆう血けつ鬼きの特とく徴ちよう。屍鬼グールは関係ないから。とにかく、覗いてみなさいよ」

　カミラが繰くり返かえす。

（きっと、顔も恐おそろしい怪かい物ぶつになってるんだろうな）

　ビクビクしながら、史郎は言われたとおりにする。ミラーの元まで向かい、顔を映してみた。

「えっ!?」

　史郎は驚おどろきで目を大きくする。そこに映っていたのは、いつもと何ら変わらない自分だった。真っ青な肌はだではなく、普ふ通つうの肌色をしている。

　指先も確認した。あの猛もう禽きん類るいを思わせるような鋭するどい爪つめは、跡あと形かたもなく消え失うせている。こちらも、ごくごく普通のいつもの指先だ。

「どういうこと？」

「どういうことも何も、今のアナタは怪物なんかじゃないってことよ」

　背後からカミラの声がした。

　吸血鬼であるカミラは鏡に映らないため史郎は気付かなかったが、すぐ後ろに立っていたのだ。

「呪のろわれた能力、《鮮血の口づけブラツデイーキス》の効果は、永遠じゃないの。せいぜい十分～十五分といったところね。それが過ぎれば、元の人間に戻もどるのよ」

「……………」

　衝しよう撃げきの事実に、史郎は驚き声を出せない。

　たっぷりと間を空けてから、史郎は尋たずねた。

「本当に？」

「そんなことで噓うそついてどうするのよ。アタクシ様が保証するわ。今のアナタは、正しよう真しん正しよう銘めいの人間よ」

　史郎はようやくその事実をハッキリと認識する。

「そっか、そうなのか。良かった、本当に良かったよ」

　大おお袈げ裟さに胸を撫なで下おろす史し郎ろうに、カミラは呆あきれ顔で言った。

「大体ね、しばらく前からアナタ普ふ通つうに喋しやべれてたでしょ？　どうして気付かないのよ」

「あっ」

　言われてみればそのとおりだった。もうガラガラとしゃがれた声ではない。元の自分の声だった。

　うっかりにも程があると、史郎は何だか恥はずかしくなってしまう。

　同時に、あることを思い付いた。

「元に戻もどれるってことは、他の人間を屍鬼戦士グールフアイターにしてもいいってことじゃないか？　別に僕ぼくじゃなくたって、もっと強そうな人を」

「史郎！」

　カミラが声を荒あらげる。

「それって、アタクシ様が他の人間に唇くちびるを許すってことよ！　アナタ、それでもいいの？」

「それは、まあ仕方のないことなのかなって」

「むむむ!!」

　史郎の言葉に、カミラは大いに憤ふん慨がいした。

「アタクシ様にキスされるなんて光栄の極みなのに、そんな軽く考えているなんて。ひどい侮ぶ辱じよくだわ！」

　怒いかりの拳こぶしをプルプルと震ふるわせる。

「分かったわ。こうなったら意地でも、アナタにしか《鮮血の口づけブラツデイーキス》は使わない。アタクシ様の屍鬼戦士として、嫌いやでも最後まで戦ってもらうわ！」

「え[image: ～][image: ～][image: ～]」

　不満を口にする史郎に、カミラは続けて言った。

「アタクシ様だって鬼おにじゃないわ。ちゃんとご褒ほう美びも考えているわよ」

　吸きゆう血けつ鬼きだからある意味、鬼じゃないかというツッコミは入らなかった。

「カミラゲームを勝ち抜ぬいて、見事アタクシ様が完全なカミラとなって、元のグラマラスな大人の体を取り戻したその時は……その時はね？」

　カミラは急にモジモジとし始めた。視線をあちこちに動かした後、明後日あさつての方向を見ながら小声で囁ささやくように言う。

「あ、アナタと……一度だけ寝ねてあげてもいいわ」

　それが単なる添そい寝ねでないことは言うまでもない。

　男と女の営みのことだ。

　よほど恥ずかしかったのだろう。カミラは顔を真まっ赤かにしてそっぽを向いた。

　当然、カミラとしては史郎の喜びのリアクションを期待していたところだった。なのに、返事すらない。

　そのことに、カミラは激げき怒どする。

「ちょっと！　アタクシ様がここまで言ってるのよ！　無言ってどーゆーことよ！」

　前を見たカミラは、史し郎ろうが地面に転がっているのに気付いた。

「史郎。どうしたのよ？」

「手が……足が……体が……とんでもなく痛い……」

　息も絶え絶えといった様子で、史郎はそう答える。

「あっ、そうだったわ」

　カミラはポンと手を叩たたいた。

「屍鬼戦士グールフアイターから人間に戻もどった時って、その反動で極度の全身筋肉痛に陥おちいるんだっけ？」

「そんな……聞いてないよ」

　本当に痛かった。これまでの人生で感じた筋肉痛を全部足してそれを10倍にしたって追いつかないレベルの痛さだ。

　正直、骸がい骨こつ戦士に槍やりで全身を貫つらぬかれた痛みの方がマシかと思える程だった。

「人が思いきって大だい胆たん発言をしたのに。その様子じゃ聞いてないわね」

　残念そうに、だけどどこかホッとした様子でカミラは首を振った。

「さ、帰るわよ。一晩ゆっくり休めば筋肉痛はマシになるわ」

　カミラは史郎の体を摑つかみ立ち上がらせた。そのまま肩を貸す。

　苦しむ史郎を半ば引きずるようにして、カミラはマンションへの道を歩き始める。

　夜もすっかりとふけ、空には月が輝かがやいていた。重なり合った二人の影かげを地面へと映す。

「史郎、前にアナタのこと、アタクシ様の下げ僕ぼくとか従者のようなものだって言ったわよね。あれは取り消すわ。アナタはアタクシ様の友達で、戦いのパートナーで、それから……」

　カミラは、少しだけはにかんだ表情を浮かべると吐と息いきのような声で囁ささやいた。

「ちょっと気になる、異性かしら？　何てね、ウフフ」

　もっとも、筋肉痛で苦しむ史郎にそんな囁きが届くはずもなく。

「手痛い、足痛い、体全部が痛い……カミラ、助けて……」

　史郎の情けない声が、夜の通りに響ひびいたのだった。







　ゴミとホコリ混じりの、不良品の吸きゆう血けつ鬼き、番号なしのカミラ。

　そんな彼女を蘇よみがえらせてしまった、掃そう除じ好きの少年。

　完全なカミラを目指す二人の戦いは、この夜から始まったのだった。
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　月が明るく輝かがやく夜だった。

　時刻は午後の十時を回っている。

「ふー、お腹なか一杯。なかなかおいしい血が吸えたわね」

　満足気な顔で、カミラはそう呟つぶやいた。

　服装はお決まりのボンテージ服。髪かみの毛けもお馴な染じみの髪型にまとめられている。

　腰の後ろから生やしたコウモリの翼つばさをパタパタと羽ばたかせ、地面から１メートル程のところをのんびりと飛んでいた。

　ＴシャツにＧパンといったラフな格好で隣となりを歩いていた史し郎ろうが、そんなカミラに苦言を飛ばす。

「なあ、カミラ。そんな低いところを飛ぶぐらいなら、普ふ通つうに歩いてくれないかな？」

「え[image: ～][image: ～][image: ～]」

　カミラは不満そうな顔をする。

「お腹が膨ふくれた時は歩くよりも飛ぶ方が楽なのよ。別にアナタに迷めい惑わくをかけてるわけじゃないでしょ？」

「迷惑をかけてるんだよ。こんなとこ誰だれかに見られたらどうしようって、さっきからヒヤヒヤしてるんだから。ただでさえ、カミラの恰かつ好こうは目立つって言うのに」

　ブツブツと史郎は文句を言う。

「大体、どうして僕ぼくがカミラの食事に付き合わなきゃならないんだ？　今日は宿題がたくさんで大変だってのに」

「史郎、アナタちっとも分かってないわね。カミラゲームはもう始まってるの。いつ、カミラ・ナンバーズと出会うか分かったもんじゃないのよ！」

　カミラは怖こわい顔でピシャリと言い放った。

　カミラゲーム、灰から蘇よみがえったカミラ達による完かん璧ぺきなカミラになるためのバトルロイヤル。

　カミラ５との激げき闘とうから、早くも一週間が経過している。幸いなことに、まだ次のカミラ・ナンバーズには遭そう遇ぐうしてはいなかった。

　しかし油断はできない。体に何の番号も記されていない《番号なし》ではあるものの、前回の戦いでカミラはカミラ５を取り込んでいる。つまり、完璧なカミラとなるのに必要な存在となってしまったのだ。

　そんなカミラを、カミラ・ナンバーズは決して見み逃のがしてはくれないだろう。

　遅おそかれ早かれ、対決の時は訪れるだろうと史郎は思っていた。

「アタクシ様の呪のろわれた能力、《鮮血の口づけブラツデイーキス》は、史郎がいないと成立しないでしょ？　いつ敵と出くわしてもいいように、アナタには常に傍そばにいてもらう必要があるのよ」

　カミラの言葉に納得しながらも、史し郎ろうは尋たずねた。

「でも、カミラ。この間、カミラ５を取り込んで、あの骸がい骨こつの能力も手に入れたんだよね。僕ぼくがいなくたって、あっちの能力を使えばいいんじゃないの？」

「《骸骨戦士の召喚サモンスケルトン》ね。確かに、あれも使えるようになっているはずよ。まだ試してはいないけど」

　でもねと、カミラは話を続ける。

「相手だって、他のカミラを取り込んで呪のろわれた能力を増やしている可能性があるの。こっちもそれに備えておく必要はあるわ。とにかく！」

　締しめくくるようにカミラは言った。

「アナタはアタクシ様のパートナーなの。外出する時、傍にいるのは当然のことよ！」

（そうだよな。人類の未来のためにはカミラに勝ってもらわなきゃだし。諦あきらめるしかないか）

　史郎はやれやれとため息をつく。

　幸いなことに、カミラの吸血の回数は最初に比べるとグンと減っていた。いくら人間の血を吸ったところで元の姿と力を取り戻すことはできないと理解をしたからだ。

　今では、人間の血を吸う食事をするのは三日に一度だけ。その三日に一度の食事も、史郎の血で済ますことだってあった。

　その他は、トマトジュースでお腹なかを満たしている。

　今のペースであれば、カミラの『外食』に付き合えないこともない。

「分かったよ。大人しく付き合うよ」

　やれやれとため息をついてから、史郎はカミラに頼たのむ。

「だから、せめて地面を歩いてって。こんなとこ誰だれかに見られたら大変なんだからさ」

「もうっ、仕方ないわね」

　大人しく着地するかと思いきや、カミラは何かを思い付いた様子でニヤッと笑う。

「そうだわ、その手があったわね」

　カミラはふわりと史郎の背後へと回ると、羽は交がい絞じめにするようにしがみ付いた。

　薄うすっぺらいとは言え、胸を押し付けられている状態だ。史郎はついドギマギしてしまう。

「!?　カミラ、何を!?」

「いいから、アタクシ様に任せて頂ちよう戴だい」

　カミラが翼つばさを高速でパタパタさせる。史郎を羽交い絞めにしたまま浮上を始めた。

「うわあ！」

　悲鳴を上げる史郎と共に、カミラは一気に高度を上げる。

「もっと早くに気付くべきだったわ。こうすれば、人目も気にすることなく飛ぶことができるわね」

[image: ]

　満足気なカミラではあるが、史し郎ろうはそうでもなかった。

　青ざめた顔で、必死に目を閉じている。

「ちょっと史郎、どうして目をつむってるのよ。せっかくアタクシ様が夜空に連れてきてあげたのよ。夜景でも楽しみなさいよ」

「無理だって！　僕ぼくは高所恐きよう怖ふ症しようなんだから！　それに、今の僕は生身なんだよ。落っこちたら死んじゃうよ！」

　史郎が情けない声を上げる。

「大だい丈じよう夫ぶよ。アタクシ様はそんなヘマしないから。それに、仮に落ちたとしても、完全に絶命する前なら《鮮血の口づけブラツデイーキス》で治してあげるわよ」

「やだよ！」

　史郎が強く否定をした。

　もちろんこれは、落ちるのが嫌いやだという意思表示だ。例たとえ屍鬼戦士化グールフアイターすることで傷も癒いえ元通りになれるとは言っても、墜つい落らくの痛みは味あわなければならない。それに、屍鬼戦士から人間に戻もどった後に待つ地じ獄ごくの筋肉痛も御ご免めんだった。

　だけど、カミラは大きく勘かん違ちがいをする。

「アタクシ様のキスがそんなに嫌なのね」

　史郎の後ろで、不満そうな声を出す。

「いや、そういう意味じゃなくって。僕ぼくが嫌いやなのは──」

　史し郎ろうの説明を聞かず、カミラは叫さけんだ。

「これはおしおきが必要だわ！」

　次の瞬しゆん間かん、カミラは飛ぶ速度をグンと速めた。さらに、空中で宙返りをしたりわざと自由落下をしたりとアクロバットな飛行をする。

「うわああああああああああ!!」

　たまらず史郎は悲鳴を上げる。

　しばらくそんなおしおきを続けた後だった。カミラが不意に空中で動きを止める。

「もう……勘かん弁べんしてよ」

　高所恐きよう怖ふ症しよう＋気持ち悪さでグッタリとしている史郎に、カミラは尋たずねた。

「ねえ、史郎。あれって史郎の通ってる高校よね？」

　眼下には、確かに史郎の高校の校舎があった。

「そうだよ。僕の通ってる月つき与よ野の南みなみ高校だけど……それがどうかした？　それよりもう勘弁してよ」

　カミラは少し考えてから、うんと頷うなずく。

「腹ごなしに丁度いいかもしれないわね」

　カミラは、史郎と共に高度を下げる。降り立ったのは、校舎の屋上だった。

　足の裏に感じる固いコンクリートの感かん触しよくに、史郎は心の底から安あん堵どした。深呼吸をしていると、気分も大分楽になってくる。

「ふう、もう空はこりごりだよ」

　そう思う史郎だったが、まだ完全に解放されたわけではないことに気付く。

　だってここは校舎の屋上。本物の地面にたどり着くには、またカミラと一いつ緒しよに空を飛ぶ必要があるのだ。

（カミラ、どうしてよりにもよってこんな場所に降りるんだよ）

　史郎は諦あきらめたようにため息をついた。

「じゃあカミラ。僕目を閉じてるから。早いとこ終わらせちゃって」

「終わらせる？　何をよ」

「だから、地面に降りるのだよ。まさか飛び降りるわけにもいかないだろ？」

　羽は交がい絞じめにしやすいよう、カミラに背中を向ける。そんな史郎に、カミラはため息一つつき言った。

「あのね、史郎。アタクシ様、別に意味なくこんなところに着地したわけじゃないのよ」

「えっ？」

　史郎が振ふり向むくと、カミラは瞳ひとみをキラキラと輝かがやかせていた。

「せっかくだから、史郎の高校の中を散策してみようって思ったのよ。夜の校舎ってちょっとドキドキしない？」

　楽しそうにそんなことを言う。

（見かけだけじゃなく、精神的にも子供っぽくなってるんだろうな）

　史し郎ろうはそう思ったが、口にするのは止めておく。怒おこったカミラに、また地じ獄ごくのアクロバット飛行を行われたら今度こそもどしてしまいそうだったからだ。

「でもカミラ、校舎の中には入れないよ」

　史郎は、屋上にある校舎へと繫つながる扉とびらに目を向ける。

「あそこの扉、鍵かぎかかってるはずだし。どうしようもないよ」

「ふっふっふっ」

　カミラが笑った。その質問を待ってましたといった感じの笑いだった。

「それが、どうしようもなくないのよね」

　カミラはスタスタと、扉の前へと向かう。史郎もその後に続いた。

　屋上と校舎内を隔へだてるのは、分厚い金属の扉だった。内側と外側、両方に鍵かぎ穴あなのついているタイプ。

　見るからに頑がん丈じようそうで、夜の吸きゆう血けつ鬼きのパワーをもってしても簡単に破れるとは思えなかった。

　カミラが無造作に扉のノブを摑つかんだ。ガチャガチャと回し引っ張る。当然、鍵がかかっていて扉はビクともしない。

「ほら、やっぱり無理だよ。大人しく家に帰ろうよ」

「諦あきらめるのはまだ早いわ。まあ見てなさい」

　カミラはそっと右手を持ち上げる。一番細い小指の爪つめだけを伸のばし、その先を鍵穴へと突つっ込こんだ。

「そりゃそりゃ♪」

　声を弾はずませながら、小指を上下に動かす。それから、手首をクルリと回転させた。

　ガチャリ。

　鍵の外れる音が夜の屋上に響ひびく。

　爪を引っ込ませたカミラが扉のノブを摑み、外側に開いて見せる。

「どう？　すごいでしょ!?」

　カミラは自じ慢まん気げにフフンと鼻を鳴らした。

「一昨日おとといの夜中、テレビでやってたシザーハンズって映画を観たのよ。そこで、主人公がこんな感じに鍵を開けるシーンがあったの。まあ、映画の中だと爪じゃなくって手にくっついたハサミなんだけどね。で、アタクシ様にもできそうだなって思って家でちょっと練習してみたの。まさかこんなにも早く役立つ日が来るなんて思ってもなかったわ」

　家でそんな下らないことをしていたのかと、史郎は呆あきれてしまう。

　思ったようなリアクションがなかったことに不満を感じたのか、カミラが唇くちびるを尖とがらせる。

「史し郎ろう、何なのよその顔は。すごいと思わないの？」

「いや、すごいよ。うん、誰だれにもできることじゃないしね。大したもんだよ」

　史郎が適当に褒ほめると、カミラは嬉うれしそうに笑った。

「でしょ？　でしょ？　とにかくこれで扉とびらは開いたわ。早速、校舎内の散策を始めましょ」

　夜の校舎の中へと入っていく。

　正直気乗りはしなかったが、このまま屋上に取り残されていても仕方がない。

（付き合うしかなさそうだぞ）

　史郎は諦あきらめたようにため息をつくと、カミラに続き校舎内へと足を踏ふみ入いれたのだった。
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　窓から月の光がさし込んでいた。薄うす暗ぐらいながらも、どうにか歩くことはできた。

　外そと履ばきで校舎内を歩くのに少々後ろめたい気持ちを史郎は感じていたが、やがてそれも気にならなくなる。

「夜の校舎って不気味よね。お化けとか出たりして」

　カミラが冗じよう談だんっぽく言う。

　あまりそういった類たぐいのものは信じてこなかった史郎だけど、吸きゆう血けつ鬼きの存在は証明されてしまっている。

（ひょっとしてお化けなんかもいるのかもしれないぞ）

　そんなことを考え始めていた。

（理科室とか行きたくないな。あそこ、骸がい骨こつ標本とか人体模型とかあるし。気持ちの悪いホルマリン漬づけもあるし。ひょっとして、吸血鬼のカミラの存在が影えい響きようして、それらが動き出したりして……）

　勝手に想像が膨ふくらみ、史郎は怖こわくなってきてしまった。

「なあ、カミラ。やっぱり帰らないか？　僕ぼく、宿題あるし」

「駄だ目めよ。まだ一番行きたい場所に行っていなんだから」

　史郎の提案をあっさりと却きやつ下かし、カミラはスタスタと歩みを進める。

　カミラの行きたい場所が、理科室でないことを祈いのりつつ、史郎はその後をついて行った。

　月つき与よ野の南みなみ高校の校舎は四階建てだ。一階には職員室や保健室、校長室や倉庫があり、二階から四階までが教室だ。

　カミラが向かったのは、二学年の教室が並ぶ校舎の三階だった。

「ここね」

　カミラが足を止めたのは、史郎にとっても非常に馴な染じみの深い場所。

　２年Ｃ組。史郎のクラスだった。

「僕ぼくのクラス？」

「さ、入りましょ」

　ガラガラと引き戸を開けると、カミラは教室内に入っていく。史し郎ろうもその後に続く。

　本当に見慣れた教室だった。史郎にしてみれば面おも白しろくも何ともない。

　それでもカミラは満足な様子で目をキラキラとさせている。

「史郎、ここがアナタの机よね」

　後ろの方にある一つの席に手を触ふれる。

「そうだけど」

「前の席が本ほん田だ君、隣となりの席が倉くら科しなさん。それから、後ろの席が木きの下した君だっけ。仲良くしてる麦むぎ沢さわ君は、席が離はなれてるけどよく史郎のところに来るのよね」

　淀よどみなく学校での史郎の状じよう況きようを喋しやべる。

「詳くわしいね」

「当然よ。前も言ったでしょ？　アナタの血で蘇よみがえる時、アナタの記き憶おくも受うけ継ついだって。もっとも、あくまで知識としてであって、実体験として思い出せるわけではないけどね」

　カミラは史郎の席に座った。愛いとおしそうに机を撫なでる。

「それでも、学校での楽しい様子は伝わってきたわ」

「楽しい？　学校なんて面めん倒どうくさいし大変なことばかりだと思うけど」

「それは贅ぜい沢たくよ。だってここには馬ば鹿かな話をして盛り上がることのできる友達がいるじゃない」

　カミラは、少しだけ寂さびしそうな表情で呟つぶやいた。

「過去の記憶を探っても、アタクシ様には友達なんていたためしがないわ。だから、史郎のこと羨うらやましいと思うのよ」

「カミラ……」

　少しだけしんみりとしてしまう。

　非情な心の持ち主だったかつてのカミラは、友達なんて必要としなかったのだろう。だけど、今のカミラは違う。生まれ変わったニューカミラだ。かつての孤こ独どくな自分を思い、寂しくなってしまう気持ちも当然だった。

　そんなカミラを、史郎は気の毒に思った。

「そうだ、カミラ。僕、父さんに相談してみようか？　上手うまくいけばイギリスからの留学生ってことで学校に通えるようになるかもしれないよ。今のカミラの姿だったら、同い年ってことでとおるだろうし」

　素晴らしいアイデアかと思ったが、

「それは無理よ」

　カミラが首を横に振る。

「だとしたら、史郎のお父さんにアタクシ様のことを全部説明しなきゃならないわ。息子が吸きゆう血けつ鬼きと同居なんて許せると思う？」

　確かにカミラの言うとおりだ。それ以前に、まず信じてはもらえないだろう。

「それに、今のアタクシ様はとてもじゃないけど昼間外になんて出られないわ。曇くもり空ならまだしも、ギンギラの太陽の光なんて浴びたら最期、灰になって終わりよ。そんな体じゃ、学校生活なんて不可能でしょ？」

「そっか。そうだよな。ごめん、思い付きだけで勝手なこと言ったりして」

　史し郎ろうは申し訳なさそうにうつむいた。

「ううん、いいのよ。アナタがそう言ってくれたのはすごく嬉うれしかったわ。その……」

　カミラは、少し気き恥はずかし気に言った。

「ありがとう、史郎」

　照てれ臭くさいのを誤ご魔ま化かすためか、カミラは早口に言葉を続けた。

「そうね。このままカミラゲームを勝ち進んでカミラ・ナンバーズを取り込んでいったら、ひょっとしたらある程度太陽への耐たい性せいができるかもしれないわ。さらに、催さい眠みん術じゆつも蘇よみがえれば、学校関係者に暗示をかけアタクシ様を留学生ってことにしてしまうのも不可能な話じゃないわね。そうなった時は、史郎と一いつ緒しよに学校生活を体験してみるのも悪くないわ」

「うん、そうなるといいね」

　頷うなずく史郎だったが、少し不安なこともあった。

　金きん髪ぱつの美少女留学生。それが学校で話題にならないはずがない。もちろん吸血鬼だってことはひた隠かくしにするにしても、史郎の家に住んでいることは知られてしまう可能性がある。カミラだって特に隠そうとはしないだろう。

　そうなった場合、男子達の相当なやっかみが想像できた。

（僕ぼくの学校生活は、少し居心地の悪いものになるかもしれないな）

　それでもまあ、もし本当にカミラが学校に通えるようになったらそれはとてもいいことだと思った。

　過去の自分にとらわれず、カミラには好きなように生きて欲しい。それは今も変わらない史し郎ろうの本心だった。

「さてと、いつまでも夢を見てても仕方ないわね」

　カミラが席を立つ。

「うん、帰ろうか」

　そう言う史郎だったが、カミラは呆あきれたように言う。

「何言ってるのよ。まだまだ散策は始まったばかりよ。それに、アタクシ様、どうしても行きたい場所があるのよ」

「どこ？」

「理科準備室よ！」

　カミラは力強く宣言をした。

「骸がい骨こつ標本と人体模型。それから、ホルマリン漬づけの生物の数々。これらを見ずにして学校散策は終わらせられないわ！」

「い、嫌いやだ！　僕ぼくは拒きよ否ひする！　断固として拒否するぞ！」

　史し郎ろうは全力で訴うつたえた。

「情けないこと言わないの。男子でしょ？　それに、アナタついこの間、骸骨戦士達と戦ってたでしょうが」

「それとこれとは別だよ。とにかく僕は嫌だから。カミラ、勘かん弁べんしてよ」

　泣き落としを試みるも、逆効果だった。史郎の怯おびえっぷりが面おも白しろいのか、カミラはその顔に笑えみを浮かべる。

「駄だ目めよ。行くったら行くの」

　史郎の腕をカミラは摑つかんだ。不完全な存在とは言え、夜の吸きゆう血けつ鬼きだ。力は史郎なんかよりもずっと強い。

　そのまま、カミラが史郎を引っ張り歩き出そうとした時だった。

　いきなり頭上から眩まぶしい光が降り注ぐ。教室の明かりが点つけられたのだ。

「きみ達、そこで何をしているの!?」

　夜の教室に、凜りんとした声が響ひびいた。




　★３★




　教室の出入り口、入ってすぐの場所に、月つき与よ野の南高校の制服を着た少女が立っていた。

　少々クセのある髪かみの毛けの美少女だ。知的な眼鏡めがねがよく似合っている。

　さらに、ボリュームのある胸の持ち主だった。半はん袖そでのシャツの布地が、内側から押し上げられている。

「あっ」

　史郎は思わず小さな声を上げる。

（皇すめらぎ先せん輩ぱいだ！）

　皇瑞樹みずき。それがこの少女の名前だ。学年は史郎の一つ上の三年生。

　部活もやっておらず上級生と繫つながりのない史郎でも知っているのは、彼女が月与野南高校の生徒会長だったからだ。

　もちろん、その大人びたプロポーションが男子生徒の間で人気だという理由も大いにある。

「史郎、誰だれよ？　この女」

　カミラが史郎に尋たずねる。

「誰って、皇先輩だよ。ほら、生徒会長の」

「生徒会長……ああ、彼女ね」

　カミラがようやく納得をしたかのように頷うなずいた。次いで、不可解そうに小首を捻ひねる。

「おかしいわね。アタクシ様、どうして最初誰だれなのか分からなかったの？　史し郎ろうからちゃんと記き憶おくを受うけ継ついでいるはずなのに？」

　カミラの些さ細さいな疑問なんて、史郎にとってはどうだって良かった。

　生徒の中では一番厄やつ介かいな人物に見つかってしまったのだ。

　瑞樹みずきはツカツカと史郎とカミラの前へとやって来た。

　眼鏡めがねのレンズ越ごしに史郎の姿を観察してから、口を開いた。

「きみは……見覚えがあるわ。うちの学校の生徒よね？」

「あっ、はい！　２年Ｃ組の高こう坂さか史郎です」

　史郎は背筋をシャンと伸のばし早口に言う。

「高坂くんね。こんな夜に学校に忍しのび込こむなんて、きみは何を考えているの？　校則違反どころの話じゃないわ」

　瑞樹は厳しい口調で史郎を叱しかる。

「あ、アナタだって同じじゃない！　人のことは言えないわ！」

　隣となりのカミラが声を張り上げる。

「同じ？　私が？」

　瑞樹は呆あきれたように軽く失笑をする。

「私は、次の生徒集会のための資料を作っていたの。残って作業をしてもいいっていう許可を先生からもらっているわ。職員用玄げん関かんの鍵かぎも預かっているし。一いつ緒しよになんてしないで」

　生徒会長である瑞樹にピシャリと言われてしまうと、カミラは何の反論もできなくなってしまう。

「ムグググ」

　悔くやしそうに奥おく歯ばを嚙かみ締しめた。

「高坂くん、彼女は一体誰なの？　うちの学校の生徒でないことだけは確かだけど」

　瑞樹が、さらに厳しい目を史郎へと向ける。

「まさか、ガーフレンドを自分の教室に連れ込んで、何かいかがわしい行為をしようってつもりなんじゃ？」

「ち、違います！　そんなんじゃありません！」

　顔を真っ赤にしつつ、史郎は必死になって否定した。

「えっと、彼女は……」

　一いつ瞬しゆん言葉に詰つまったが、ええいどうにでもなれと叫さけんだ。

「家に、ホームステイをしてる子なんです！」

「ホームステイ？」

　瑞樹みずきがいぶかし気に眉まゆをひそめる。

「はい、そうなんです」

　もうこうなってしまったら後には引けなかった。史し郎ろうは必死になってこの誤ご魔ま化かし特急列車を走らせる。

「僕ぼくの父親は、大学で先生をしていて、古い石造建築が専門で、外国の大学に出張したりもするんです。その関係で、彼女がうちにホームステイをすることになったんです。高校の校舎を見せたくて夜に来てみたら、たまたま一階の窓が開いてて。それで、教室まで見せたくなっちゃって中に入ったんです。本当にすみませんでした！」

　史郎は深々と頭を下げた。

「違うわ！　学校の中を見たいって言ったのはアタクシ様よ！　史郎に無理を言って校舎の中に連れてきてもらったの！　史郎は悪くないわ！」

　隣となりにいたカミラが声を張り上げる。

「だから、史郎のことは見み逃のがしなさい！　退学とかにしたら承知しないから！　夜中にアナタの家に押しかけて、嚙かんでやるんだから！」

　牙きばを見せ、瑞樹を脅おどす。

「退学にする権限なんて、私にはないわ。明日、先生に報告するのが普ふ通つうでしょうけど……」

　ふうと瑞樹がため息をつく。

「学校に申告していた時間よりもずっと遅おそくなってしまったし、私にも少し後ろめたい部分があるのよ。だから、今回だけは見なかったことにするわ」

「本当ですか!?」

　史郎が喜びの声を上げる。

「ただし、これから私と一いつ緒しよにすみやかに校舎を出ること。いいわね」

「はい！」

　史郎はコクコクと頷うなずく。

「本当はもっと夜の校舎を散策したいけど、諦あきらめるしかないわね。ここでゴネて、史郎に迷めい惑わくをかけても仕方ないし」

　カミラも諦めたように呟つぶやいた。

　そんなカミラを、瑞樹が不思議そうに見つめる。

「それにしてもきみ、不思議な恰かつ好こうをしているのね。それ、何かのコスプレなの？」

「コスプレなんかじゃないわ。これが、アタクシ様の正装なの。夜の闇やみを統すべる吸きゆう血けつ鬼きとして相応ふさわしい──」

　堂々と語り出すカミラの口を、史郎は慌あわてて塞ふさいだ。

「な、何でもないんです。彼女、ちょっとヘビメタとか好きで。それでこういう衣装を好んで着てるんです」

「ふうん、そうなの。でも少し奇き抜ばつすぎると思うわ。それに、露ろ出しゆつも多すぎない？　高校生男子のいる家にホームステイをするなら、もう少し落ち着いた服の方がいいと思うけど？」

　瑞樹みずきはカミラの胸元を見て、

「まあ、心配しすぎね。まだ大だい丈じよう夫ぶでしょ」

　と呟つぶやいた。

　この言葉に、カミラが大だい爆ばく発はつをする。

「まだってどういうこと!?　アタクシ様がまだまだお子様の体をしてるから、史し郎ろうをドキドキさせられないってこと!?　言っとくけど、これはアタクシ様の本当の姿じゃないの！　元の姿に戻もどったアタクシ様は、アナタなんか太刀たち打うちできないぐらいのゴージャスでダイナマイトなボディーに──」

　今回もまた、史郎はカミラの口を塞ふさいだ。

　モガモガしながら、カミラは史郎を見る。

『ちょっと史郎！　手を離はなしなさいよ！　アタクシ様、女として侮ぶ辱じよくされたのよ！』

　とまあ、そんなことを言いたげな瞳ひとみだった。血の絆きずながあるせいか、史郎は何となく把は握あくする。

　だから史郎も瞳で訴うつたえた。

『落ち着いてよ！　せっかく見み逃のがしてもらえそうなのに、怒おこらせて先生に報告されたら厄やつ介かいだよ！』

　こちらも、何となく通じた。カミラは仕方ないわといった様子で大人しくなる。

　そんな史郎とカミラを、瑞樹は冷ややかな目で見つめていた。

「きみ達、何をしているの？」

「いえ、何でもありません。気にしないでください」

　カミラの口から手を離し、史郎はぎこちなく笑って誤ご魔ま化かす。

　不満そうに頰ほおを膨ふくらめながらも、カミラはそれ以上瑞樹に食ってかかることはなかった。

「じゃあ、帰りましょ」

　瑞樹がクルリと背を向け歩き出す。史郎、そしてカミラもその後に続く。

　と、その時だった。史郎の耳が、その奇き妙みような音をキャッチする。

　パシャパシャパシャパシャパシャ。

　小型カメラのシャッターが連続で切られたような音だった。次いで、キイキイという甲かん高だかい鳴き声も聞こえる。

　音は後ろから聞こえてきた。

　何だろうと思い振ふり向むいた史郎は、窓の外にいるそいつの存在に気付く。

　直径、30センチ程はある真っ黒なコウモリだった。教室の中へ入ろうとしているかのように、窓に頭を押し付け羽ばたいている。

（コウモリなんて、珍めずらしいな）

　そんな感想を史し郎ろうは抱いだく。しかし、すぐに珍しがってもいられなくなった。

　コウモリは徐じよ々じよにその数を増していく。十匹、百匹、いや、それ以上だった。

　大群となったコウモリ達は、窓をびっしりと覆おおってしまった。怪あやしく輝かがやく真まっ赤かな瞳ひとみを史郎達へと向けている。

「な、何だよ。どうしてこんなにコウモリが？」

　戸と惑まどう史郎の隣となりで、カミラが緊きん迫ぱくした声を出す。

「呪のろわれた能力、《蝙蝠達の謝肉祭バツトカーニバル》だわ。カミラ・ナンバーズの誰だれかが、戦いをしかけてきたようね」




　★４★




　カミラ・ナンバーズからの攻こう撃げき。

　この時が来ることは覚かく悟ごはしていた史郎だったが、いざ現実となると大いに緊きん張ちようをする。

　同時に、相手に文句を言いたい気分にもなった。

（どうしてこのタイミングでなんだよ。せめて、皇すめらぎ先せん輩ぱいと別れた後にしてよ！）

「ちょっと、どうなっているの？　コウモリの大量発生なんて、私は聞いていないわよ」

　瑞樹みずきが上ずった声を上げる。おびただしい数のコウモリを前に、恐きよう怖ふを感じている様子だ。

「は、早く帰りましょ」

　半ば逃にげるように教室を出ようとする瑞樹に、カミラが声を飛ばす。

「むやみに動かないで！　敵は近くにいるはずだわ。ひょっとしたら校舎の中に」

「敵？　一体何を言って──」

　その時だった。黒板の上あたりに設置されたスピーカーから声が響ひびく。




『ごきげんよう。わたくしは、カミラ10ですわ。この学校の窓、そして出入り口はすべてわたくしの可愛かわいいコウモリ達で塞ふさぎました。もう逃げ道はありませんわよ。それでは、カミラゲームの戦いを始めましょうか』




　放送が終わった。

「ふざけたことを言うわね。こっちは逃げる気なんてないわよ！」

　カミラが俄が然ぜん張り切った様子で言う。

「史郎！　放送室へ向かうわよ！」

　カミラが教室を飛び出していく。

「あ、カミラ！」

　史郎もその後に続いた。教室を後にし、廊ろう下かを走るカミラを追いかけようとする。

　と、Ｔシャツがグイっと後ろから引っ張られた。肩かた越ごしに振ふり向むき見ると、瑞樹みずきが怯おびえたような表情で摑つかんでいる。

「ま、待って！　私を置いていかないでよ！」

　訳が分からない状じよう況きようで、一人取り残されるのが不安だったのだろう。

　その気持ちは史し郎ろうにも理解できた。窓の外にはコウモリの大群、そしてあの意味不明の放送だ。事情を知らない瑞樹が不安にならないはずがない。

「えっと……」

　どうしていいか分からず戸と惑まどう史郎に、先を進んでいたカミラが立ち止り、声を飛ばす。

「史郎、何してるのよ！　早くして！」

「カミラ、皇すめらぎ先せん輩ぱいをこのままにはしておけないよ！　どこか安全な場所に──」

　史郎がそう言いかけた瞬しゆん間かんだった。

　ガシャンと音がし、史郎とカミラの中間あたりにあった窓ガラスが外側から割られた。大量のコウモリが廊ろう下かへとなだれ込んでくる。

　コウモリが壁かべとなり、カミラと史郎はお互いの姿が見えなくなる。

「くっ！」

　コウモリの中へと飛び込むカミラだったが、その圧力に弾はじき出だされてしまった。

　廊下に尻しり餅もちをついたまま、カミラは叫さけんだ。

「史郎！　そっちの階段を使って！　一階で合流よ！　コウモリ達に気を付けて！　こいつらに襲おそわれたら、アナタ達なんかものの数秒でミイラにされてしまうわ！」

　コウモリの大群越しに、史郎はカミラの声を聞く。

「わ、分かった！」

　廊下を塞ふさぐコウモリの大群に怯え、硬こう直ちよくしている瑞樹の腕を史郎は摑んだ。

「皇先輩！　こっちです！」

　手を引き、走り出す。背後からはコウモリの大群が追いかけてくる。まるで一つの巨きよ大だいな怪かい物ぶつのようだった。

　もし追いつかれたら、一いつ滴てきの血も残らず吸い尽くされてミイラになってしまうだろう。

　ミイラになんてなりたくなかったし、何より、瑞樹にそんな最後を遂とげさせるわけにはいかない。

　それに……。

　史郎は隣となりを走る瑞樹をチラリと見る。

　その豊かな胸が、ぶるんぶるんと大きく躍やく動どうしていた。

　健全な男子としては、思わず拝みたくなるような光景だった。

　この至宝とも呼べる胸も、コウモリ達に襲われ血を吸われたら無残にもしぼんでしまうことだろう。

（この、月つき与よ野の南みなみ高校の宝とも呼べる胸を、しぼませるわけにはいかないよ！　全男子生徒の代表として、皇すめらぎ先せん輩ぱいを守らなきゃ！）

　健全な男子らしい理由でモチベーションをグンと上げ、史し郎ろうは足に力を込めた。

　廊ろう下かの端はしにある階段を使い、校舎の一階へと駆かけ下おりる。カミラも反対側の階段で一階へと降りているはずだ。中間地点で合流する計画だった。

　しかし、一階の廊下にはすでにコウモリの大群が待ち構えていた。カミラはこの大群の向こうだろう。今はまだひ弱な人間である史郎に、このコウモリの大群を突つっ切きることは不可能だった。

　そうこうしているうちに、二階からもコウモリ達が迫せまってくる。

　逃げ道は、一階の通路の突き当たりにある体育館しか残されていなかった。

「くそっ！」

　史郎は瑞樹みずきを引っ張り体育館へと向かった。もはや背後を確かめる余よ裕ゆうすらなかった。

　扉とびらを開き体育館へと飛び込んだ。すぐに扉を閉める。

　コウモリ達が扉に体当たりをする音が響ひびいた。それでも、金属でできた扉を破ることはできない様子だった。

　史郎は体育館を見み渡わたした。

　真っ暗ではなかった。天てん井じように設置をされた明り取りのための天窓から、月の光が差さし込こんできている。幸い、その窓にはコウモリの姿はなかった。

　もっとも、だからと言ってそこから逃とう亡ぼうすることは不可能だった。あまりに高い位置にあるし、はめ込み式の窓だからそもそも開けることができない。

　扉の向こうから聞こえてくるコウモリ達の羽音、キーキーという鳴き声。それらを聞きたくなく、史郎は体育館の中央付近まで進むと。丁度月明かりが差し込んでくる真下あたりで、瑞樹の腕から手を離はなし大きく息を吐はき出だした。

「ああ、助かった」

　本当の意味で助かったわけではないが、それでも迫る危機を回かい避ひできたことに安あん堵どをする。

　史郎は瑞樹に顔を向ける。

「皇先輩、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「ええ、大丈夫よ。大丈夫だけど……」

　続いて、瑞樹は史郎に早口で尋たずねた。

「高こう坂さかくん、何がどうなっているの？　あのコウモリ達は何？　カミラゲームって何なの？　この校舎で、一体何が行われようとしているの！」

「えっと……」

　正直に話していいものかどうか、史郎は迷う。

「きみは知っているんでしょ？　お願いだから教えて！」

　瑞樹みずきが叫ぶ。それは懇こん願がんだった。

　恐きよう怖ふで怯おびえる表情だった。その肩が小刻みに震ふるえている。

　普ふ段だんの彼女からは想像もつかない姿だった。

　史し郎ろうは、瑞樹を気の毒に思った。

（知ったからって解決するわけじゃない。だけど、何も知らないよりは気持ちは落ち着くはずだ）

　史郎はそう判断をした。

「信じられない話なんですけど……」

　そう前置きをし、史郎は話し始めた。




　★




　同じ頃ころ、カミラは奮ふん闘とうをしていた。

　まとわりつくコウモリ達を手ではたき落としながら、校舎の一階へと到達する。

　すでに一階にもコウモリは密集していた。

「史郎、無事でいなさいよ！」

　必死に前へと進んでいるカミラは、廊ろう下かの扉とびらに気付く。

『放送室』

　そう書かれたプレートが貼はられていた。

（ここにカミラ10がいるのね）

　カミラは素早く頭を回転させる。

　やみくもに史郎を探すよりも、本体であるカミラ10を攻こう撃げきすべきではないかと考えた。

　敵を目の前にした状態では、現在のように広くコウモリ達を散らばせることはしないだろう。対決のため、カミラ10はコウモリ達を呼よび戻もどすはず。

　カミラはそう推測する。

（今のアタクシ様には、カミラ５を取り込み手に入れた《骸骨戦士の召喚サモンスケルトン》があるわ。史郎がいなくてもどうにかできるはずよ）

「よしっ、やってやろうじゃない！」

　カミラは勢いよく放送室の防音扉を開けた。

　放送室の中には、さらに二つの扉があった。スタジオのブースと、機材を操作するブースだ。

　カミラは小窓からスタジオのブースを覗のぞく。そこに人ひと影かげはなかった。

　別にさほど不思議ではない。普段の校内放送は、一人でも行えるよう機材を操作するブースのマイクを使うのが常だった。そのことはカミラも知識として得ている。

　カミラは、もう一つのブースの扉を開いた。

「カミラ10、こっちから来てあげたわ！　正々堂々と勝負よ！」

　早口にそう告げるも、カミラは拍ひよう子し抜ぬけしたような顔になる。

「えっ？」

　ブース内にカミラ10の姿はなかった。そこにいたのは、十数匹ひきのコウモリだけだった。カミラの登場に、慌あわてた様子で室内を飛び回っている。

　大群となれば脅きよう威いだが、このぐらいの数のコウモリは問題なかった。

（霧きりになって逃にげたとか？　ううん、そんな気配もなかったわ）

　と、カミラはふと怪け訝げんそうな顔をする。一匹のコウモリが、首にスマホをぶら下げているのに気付いたのだ。

　カミラは無造作に手を伸のばしコウモリを摑つかんだ。

「大人しくして。ちょっと、嚙かまないでよ！」

　スマホを奪うばい取とり、コウモリを離はなす。

　スマホを操作すると、録音、再生のアプリが起動をしていた。カミラは再生ボタンを押す。

　クリアな音声がスマホから流れた。




『ごきげんよう。わたくしは、カミラ10ですわ。この学校の窓、そして出入り口はすべてわたくしの可愛かわいいコウモリ達で塞ふさぎました。もう逃げ道はありませんわよ。それでは、カミラゲームの戦いを始めましょうか』




　それは、紛まぎれもなく先程の校内放送で流れたカミラ10の音声だった。

「えっ、これってどういうことよ!?」

　最初は戸と惑まどいの声を上げる。

「さっき校内に流されたのはこの録音された声だってこと？　つまり、カミラ10は別の場所にいる!?」

　あらかじめスマホに録音した音声を、放送室のマイクを通じて校舎中に流す。ひどく手間のかかる行為だ。どうしてカミラ10がこんなことをしたのかが謎なぞだった。

（カミラ10は、自分が放送室にいるとアタクシ様に思わせたかった。一体どうして？）

　悩なやむカミラの頭に、一つの仮説が浮かんだ。

（そうだわ！　だからアタクシ様はさっき！）

　仮説が確信へと変わる。

「大変よ！　早く史し郎ろうを見つけなきゃ！」

　血相を変え、カミラは放送室を飛び出したのだった。




　★５★




「──というわけなんです」

　そう言って、史し郎ろうは話を締しめくくった。

「信じられない話だわ。だけど、きっと真実なのね。あんなコウモリの大群を見せつけられたら、疑いようがないもの」

　瑞樹みずきがため息を一つついた。

　まだ不安そうな顔はしているが、詳くわしい事情を知り幾いく分ぶん落ち着いた様子だった。

「高こう坂さかくんは、思いがけず吸きゆう血けつ鬼きを蘇よみがえらせてしまった。だけど蘇った吸血鬼は一人ではなかった。番号をつけた彼女達は、最後の一人になるべくバトルロイヤルを始めた。それが、カミラゲーム。私達は運悪く、そのゲームに巻まき込こまれてしまったっていうことなのね」

　頭を整理するためなのだろう。瑞樹が史郎から教わったことを復習するかのように呟つぶやく。

「さっき一いつ緒しよにいた金きん髪ぱつの女の子が、高坂くんが蘇らせた吸血鬼なんでしょ？　彼女の番号はいくつなの？」

「番号はないんです。カミラは、番号なしだから」

　史郎の言葉に、瑞樹が目を大きくする。

「番号なし？」

「はい、そうです。何か、元々の灰の量が少なくて、さらにゴミとホコリが混じってたとかで、番号をつけられなかったそうなんです。そのせいで、カミラは他のカミラと比べてできないことも多いんです。霧きりにもなれないし──」

「ちょっと待って。それっておかしいんじゃないの？　きみが蘇らせた吸血鬼は一度ゲームに勝っているのよね？」

　詳しよう細さいまでは説明していないものの、カミラ５との戦いのことは瑞樹に話していた。

「他の吸血鬼よりも劣おとっているのに、どうやって勝つことができたのよ？」

「それは、奇き跡せき的てきに一つだけ使える能力があったから。あ、能力って言うのは、蘇ったカミラ達が持ってる特とく殊しゆな能力で、一人に一つずつ──」

　呪のろわれた能力について説明をしようとする史郎。しかし、瑞樹が遮さえぎる。

「そんな説明はいらないわ。わたしが知りたい情報は、きみのカミラは一体どんな能力を持っているかってことよ」

　史郎に詰つめ寄よると、くっつかんばかりの距きよ離りで瑞樹が尋たずねた。先程までの不安そうな様子は消えていた。

　それどころか、瞳ひとみがギラギラと輝かがやいている。

「皇すめらぎ先せん輩ぱい、どうしたんですか？」

「いいから教えて！　ねえ、早く！」

　さらに顔を近づけ、執しつ拗ように尋たずねてくる。

（皇すめらぎ先せん輩ぱい、どうしちゃったんだ？　さっきまでとまるで様子が違うぞ）

　戸と惑まどう史し郎ろうだったが、すぐに別のものが気になって仕方なくなった。

　ズバリ、目の前にある瑞樹みずきの胸だ。

（うっ、駄だ目めだ。こんな時に僕ぼくは何を考えてるんだよ）

　明後日あさつての方向に視線を動かす史郎。一いつ瞬しゆん、？という顔をした瑞樹だったが、すぐにその理由を察する。

「そう、私の胸を意識してるのね」

　そう呟くと、瑞樹はシャツのボタンに手をかけた。上のボタン、二つを手早く外す。

「す、皇先輩！」

　史郎は慌あわてふためいた。

　瑞樹は胸の下で腕を組み、豊かな膨ふくらみを二つ強調するかのように持ち上げて見せる。

　ボタンが外され開放的になった胸元から、純白のブラに包まれた胸が姿を現した。

　圧倒的なボリュームだった。

「どう？　私の胸。大きいでしょう？　でも、まだまだこんなものじゃないのよ。今はまだ、ブラジャーで締しめ付つけているから」

　瑞みず樹きが微笑ほほえんだ。イヤらしい笑えみだった。
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「きみが望むなら、全部見せてあげてもいいのよ」

　全部見せる。それが、ブラを外すということは容易に理解できる。

「番号なしのカミラがどんな能力を持っているのか？　それを教えてくれたらね」

（やっぱり、やっぱりおかしいよ！　皇すめらぎ先せん輩ぱいがこんなこと言うはずがない！　大体どうして、こんなにもしつこくカミラの能力にこだわるんだよ！）

　史し郎ろうはそんな疑念を抱いだく。だけど、その答えを導き出すことはできなかった。

　今、そこにある巨きよ乳にゆうのせいで、頭がパンクしそうだったのだ。

　見ちゃ駄だ目めだと自分に言い聞かせ必死にそっぽを向くも、どうしても目の端はしで瑞樹の巨乳を見てしまっている自分がいた。

　比べたら悪いが、カミラの胸とは破は壊かい力りよくが段だん違ちがいだった。

「フフフ、奥おく手てなのね」

　そう言うや否や、瑞樹は史郎の右手を摑つかんだ。そして、自分の胸へと押し当てる。

　ブラジャー越ごしだったが、その柔やわらかな感かん触しよくが史郎の手に伝わってくる。

（お、おっきい！　それに、すごく柔らかい！）

　史郎の心臓が激しく鼓こ動どうをした。ドクドクという音が、自分の耳でも聞こえる程だった。

「だ、駄目です！」

　史郎は腕を振ふり解ほどく。

　理性の勝利と言えば恰かつ好こういいが、実際はただ臆おく病びようなだっただけだ。

　瞳ひとみを閉じると、史郎は半ば叫さけぶように言った。

「こ、こんなことをしてくれなくても教えます！　《鮮血の口づけブラツデイーキス》っていう能力です！　人間を、屍鬼戦士グールフアイターってのに変えてしまうんです！」

　体育館に史郎の声が響ひびく。

「そう、《鮮血の口づけ》なのね。どうりで、放送室に向かう時にきみを同行させようとしたわけだわ」

　瑞樹が微笑む。

「教えてくれてありがとう、高こう坂さかくん。おかげで、こちらも対策が立てられるわ」

「対策？」

　次の瞬しゆん間かん、史し郎ろうの唇くちびるが瑞樹みずきの唇によって塞ふさがれる。説明するまでもなくキスだった。

「!?」

　瑞樹の信じられない行動に、史郎は大きく目を見開く。

　タイプかそうでないかで言えば、瑞樹は文句なしに史郎のタイプだった。大人っぽいし、美人だし、何よりグラマラスだし。

　それでも、驚おどろきの方が強すぎて素直には喜べなかった。

「うわあ！」

　悲鳴を上げ、史し郎ろうは後ずさるように逃にげた。

「皇すめらぎ先せん輩ぱい……本当にどうしちゃったんですか？　こんなの、こんなのおかしすぎます！」

　と、その時だった。

「見つけたわ！」

　体育館にその声が響ひびく。飛び込んできたカミラだった。

「史郎！　その女は……」

　カミラは言葉を止め啞あ然ぜんとする。

　薄うす暗ぐらい体育館の中央、至近距きよ離りで見つめ合う一組の男女。

　女子の方のシャツのボタンがいくつか外され、ブラジャーに覆おおわれた豊かな胸が姿を見せている。

　この状じよう況きようをスルーできるほどカミラは大人の精神を持ち合わせてはいなかった。

「し、史郎！　アナタこの非常時に何やってるのよ！　馬ば鹿か！　Ｈ！　変態！　スケベ！　痴ち漢かん！　ケダモノ！　ハレンチ！　浮気者！」

　罵ば詈り雑ぞう言ごんが雨あられだった。

「ち、違う！　僕ぼくは何もしてないよ！　何て説明していいか分からないけど、皇先輩の様子がおかしいんだよ！」

「おかしくて当然よ！　だってその女は、生徒会長の皇瑞樹みずきなんかじゃないんだから！」

　駆かけ寄よってきたカミラは、史郎を守るかのように立った。そして、瑞樹を睨にらみ付つける。

「その女こそが、カミラ・ナンバーズの一人、カミラ10なのよ！」

「ええっ!?」

　史郎が驚おどろきの声を上げる。

　瑞樹が、まるで別人のように思えたのは事実だ。それでも、彼女がカミラ10というのは容易には信じられない。

「でも、どこからどう見ても皇先輩じゃないか。それに、さっき校内放送があった時に、先輩も僕達と一いつ緒しよにいたし」

「スマホに録音した音声を、放送室のマイクを通して流してただけなのよ。操作はコウモリがしていたわ。姿に関して言えば、おそらく催さい眠みん術じゆつよ」

　カミラが説明をする。

「カミラ10は、最初に教室で顔を合わせたその一いつ瞬しゆんにアタクシ様達に強力な催眠術をかけたのよ。自分の姿が皇瑞樹に見えるようにね。ほら、あの時、アタクシ様少し反応がおかしかったでしょ？」

　確かに、教室で最初に瑞樹と遭そう遇ぐうした時、カミラの反応は少しおかしかった。史郎に言われるまで、誰だれなのか分からなかったのだ。

「アタクシ様には一応催さい眠みん術じゆつへの耐たい性せいがあったから、催眠が浸しん透とうするまでに少し時間がかかったのよ」

　カミラは、瑞樹を睨にらみ付つけた。

「カミラ10！　言い訳は不要よ！　さあ、その正体を見せなさい！」

　カミラの言葉を受け、瑞樹はゆっくりと立ち上がった。

「そうね、もう瑞樹の姿に見せる必要もないわね。いいわ、きみ達にかけた催眠術、解いてあげる」

　瑞樹が右手を持ち上げると、パチンと指を鳴らした。

　史し郎ろうの目の前が一いつ瞬しゆん真っ白となる。

　すぐに視界は戻もどったが、驚おどろくべき異変が起こっていた。

　瑞樹は姿を消していた。代わりに、小こ柄がらな少女が瑞樹のいた場所に立っていた。

　見た目の年ねん齢れいはカミラと同じく十三、四歳さいといったところだ。

　胸元に白いヒラヒラのついた気品溢あふれる貴族服。コウモリの翼つばさのようなデザインの大きく膨ふくらんだスカートだった。

　髪かみの毛けは見事なまでの銀色。カミラと同じくツインテールだった。髪の毛の先せん端たんがややロール状になっており、お嬢じよう様っぽさが炸さく裂れつしている。

　そして、右手の甲こうに『10』という数字が記されている。彼女がカミラ・ナンバーズである証あかしだった。

「へ、変身した」

　掠かすれた声で呟つぶやく史郎に、カミラが告げる。

「違うわ。変身なんかじゃない。カミラ10は最初からあの姿のまま。アタクシ様達が、皇すめらぎ瑞樹だと思い込んでいただけなのよ」

「ええ、そのとおりですわ。お二人とも見事に騙だまされてくれましたわね。本当、感謝していますわよ」

　カミラ10は優ゆう雅がに微笑ほほえんで見せた。

「ちなみに、わたくしは別に演技をしていたわけではありませんわ。喋しやべり方もずっとこのままでしたしね。催眠術にかかった貴方あなたがたが、勝手にわたくしの声や喋り口調を皇瑞樹の声として脳内変へん換かんしてくれていただけですわ」

「本当、まんまと騙されたわ」

　カミラが悔くやしそうに歯は嚙がみする。

「でも、どうしてアナタが皇瑞樹のことを知っていたの？　そうでなかったら、あんな催眠術は不可能だったはずよ」

「知っていて当然ですわ。だって、わたくしを蘇よみがえらせたのはその皇瑞樹ですものね」

（皇先せん輩ぱいも、僕と同じように吸きゆう血けつ鬼きを蘇らせたってことなのか！）

　驚おどろくのと同時に、史し郎ろうは不安になる。

（皇すめらぎ先せん輩ぱい、大だい丈じよう夫ぶだったのかな？　蘇よみがえらせた後、カミラ10に血を吸すい尽つくされたりしてないよな？　昼間学校に来てたのは、実は全校生徒に催さい眠みん術じゆつをかけ皇先輩に成りすましたカミラ10とか）

　史郎の心配そうな顔に気付いたのだろう。カミラ10は静かに微笑ほほえんだ。

「ひょっとして、瑞樹みずきのことを心配しています？　だったら大丈夫ですわ。わたくし、瑞樹とは仲良くやっていますのよ。彼女や彼女の家族に催眠術をかけ、わたくしはホームステイ中の留学生ということになっていますわ」

「良かった」

　史郎はホッと息を吐く。

「カミラ10、アナタがどうしてこんな手のこんだことをしたのか知らないけど、こうやって顔を合わせたからには覚かく悟ごなさい！」

　カミラは勝かち誇ほこったように言う。

「アタクシ様の呪のろわれた能力は《鮮血の口づけブラツデイーキス》。《蝙蝠達の謝肉祭バツドカーニバル》よりも、ずっと戦いに向いた能力なのよ！」

　カミラは後ろにいる史郎へと振ふり向むいた。自らの唇くちびるを鋭するどい剣けん歯しで嚙かみ裂さく。鮮せん血けつのルージュで鮮あざやかな朱しゆ色いろに染まった唇を、史郎の唇へと重ね合わせる。

　こんな状じよう況きようながら、史郎はドギマギしてしまう。

「さあ、史郎。最高の屍鬼戦士グールフアイターになってちょうだい。アタクシ様達のチームワーク、カミラ10に見せつけるのよ」

　唇を離はなしたカミラが微笑む。

（ああ、僕ぼく、またあの怪かい物ぶつに変身するんだな）

　覚悟を決める史郎。だけど、どうも様子がおかしい。少しも自分の体が変化した感じがしないのだ。

　それもそのはず、史郎の体は屍鬼戦士にはなっていなかったのだ。

「ちょっ、どういうこと？　アタクシ様、ちゃんと《鮮血の口づけ》をしたわ。どうして屍鬼戦士に変身しないのよ！」

　念のためにと、カミラは再びキスをする。今度は先程よりもねっとり、濃のう厚こうなキスだった。

　それでもやっぱり史郎の体に変化は起きない。

「どうなってるのよー！」

　叫さけぶカミラに、カミラ10はクスクスと笑った。

「変身できなくて当然ですわ。だって、その人間の唇には、鍵かぎをかけさせてもらいましたもの」

「鍵……」

　カミラがハッとする。目を吊つり上あげ史郎を問とい詰つめた。

「史し郎ろう、アナタまさか、カミラ10とキスをしたの!?」

「いや、したって言うか、されたって言うか！」

「馬ば鹿か！　Ｈ！　変態！　スケベ！　痴ち漢かん！　ケダモノ！　ハレンチ！　浮気者！」

　罵ば詈り雑ぞう言ごん、再びだった。

「別の吸きゆう血けつ鬼きにキスをされたら、しばらくの間、《鮮血の口づけブラツデイーキス》の魔ま力りよくを受け付けなくなってしまうのよ！　それを分かっていてどうして!?」

「いや、分かってないから。今初めて聞いたから！　それに、僕ぼくがしたわけじゃないから！」

　史郎は必死に訴うつたえた。

「わたくしはね、自分の呪のろわれた能力、《蝙蝠達の謝肉祭バツドカーニバル》がパワーに乏とぼしいことをよく分かっていますの。だから、ちょっとしたお芝しば居いをさせていただきましたわ。番号なしのカミラさん、貴方あなたの能力が何なのかを事前に知り、その対策を立てるために」

「史郎、アナタ、アタクシ様のこと全部話したのね？」

　カミラが史郎を睨にらむ。

「ご、ごめん。まさか、相手がカミラ10だなんて思わなくって」

　史郎は申し訳なさそうに謝った。

「これで、自じ慢まんの屍鬼戦士グールフアイターはしばらくの間使えませんわ。さあ、どうします？」

　一いつ瞬しゆん、険しい表情を浮かべるカミラだったが、すぐに余よ裕ゆうを取とり戻もどした。

「勝かち誇ほこるのはまだ早いわよ。カミラ10。だって、アタクシ様の呪われた能力はまだあるんだから」

　カミラは軽く息を吸い込むと、高らかに叫んだ。

「《骸骨戦士の召喚サモンスケルトン》！」

　カミラ５の持っていた呪われた能力だった。無数の骸がい骨こつ戦士を呼び出すことができる……はずだった。

　だけど、骸骨戦士達は姿を見せない。

「《骸骨戦士の召喚》よ！」

　再度チャレンジするも、やはり変化はない。

「《骸骨戦士の召喚》なのよ!!」

　しつこくカミラは繰くり返かえすも、小骨一本現れてはくれなかった。

「どーしてよ!?　アタクシ様はカミラ５を取り込んでるのよ！　どうして、彼女の持っていた呪われた能力が使えないのよ！」

　カミラが悲痛の声を上げる。

「それは、貴方が番号なしだからですわよ。取り込むことはできても、それを発動するのに問題があるのでしょうね」

　カミラ10は軽く深呼吸をし、凜りんとした声で言った。

「集いなさい！　わたくしの可愛かわいいコウモリ達よ！」

　次の瞬しゆん間かん、体育館の天窓を突つき破やぶり大量の蝙蝠こうもり達が舞まい降おりてくる。

「校舎内のコウモリもこちらに集結させましたわ。さあ、精せい一いつ杯ぱい逃にげてごらんなさい。その方がわたくしも楽しいですものね」

　カミラ10がクスクスと笑う。

　おちょくられるようで非常に悔くやしいが、言われるままに逃げるしかなかった。

「史し郎ろう！　走るわよ！」

「う、うん！」

　カミラと史郎は、大急ぎで体育館を飛び出した。




　★６★




　夜の校舎を、史郎とカミラは必死になって走る。二人の背後からは、コウモリの大群が押おし寄よせてきていた。

　校舎内にいたコウモリの大群こそ、一度引き上げてくれていはいたが、いまだ窓の外には無数のコウモリが飛び交っている。

　校舎の外に逃げるのは難しそうだった。

　玄げん関かんから外に出ることもできず、仕方なしに階段を使い上の階へと逃げたりもした。しかし、根本的な解決にはならない。

「カミラ、どうにかならないの!?」

「どうにもならないわよ！　大体こうなったのは史郎、アナタのせいなのよ！　この浮気者！」

　怒いかりがぶり返したのだろう。カミラが史郎を強く非難する。

「そんなこと言われても、あの状じよう況きようじゃどうしようもなかったんだって」

　史郎が必死に弁解をする。

「とにかく、アナタの唇くちびるにかけられた鍵かぎが外れるまで、コウモリ達から逃げ回るしかないわ！」

「ちなみに、それはどのぐらいかかるの？」

「約一時間よ！」

　カミラの言葉に、史郎は絶望を感じた。

（一時間もの間、あのコウモリの大群から逃げ続けるなんて不可能だよ！）

　それならと、史郎は尋たずねる。

「だったら、この鍵を外す方法はないの!?」

「二つあるわ。一つは、カミラ10ともう一度キスをすることよ」

「そ、そんなの無理だよ！」

「ええ、無理よ！　もし可能だったとしたって、アタクシ様が許さないわ！」

　カミラは力強く叫さけぶ。

「それで、もう一つは!?」

「赤ワインよ！　それで口をすすげば、鍵かぎは解除されるわ！　でも、この校舎のどこに赤ワインなんてあるって言うの!?」

　カミラが声をイライラとした口調で叫ぶ。

「赤ワイン……」

　史し郎ろうはハッとする。

「カミラ、ワインならあるよ！　校長室にあるミニ冷蔵庫の中だよ！」

「本当に!?　だってアタクシ様、そんな記き憶おく、アナタから受け継いでないわよ！」

「昨日知ったばかりなんだよ！」

　カミラを蘇よみがえらせた時には知らなかった情報だ。カミラが知識を受け継いでいなくても当然だった。

「掃そう除じの時間、校長室の掃除をしてたんだ。気付いたら耕こう介すけと二人っきりになってて。そしたら、耕介が、ミニ冷蔵庫の中を覗のぞいてみようって言い出して。僕ぼくは止めたんだけど、耕介が冷蔵庫を開けたんだ」

「そしたらそこに、赤ワインがあったってことなのね」

「うん、そうなんだ。もちろん、覗いただけですぐに冷蔵庫は閉めたよ。何かを盗ぬすみ飲みしたとかはないから！」

　そこまではしていないと史郎は主張する。だけど、カミラにとってはそんなことはどうでも良かった。

　校長室に行けば、赤ワインが手に入る！

　その事実に、希望が湧わいてきた。

　カミラだって、コウモリ達から一時間も逃げ回る自信なんてなかったのだ。

　校舎の一階、職員室の隣となりが校長室だった。

「史郎！　校長室まで飛ばすわよ！」

　カミラが史郎の手を摑つかんだ。コウモリの翼つばさを生やし、飛び始める。

　走るよりもずっと速く、史郎はほとんど引きずられるようにして校長室の前まで連れていかれる。

　コウモリの大群が迫る中、カミラは校長室の扉とびらの前に立つ。屋上の時と同じように、小指の爪つめを伸のばすと鍵かぎ穴あなに突っ込んだ。素早く鍵を外し、扉を開け二人は校長室の中へと飛び込む。

　急ぎ扉を内側から鍵をかけた。

　扉越ごしに、コウモリ達の大合唱が聞こえて。カリカリと扉を引ひっ搔かく音もする。

「ここの扉は分厚いから、しばらくは持ちこたえられるでしょ」

　一応鍵をかけ、カミラが一息つく。

　分厚いカーテンがかかっているせいで、校長室の中は真っ暗だった。

「何も見えないよ」

　戸と惑まどう史し郎ろうを見て、カミラは壁のスイッチを押した。

　蛍けい光こう灯とうが灯ともされる。

　大きな事務机に、応接ソファーと机。壁の棚たなにはトロフィー等が並べられている。

　窓際、事務机の脇わきに、ミニ冷蔵庫が設置されていた。

「これで見えるでしょ？　さあ、史郎。早く赤ワインを」

「うん」

　史郎はミニ冷蔵庫を開ける。少し不安だったが、昨日と同じようにワインの瓶びんが横になって入っていた。

（校長先生ごめんなさい）

　心の中で謝りつつ、史郎はワインの瓶を引っ張り出した。だけど、どうやって開けていいのかが分からない。

「えっと……」

「ああっ、もう！　貸しなさいよ！」

　カミラが史郎の手からワインの瓶を奪うばい取とる。

「こんなの、アタクシ様の爪つめで……」

　人差し指の爪だけ伸のばし、それをコルク栓せんに突つき刺さそうとするカミラ。

　だけど、その指が止まる。カミラは大きく目を見開き叫さけんだ。

「何よこれ！　白ワインじゃないの！」

「えっ？」

「少し色がついてるけど、これは白ワインなのよ。ほら、ちゃんとラベルにもそう書いてあるでしょ！」

　カミラが瓶を突きつける。確かに、ラベルには白ワインと書かれている。

「史郎、アナタ、ひょっとして赤ワインと白ワインを見み間ま違ちがえたとか？」

「し、仕方がないよ！　僕ぼくはワインになんて詳くわしくないんだから！　むしろ詳しかったら問題だよ！　だって未成年なんだし！」

　史郎が必死に言い訳をしている時だった。

　ガチャリという音が、扉とびらの方から聞こえた。

「えっ？」

　史郎とカミラが同時に扉に顔を向けた瞬しゆん間かん、扉が開き大量のコウモリ達が校長室になだれ込んでくる。

「うわあっ！」

「きゃあっ！」

　なす術すべもなく、コウモリ達に取り囲まれる二人。

　コウモリ達は嚙かみつくのではなく、二人の背中にしがみ付いた。

　一いつ匹ぴきや二匹なら問題ないが、数百、数千というコウモリの大群だ。その重さは半はん端ぱない。

　二人はコウモリに押おしつぶされるように校長室の床ゆかに倒たおれ込こむ。

　それぞれの背中の上には、山盛りのコウモリ達が乗っていた。その重みで、身動き一つ取れない。

　そんな中、カミラ10が校長室へと入ってくる。

（そうか、吸きゆう血けつ鬼きには瞳ひとみの力があったんだ。鍵を開けることぐらい、簡単なんだ）

　カミラの瞳の力が作用するのは史し郎ろうの体のみだが、カミラ・ナンバーズであるカミラ10にはそういった制約はないのだろう。

　史郎とカミラ、二人の前に立ったカミラ10は、悠ゆう然ぜんと言い放った。

「チェックメイトですわね」

「アタクシ様はまだ戦えるわよ！　馬ば鹿かにしないで！」

　必死に叫さけびつつ、どうにかしてこの拘束から逃れようとするカミラ。しかし、いくら身をよじってもコウモリの山を崩くずすことはできなかった。

「無む駄だですわ。霧きりになれない貴方あなたが、そこから抜ぬけ出すことは不可能ですわよ」

　カミラ10は、カミラの頭のすぐ脇わきへとしゃがみ込んだ。

「さあ、これで終わり。貴方を取り込ませていただきますわ」

「ま、待ってよ！」

　史郎が声を張り上げた。

「カミラは番号なしなんだ。取り込んだって大したことないよ！」

「ちょっと史郎、アナタまでアタクシ様のことを馬鹿にするの！」

　怒おこるカミラだったが、すぐに史郎が自分を助けようとしていることに気付く。

「だから、カミラのことは見み逃のがしてよ！　僕ぼくの血で良かったら好きなだけ吸っていいから！」

　必死に懇こん願がんをする史郎に、カミラ10はゆっくりと首を振った。

「残念ですけど、それはできませんわ。今の彼女は、すでにカミラゲームに勝利しカミラ・ナンバーズの一人を取り込んでいますもの。完かん璧ぺきなカミラになるための、必要なピースになっていますのよ」

　そのことは史郎だって分かっていた。あくまで駄だ目め元もとで言ってみたのだ。

（そうだよな。もう逃にげられないって、この前のカミラ５だって言ってたし）

　絶望的な気持ちになる史郎。

「史郎さんでしたわね。催さい眠みん術じゆつをかけられているわけでもいないのに、人類の敵であるはずの吸血鬼を守ろうとするなんて……貴方、なかなか面おも白しろい方ですわね」

　カミラ10が、史郎に興味深そうな視線を向ける。

「ねえ、史し郎ろうさん。わたくしが、この番号なしのカミラさんを取り込み、呪のろわれた能力、《鮮血の口づけブラツデイーキス》を手に入れたなら、貴方あなたを屍鬼戦士グールフアイターとして使ってあげましょうか？」

　カミラ10が、白くほっそりとした指で自分のピンク色の唇くちびるをそっと撫なでる。

「さっきは、わたくしの姿が皇すめらぎ瑞樹みずきに見えていたのでしょう？　この姿のわたくしとも、キスしてみたくありません？」

　艶つやっぽい瞳ひとみで史郎を見る。

　カミラが史郎を睨にらむ。だけど、どこか不安気な瞳もしている。

　先程の誤解を払ふつ拭しよくするためにも、史郎は声を大に叫さけんだ。

「断る！　僕ぼくは、カミラとじゃなきゃ嫌いやなんだ！　もちろん、番号のない方の！」

「史郎！」

　こんな状じよう況きようにもかかわらず、カミラが顔をパァっと明るくする。

　逆に、不ふ機き嫌げんになったのはカミラ10だった。

「そう、せっかくの申し出でしたのに。いいですわ。彼女を取り込んだ後、貴方はわたくしのコウモリ達のエサにして差し上げますわ！」

　カミラ10が口を開いた。鋭するどく尖とがった牙きばがニュッっと伸のびた。

　そのまま、カミラに覆おおいかぶさるようにして血を吸おうとする。

　白い牙が、カミラの首筋に突つき立たてられるその瞬しゆん間かんだった。

　ズゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ！

　校舎全体が、激しい揺ゆれに襲おそわれた。

　突とつ然ぜんの揺れに、カミラ10は頭を持ち上げた。鋭く伸びていた牙が引っ込む。

「地じ震しんですの？　まったく、タイミングが悪いですわね」

　不満そうに、そう呟つぶやいたのだった。




　★




　同時刻、月つき与よ野の南みなみ高校の校舎の屋上に立っている一つの人ひと影かげがあった。

　まるで魔ま女じよのような、フード付きのローブを羽織っている。フードから覗のぞく顔は、少女のものだった。整ってはいるが、活力は感じられない。目の下にはクマが浮き出ている。不健康そうな顔付きだった。

　少女は、片かた膝ひざをつきしゃがみ込み、屋上の地面に片手を押し当てていた。

　校舎が小刻みに振しん動どうをしていた。しかし、それが単なる地震でないことは明らかだった。校庭に生えるイチョウの木は、少しも揺れてはいない。

　あくまで動いているのは校舎の建物だけだった。

　やがて、振動は止まる。少女はゆっくりと地面から手を離はなした。

　そこには、焼き付けられたように少女の小さな手形が残されている。

「完成だ……ゾ」

　少女は薄うすい唇くちびるを歪ゆがめ気味の悪い微笑ほほえみを浮かべた。

「もうこれで、お前達は逃にげられない……ゾ。あたいの能力、《血まみれ迷宮スプラツターラビリンス》の餌え食じきになるといい……ゾ。ウヒッ、ヒヒヒ」

　体をガクガクと震ふるわせ笑う少女。そのふとももには、『13』という数字が記されていたのだった。




　★７★




　長い振しん動どうが終わり、ようやく静せい寂じやくが訪れる。

「終わりましたわね」

　カミラ10がふうと息を吐く。

「さてと、それでは気を取り直しまして」

　カミラ10は再び鋭するどい牙きばを伸のばし、カミラへと嚙かみつこうとする。

「ちょ、ちょっと待ちなさい！」

　いまだコウモリの重しで身動きの取れないカミラが声を上げる。

「命いのち乞ごいでもするつもりですの？　往おう生じよう際ぎわが悪いですわね」

　呆あきれた表情を浮かべるカミラ10に、カミラは言った。

「違うわ。そんなんじゃないわよ。カミラ10、アナタ気付かないの？　様子がおかしいわ」

「おかしい？」

「そうよ。さっきまで、窓の外からもアンタのコウモリの羽音が聞こえてきてたでしょ？　でも、さっきの地じ震しんの後、それがピッタリと止まってるじゃない」

　夜の吸きゆう血けつ鬼き。聴ちよう覚かくは人間よりもはるかに鋭い。

　史し郎ろうには分からなかった外にいるコウモリの羽音もしっかりと把は握あくをしていた様子だ。

　カミラに指し摘てきされ、カミラ10もその異変に気付く。

「おかしいですわ。あの子達の気配すら感じません」

　カミラ10は配下のコウモリ数匹ひきに、校長室のカーテンを開けるよう命じた。

　命令を受けたコウモリ達は、カーテンに張り付き、左右に開く。

　本来ならばあるはずの窓ガラスが、そこにはなかった。ただの壁かべになっていたのだ。

「えっ!?」

　史郎は驚おどろきの声を上げる。少なくとも昨日、校長室の掃そう除じをした時は、ここには普ふ通つうの窓ガラスがあったはずだ。

（回収工事でもしたってこと？　いや、でもだったら工事の音とかしてたと思うけど。それに、校長室の窓を塞ふさぐ理由なんてあるの？）

　史し郎ろうにとっては、ただ窓がなくなっているだけの現象だ。しかし、カミラとカミラ10にとっては大おお事ごとだった様子だ。二人とも顔を青ざめさせている。

「噓うそよ。こんなの、ありえませんわ！」

　カミラ10が掠かすれた声を上げると、校長室を飛び出した。カミラと史郎の背中に乗っていたコウモリ達も、カミラ10を追いかけていく。おかげで二人は身動きが取れるようになった。

　立ち上がったカミラが、同じように校長室を後にする。何が起こったのか分からないままも、史郎もその後に続いた。

「な、何だよこれ！」

　廊ろう下かに飛び出した途と端たん、史郎は声を張り上げずにはいられなかった。

　確かにそこは廊下には違いなかった。しかし、構造がまるで違っていた。

　窓という窓は全部消えていた。それどころか、本来とは全然別の場所に階段が設置されている。曲がり方も増えていたし、何より最上階にあるはずの音楽室がすぐ目の前に来ていた。

　蛍けい光こう灯とうが灯ともされハッキリと見み渡わたせる分、その異様さが際立っている。

「どうしてこんなところに音楽室が……」

　と、その時だった。突とつ如じよとしてギューンという音が響ひびいた。

　廊下の床ゆか、そして壁から巨きよ大だいな円えん盤ばん型のノコギリが現れる。それらは、痛そうな音を響かせ高速回転し史郎達へと迫せまってくる。

「校長室に戻もどって！」

　カミラの声で、史郎は慌あわてて校長室の中へと戻る。

「そんな……噓ですわ……」

　茫ぼう然ぜんとしているカミラ10の腕を、カミラが摑つかんだ。

「アナタもボヤボヤしていないで！　早く！」

　カミラ10と共にカミラは校長室の中へと飛び込んだ。

　しかし、大量のコウモリ達は間に合わなかった。回転ノコギリの餌え食じきとなってしまう。

　コウモリ達の断だん末まつ魔まの鳴き声が廊下に響き渡った。

「ああっ」

　カミラ10が悲痛の叫さけび声を上げる。

　カミラは、校長室の扉とびらを勢いよく閉めた。

「カミラ、今のは何なんだ？　どうしてうちの学校があんな物ぶつ騒そうになってるんだ？」

　史郎の質問に、カミラは深刻そうな顔で答える。

「呪のろわれた能力、《血まみれ迷宮スプラツターラビリンス》が使われたのよ。建物全体に呪いをかけ、罠わなだらけの迷宮へと変えてしまう恐おそろしい能力だわ」

「つまり、校舎の中にまた別のカミラ・ナンバーズがいるってこと？」

　カミラは静かに首を横に振る。

「いいえ。校舎の中ではなく、外よ。《血まみれ迷宮スプラツターラビリンス》は、建物の外側から呪のろいをかけ内部を変化させる能力なの。きっと、今いま頃ごろ建物の外ですべてが終わるのを待っていることでしょうね。アタクシ様達が、罠わなに切り刻まれて消しよう滅めつするのを」

　ゾッとしながらも、史し郎ろうは疑問を口にする。

「で、でも、カミラ・ナンバーズの目的は他のカミラ達の血を吸って取り込むことでしょ？　罠で切り刻んだりしたら元も子もないんじゃ」

「そうでもないの。迷宮化した建物の中で流される血は、すべて術者の養分となるのよ。この能力を使ったカミラが、直接手を下す必要はないのよ」

「そん……な……。じゃあ、ずっとここでじっとしてるしかないってこと？」

「ここだって、いつまでも安全ってわけじゃないわ。迷宮化はどんどん進んでいく。いずれはこの場所にもさっきみたいな罠が現れることでしょうね」

　カミラの言葉に、史郎は血の気が引いてしまう。

「じゃあどうすれば？」

「方法は……たった一つだけよ」

　カミラが重い口を開く。

「この迷宮を攻こう略りやくし、出口を見つけて外へと出ること。術者であるカミラ・ナンバーズを倒たおすか、迷宮化の呪いを解いてしまえば、校舎は元に戻もどるわ」

　先程の回転ノコギリを思い出し、史郎は絶望的な気持ちになる。

（あんな罠だらけの迷宮を攻略だなんて、絶対に無理だよ）

　だけど、待てよと思い直す。

（そうだよ、カミラや僕ぼくには無理でも、カミラ10にはできるんじゃないか？）

　カミラ・ナンバーズであるカミラ10ならば、霧きりになる能力を持っているはずだ。

　実体のない霧になれば、どんな罠だって怖こわくも何ともないだろう。

（でも、敵であるカミラ10が僕達を助けてくれるはずないか。普ふ通つうに考えれば、カミラに嚙かみついて取り込んだ後、自分だけ霧になって行くのが普通だろうな）

　やっぱり絶望的な気持ちになってしまう。

　カミラも史郎と同じ考えに至ったようだ。地面にへたり込むカミラ10に詰つめ寄よった。

「ねえ、カミラ10。アナタ、霧になってこの迷宮を攻略できない？」

「……無理ですわ」

　意外にも、カミラ10は首を横に振る。

「番号なしの貴方あなたよりはマシですけど、わたくしだって元のカミラに比べるとはるかに弱体化してますの。霧になれるのはほんの十秒足らず。しかも、連続の使用はできませんわ」

　カミラ10は力なく笑う。

「たとえ、貴方あなたの血を吸って取り込んだところで、状じよう況きようは劇的には変わらないでしょうね。わたくしも、そして貴方ももうおしまいですわ」

「そう、アナタでも駄だ目めなのね。だったら……」

　カミラは、何故なぜか悔くやしそうな顔で呟つぶやいた。

「もう、あれしかないわ」

「あれって、まだ何か方法があるの？」

「あるわ。アタクシ様としては、これだけは選せん択たくしたくなかったの。でも、仕方がないわね」

　カミラは史し郎ろうをまっすぐに見つめた。

「史郎、アナタが迷宮を攻こう略りやくするの。屍鬼戦士グールフアイターとなってね」

「ええっ、僕ぼくが!?」

「ええ、そうよ。屍鬼戦士となったアナタなら、どんな罠わなも突とつ破ぱすることができるはずよ」

　カミラは軽く言ってくれるが、この突破というのは回かい避ひという意味ではない。

　体当たりで罠を乗のり越こえていくという意味だ。不死身の屍鬼戦士になるとはいえ、あんな回転ノコギリを体に受けるのは正直、恐おそろしくてたまらない。

「そ、そんなの嫌いやだよ！　それに、屍鬼戦士にはタイムリミットがあるじゃないか。それまでにゴールを見つけるなんて……絶対に無理だよ」

　恐きよう怖ふで上ずった声で史郎はカミラの提案を拒こばむ。

「お願い、史郎。この状じよう況きよう下かでは、もうそれしか方法がないのよ！」

　カミラは史郎の手を握にぎった。

「アタクシ様だって、アナタにこんなこと頼たのみたくないのよ。本当に悔しくて、苦しくてたまらないの。だけど、そうでもしなくちゃ、アタクシ様達は全員まとめてこの迷宮で切り刻まれることになるのよ！　だからお願い！　史郎！」

　カミラはまっすぐな瞳ひとみで史郎を見つめた。その表情には、悔しさと苦しみがにじみ出ている。

（罠だらけの校舎で、僕が痛い思いをすることに心を痛めてるんだ）

　カミラが自分を心配してくれていることに、史郎は少し嬉うれしい気持ちになる。

　たったそれだけのことなのに、史郎の胸に勇気が湧わいてくる。

　史郎は静かに頷うなずいた。

「僕、やってみる。それしか方法がないんだもんな」

「ああ、ありがとう史郎。本当に感謝するわ」

　握った手を上下に振ってから、カミラはカミラ10へと顔を向けた。

「カミラ10、話は聞いてたでしょ？　次はアナタの番よ」

「いくら屍鬼戦士だって、あの罠を突破するのは並なみ大たい抵ていのことではありませんわ。無む駄だなあがきですわよ」

「そんなのやって見なくちゃ分からないでしょ!?」

　カミラが声を荒あらげる。

「それに、屍鬼戦士グールフアイターになった史し郎ろうは特別なの！　少なくとも、アタクシ様は信じてる！　だから史郎の唇くちびるにかけた鍵かぎを解除して！　早く！」

「ああ、もう、うるさいですわ！」

　カミラ10が立ち上がる。そっと史郎に歩み寄った。

「わたくし、何の期待もしていませんわよ。こうしないと番号なしのカミラさんがうるさくてたまらないから、仕方なくするまでですわ。せめて消しよう滅めつまでの時を、心穏おだやかに過ごしたいですものね」

　そう言うと、カミラ10は史郎の唇に自分の唇を触ふれさせた。カミラの唇よりも柔やわらかい感かん触しよくだった。史郎は少しだけドキドキする。でも、何だかカミラに悪いような気がして必死に頭の中でお経を唱えた。

「はい、もう十分よ！」

　カミラが二人を引きはがした。

「史郎、今のキスのことは忘れなさい。いいわね！」

　史郎に強くそう言うと、カミラは自らの唇を牙きばで切きり裂さいた。真まっ赤かに染まった唇で史郎にキスをした。

　すぐに、史郎の変化は始まった。

　自分の心臓の鼓こ動どうが止まるのを史郎は感じた。次いで、全身が凍こおりつくように冷たくなっていく感触も覚える。

　それに伴ともない、外見も大きく変へん貌ぼうをする。

　肌はだは真まっ青さおになり、瞳ひとみがギラギラと金色に輝かがやいた。ギザギザの牙が生え、猛もう禽きん類るいのような鋭するどい爪つめが、指先から伸のびる。逆立った髪の毛の先では、青白い鬼おに火びが燃える。

『うおおお！』

　完全な屍鬼戦士となった史郎は、ガラガラとした声で吠ほえた。

「史郎、迷宮攻こう略りやくのヒントを教えるわ。あえて厳しい罠わながある道を選んで。その先に、ゴールの出口はあるはずよ」

　さらにカミラは続ける。

「外に出たら、あたりを探して。ゴール近くに、術者であるカミラ・ナンバーズの手形があるはずよ。それが、迷宮化の呪のろいの元だから。その手形を消してしまえば、校舎は元に戻もどるわ！」

　最後に、カミラは史郎の怪かい物ぶつ化かした手を摑つかみ熱っぽく言った。

「史郎、アタクシ様がこんな思いまでしてアナタを送り出すの。だから絶対、絶対にゴールしなさいよね！」

　史郎は大きく頷うなずいた。そして、校長室を飛び出した。

　先程と同じように回転ノコギリが迫せまってくる。その先には、振ふり子このように左右に振れる巨きよ大だいな半月形のナタも見えた。

　先程よりもさらに迷宮化は進んでいる。それに伴ともない、罠わなも進化をしていた。より凶きよう悪あくに、そしてより痛そうに。

　それでも、史し郎ろうは怖こわいとは思わなかった。冷たい体は闘とう争そう心しんで漲みなぎっている。

『うりゃあああ！』

　恐おそろしい罠の数々に向かって、史郎は迷うことなく飛び込んでいったのだった。
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　内部は恐ろしい罠だらけの迷宮と化しているにもかかわらず、校舎の外見は少しも変わってはいなかった。

　屋上に設置された給水タンクの上にて、少女、カミラ13は優ゆう雅がに佇たたずんでいた。

「遅おそい……ゾ。まだなの……カ」

　そう呟つぶやくも、カミラ13に焦あせりの気持ちはなかった。

　彼女は、自らの能力、《血まみれ迷宮スプラツターラビリンス》に絶大な自信を持っていた。

　いまだ、ターゲットであるカミラ・ナンバーズの血は流されていない。つまり、スタート地点で動けずじっとしているということだった。

　しかし、それも時間の問題だった。建物の迷宮化は時間と共により進んでいく。いずれはスタート地点にも無数の罠が生成されることだろう。

　カミラ13はここでその時を待っていればいい。彼女は勝利を確信していた。

　自分の呪のろわれた能力が直接対決向きではないことをカミラ13はよく理解していた。そのため、飛ぶこともせず人目を忍しのぶように街を散策していた。

　その最中、月つき与よ野の南みなみ高校の校舎付近を通りかかった。

　大量のコウモリが校舎を取り囲んでいるのにカミラ13は気付いた。少し近づき耳を澄すませた結果、どうやら校舎内でカミラゲームの戦いが行われていることを知った。

　それは、カミラ13にとって最高においしいシチュエーションだった。

　コウモリの少ない屋上へと向かい、そこで呪われた能力、《血まみれ迷宮》を使った。校舎の建物全体を恐おそろしい罠わなだらけの迷宮へと転じたのだった。

　戦っているカミラ・ナンバーズのうち、片方の能力が、《蝙蝠達の謝肉祭バツトカーニバル》だということは分かっていた。問題はもう片方の能力だったが、

「どんな能力だとしても、この迷宮を抜ぬけることは不可能だ……ゾ。ウヒッ、ウヒッ」

　カミラ13が気味の悪い笑いを響ひびかせる。

　と、その瞬しゆん間かんだった。

　屋上の扉とびらが、内側が勢いよく開かれる。

　飛び出してきたのは、一人の少年だった。

　ただし、見るからに人間ではない。

　真っ青な肌はだ、ギラギラと輝かがやく金色の瞳ひとみ、剝むき出だされた牙きばに、鋭するどい爪つめ。

　その全身からは、肌と同じ色の煙けむりが噴ふき出だしている。

「屍鬼戦士グールフアイター！」

　カミラ13が、フードの中の顔をしかめる。

「残りもう一人の呪のろわれた能力は、《鮮血の口づけブラツデイーキス》だった……カ。想定外だ……ゾ」
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　突とつ然ぜん目の前に現れた校舎の屋上に、史し郎ろうは最初戸と惑まどった。少なくとも、直前まで走っていたのは廊ろう下かだったのだから。

　まもなく、史郎は最後の迷宮を攻こう略りやくしたことを知る。

『ゴール……したのか』

　決して楽な道のりではなかった。数々の凶きよう悪あくなトラップが史郎を襲おそった。

　回転するノコギリ、頭上が落ちてくるギロチンの刃は、壁かべや床ゆかから突つき出だす巨きよ大だいな針、突とつ如じよとして現れる巨大なローラー、史郎をすりつぶそうとする歯車地じ獄ごく。

　それらすべてを、史郎は逃にげることなく体当たりで突とつ破ぱしてきた。

　当然、肉体は著しく傷つけられた。刺ささる、斬きれる、潰つぶれるの三さん拍びよう子しだった。一番ひどい時には、迫せまってきた巨大な分ふん銅どうに頭の半分を吹っ飛ばされたりもした。

　それでも大した痛みも感じず、しかもすぐに再生をすることができた。さすがは不死身の屍鬼戦士といったところだった。

『やったぞ！』

　喜びを嚙かみ締しめてから、史郎はハッとする。

（そうだ、こうしちゃいられないよ）

　史郎は迷宮を抜ぬけ出でることができたが、いまだカミラ達は校舎内に取り残されている。校長室にまで罠わなが及およぶ前に、校舎の迷宮化を解除する必要があった。

　カミラに言われたように、迷宮化の呪いの元である手形を探そうとする史郎。

　手形は存外早く見つかった。数メートル離はなれた先の地面に、焼き付けられたかのようにくっきりと手形が残っている。

『見つけた！』

　史郎は手形に向かって走り出す。と、その時だった。史郎の踏ふんだ地面がカチリと音を立てた。

　次の瞬しゆん間かん、屋上の地面から巨きよ大だいな金属の歯が現れ史し郎ろうの胴どう体たいを両側から抑おさえ込こむ。

　それは、巨大なトラバサミだった。

　動きを封ふうじられた史郎の前に、カミラ13が姿を現した。

（彼女が、この迷宮を使ったカミラ・ナンバーズなのか？）

　ふとももの、『13』という数字も確認する。

「油断した……ナ。屋上も、ギリギリ《血まみれ迷宮スプラツターラビリンス》の効果の範囲内だ……ゾ」

　史郎は必死になってトラバサミの拘こう束そくを逃のがれようとする。しかし、胴体にがっちりと食い込んだ歯はなかなか外れてくれない。

「もうすぐだ……ゾ。もうすぐ……あの二人があたいの《血まみれ迷宮》の餌え食じきとなる……ゾ。ヒヒッ、ウヒヒ」

　カミラ13が、気味の悪い笑いを響ひびかせた。




　★




「史郎、今どのあたりかしらね？　もうゴール近くまで行ってるかしら？」

　校長室にて、カミラが呟つぶやく。

「ゴールなんてできるはずがありませんわ。いくら屍鬼戦士グールフアイターだって言っても、《血まみれ迷宮》が相手ですのよ」

　ソファーに座すわり込こみ、カミラ10は悲ひ嘆たんにくれた声を上げる。

「どうせ今いま頃ごろ、どこかの罠わなの餌食になって身動きが取れなくなっていますわ。わたくし達、もうおしまいですのよ」

　顔を覆おおい、泣なき崩くずれる。

「もうっ、しっかりしなさいよね。それでも番号のついてるカミラ・ナンバーズなの？」

　カミラが呆あきれたように呟いた。

「こうなった以上、もう史郎を信じて待つしかないじゃない。大だい丈じよう夫ぶよ。屍鬼戦士化した史郎はなかなか頼たよれる存在なんだから」

　カミラの言葉に、カミラ10が尋たずねる。

「どうしてあの人間をそこまで信用できますの？」

「どうしてかしらね？　アタクシ様も不思議よ。でも……」

　少し考えてから、カミラは答えた。

「史郎は、アタクシ様を蘇よみがえらせてくれた。それだけでなく、アタクシ様に未来への希望をくれたりもしたの。アタクシ様にとっては、特別な存在なのよ。そんな史郎が、屍鬼戦士になってるのよ。もうそれだけで、無敵って感じがしない？」

「根こん拠きよも何もありませんわね」

　カミラ10が呆あきれたようにため息をつく。

「でも、今はその可能性に賭かけるしかありませんのね」

「そうよ」

　カミラが頷うなずいたその直後だった。室内が不自然に蠢うごめいた。

「な、何!?」

「《血まみれ迷宮スプラツターラビリンス》の呪のろいがこの部屋まで浸しん透とうしてきましたのよ！」

　両側の壁かべが刃のついたローラーへと変化した。さらに、その壁は内側に向かってゆっくりと迫ってくる。

　このままでは、いずれローラーに巻まき込こまれすりつぶされてしまうことになるだろう。

　カミラとカミラ10は、部屋の中央で身を寄せ合う。

「番号なしのカミラさん。わたくし、ここで誓ちかいますわ！」

　震ふるえる声で、カミラ10が言った。

「彼がこのピンチを救ってくれたなら、今晩は貴方あなたのことを見み逃のがしてあげてもいいですわ。ですから……ですから……」

　恐きよう怖ふのあまり、カミラ10はカミラの手をしっかりと握にぎり締しめる。

「大だい丈じよう夫ぶよ」

　カミラは、カミラ10の手を握り返した。

　さすがに不安は隠かくせないものの、それでもカミラは力強く言った。

「アタクシ様の屍鬼戦士グールフアイター、史し郎ろうは特別なんだから！　絶対絶対、やってくれるわ！」
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　史郎は相変わらずトラバサミから逃のがれられずにいた。いくら身をよじろうが、ガッチリと食い込んだ巨きよ大だいな歯を外せないでいる。

（こ、このままじゃ。カミラが罠わなの餌え食じきになってしまう）

　自らがそれらを体感してきたからこそ言えた。あんな恐おそろしいモノの餌食に、カミラをしたくはなかった。

　手形は見えている。あれさえ、消してしまえば、迷宮化は解除される。

　トラバサミから逃れるのを諦あきらめ、史郎は手形へと手を伸のばした。動かせる範囲で体を傾かたむけ手形との距きよ離りを縮めるも、まるで届かなかった。

「無む駄だだ……ゾ。いくら手を伸ばしても、届くはずがない……ゾ」

　馬ば鹿かにしたようにカミラ13が笑う。

（そう、確かにこれじゃ手が届かないよ。孫の手のようなものでもあればいいんだけど）

　そう思った史郎の頭に、一つのアイデアが浮うかんだ。

　常じよう軌きを逸いつしたアイデアだった。まず普ふ通つうなら考えられない行為だった。

　一度はそんなことできないと諦あきらめるも、史し郎ろうは思い直す。

（今の僕ぼくは……人間じゃない。屍鬼グールっていう化け物なんだ。だったら、だったら……できない道理はない！）

　史郎は、鋭するどい爪つめの生えた右手で左腕の付け根部分を摑つかんだ。

『うおおおおおお！』

　力任せに引っ張る。

　ブチブチという音と共に、腕の肉が裂さけていく。

「おまえ……何を？」

　啞あ然ぜんとするカミラ13の前で、史郎は左腕を完全に引ひき千ち切ぎった。その左手を孫の手のようにして持ち、カミラ13の手形へと振ふり下おろす。

『とりゃあああああ！』

[image: ]

　千切られてもなお動き続ける左手は、その鋭い爪でコンクリートをえぐった。《血まみれ迷宮スプラツターラビリンス》の源である手形は、完全に破は壊かいされる。

「そ、そんな馬鹿……ナ!?　ありえない……ゾ！」

　驚きよう愕がくするカミラ13。と、校舎が小刻みに振しん動どうを始める。

　史郎の体を拘こう束そくしていたトラバサミが、忽こつ然ぜんと消え失せた。それは、カミラ13の呪のろわれた能力、《血まみれ迷宮スプラツターラビリンス》の効果が消え去り、校舎内が元に戻もどった証あかしだった。
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　トラバサミでつけられた傷が、シュウシュウと音と煙けむりを出し再生していく。史し郎ろうは慌あわてて左腕を元に戻した。こちらもすぐに繫つながり元通りとなる。

「や、やった」

　史郎が大きく息を吐いた直後、それまで彼の体から失われていたものが唐とう突とつに現れる。

　それは、心臓の鼓こ動どうだった。

　漲みなぎっていた人じん外がいの力が消しよう滅めつする。肌はだの色も元に戻り、鋭するどい爪つめも牙きばもなくなる。

（《鮮血の口づけブラツデイーキス》の効果が切れたんだ）

　もし、左手を千ち切ぎった状態でこの時を迎むかえてしまっていたら……。

　想像しただけで、史郎はゾッとした。

「あ、危ないところだった……」

　そんな史郎の首が、ガッと摑つかまれる。一いつ瞬しゆんで迫せまってきたカミラ13だった。

「あたいが、一気に二人も仕留められるところだったのに……。おまえのせいだ……ゾ！」

　小こ柄がらな体ながら、とんでもない力だった。片手で史郎の首を摑み、そのまま持ち上げてしまう。

　呼吸ができず、史郎は目を白黒とさせた。カミラ13の腕を摑みどうにか外そうとするも、華きや奢しやな腕はビクともしなかった。

「もう二度と屍鬼戦士グールフアイター化できないよう、ここで完全に息の根を止めてやる……ゾ」

　史郎を摑んでいない方の手、左手の指先から鋭い爪が伸のびる。その爪を史郎の心臓に突つき立だてようとした時だった。

　金きん髪ぱつの少女、カミラ10がふわりと屋上の床ゆかに舞まい降おりる。

　カミラ13のふとももの数字を確認し、カミラ10は口を開いた。

「初めまして、カミラ13。わたくしはカミラ10ですわ。ステキなサプライズをありがとう。なかなか楽しめましたわよ」

　校長室で絶望しとことん弱気になっていた素そ振ぶりなんて少しも見せず、カミラ10は悠ゆう然ぜんと言い放つ。

「ただ、数十匹ぴきの可愛かわいいコウモリ達が罠わなの犠ぎ牲せいになってしまったこと。それだけは許せませんわ。その仇かたき、取らせてもらいますわよ」

　カミラ10の瞳ひとみに、怒いかりの色が混じる。

「くっ」

　カミラ13が歯は嚙がみをする。《血まみれ迷宮》が破られた状じよう況きようで、《蝙蝠達の謝肉祭バツトカーニバル》を持つカミラ10を相手にするのはあまりにも分ぶが悪すぎた。

　カミラ13はカミラ10に背中を向けると走り出した。腰の後ろから翼つばさを生やし、夜の空へと飛び立つ。逃とう亡ぼうを選せん択たくしたのだ。

「逃にがしませんわ！」

　カミラ10もまた、コウモリ達を従え夜の空へと飛び立った。

　二人と入れ違いになるように屋上に降り立ったのは、カミラだった。

「ああ、史し郎ろう！」

　カミラが史郎の元に駆かけ寄よる。

「カミラ、良かった。無事だったんだ」

「ええ、無事よ。正直、危ないところだったけどね。間かん一いつ髪ぱつで助かったのよ。アナタのおかげよ」

　カミラは史郎の側にしゃがみ、強く手を握にぎった。

「アナタなら絶対にやってくれるって、アタクシ様、信じてたわ。あんな想いをしても、アナタを送り出した甲斐かいがあったわよ。本当に、本当にありがとう」

　幾いく度どもお礼を言われ、史郎は何だかこそばゆい気持ちになる。

（カミラ、それほど僕ぼくを心配してくれてたんだな）

　少し感動もしている史郎に、カミラは笑顔で言った。

「本当、断腸の想いでカミラ10にキスさせた甲斐があったわよ」

「へっ？」

　意味が分からず、史郎はキョトンとする。

「だからね、いくら唇くちびるの鍵かぎを外すためとはいえ、カミラ10にキスさせるのが本当に悔くやしくてたまらなかったのよ。だって、史郎はアタクシ様の屍鬼戦士グールフアイター。その唇が奪うばわれるなんて、ちょっとプライドが許さないのよね」

「…………」

　史郎は軽く絶句した。

　しばらくの後、急せき込こみ尋たずねる。

「え？　ちょっと待ってよカミラ。あの時、悔しくて、苦しくてたまらないって言ったのは……そのこと？」

「そうよ」

　他に何があるのかとカミラは答える。

「僕を心配してたからじゃなかったの？　罠わなだらけの迷宮で、僕が痛い思いをするのが気の毒ってことじゃ？」

「違うわ。だって屍鬼戦士になってる間は大して痛みなんて感じないでしょ？」

「そりゃ、そうだけどさ」

　史し郎ろうは何だか釈しやく然ぜんとしない気持ちだった。

（最後は思いきって腕まで千ち切ぎったんだぞ。もっと褒ほめてくれたっていいのに！）

　ついつい愚ぐ痴ちりたくなってしまう。

　そんな史郎の気持ちになんて少しも気付かず、カミラは尋たずねた。

「ところで史郎、アナタ、この迷宮を作ったカミラ・ナンバーズの番号分かる？」

「えっと、確か13だったような」

「じゃあ、カミラ13ね」

　史郎の手を離はなし、カミラは立ち上がる。

「じゃあ、アタクシ様は行くわ」

「えっ、どこに？」

「当然、カミラ13を追いかけるのよ。番号なしとは言え、アタクシ様もカミラの一部。カミラゲームに背を向けるわけにはいかないわ」

「だ、だったら僕ぼくも……」

　立ち上がろうとする史郎を、カミラは制した。

「アナタはもう十分な働きをしたわ。だからここで休んでいて。どうせ、すぐに筋肉痛で動けなくなるんだから」

「でも、カミラ一人でどうやって？」

「《血まみれ迷宮スプラツターラビリンス》はもう破れたのよ。今のカミラ13ならアタクシ様だけでも戦えるわ」

「いや、ちょっと待ってよ。相手はカミラ13だけじゃないんだぞ。忘れてるかもしれないけど、カミラ10がいるじゃないか」

「そこのところも大だい丈じよう夫ぶよ。校長室で彼女は誓ちかったんだから」

　カミラが笑う。

「もし、アナタの働きで無事にこの窮きゆう地ちを脱だつしたら、今晩はアタクシ様のこと見み逃のがすって。誇ほこりある吸きゆう血けつ鬼きが誓いを破るはずないわ。だから心配しないで」

　少しの迷いもなくカミラは言う。

「じゃあね、史郎。後で迎むかえに来るから」

　パチンとウインクをし、カミラは屋上から飛び立っていった。

「誓い？　冗じよう談だんじゃないぞ！」

　史郎は血相を変えて立ち上がった。

　校舎内へと繫つながる扉とびらへと向かう。少しだけヒヤヒヤしていたが、校舎内へと入ると、もう見慣れたいつもの校舎だった。完全に《血まみれ迷宮》の呪のろいは解かれていた。

　史郎は急いで一階へと向かう。適当な窓を開ければ、そこから外へと出ることができるからだ。

「カミラ、僕が行くまで無事でいてくれよ！」

　階段を駆かけ下おりつつ、史し郎ろうは祈いのるかのように叫さけんだのだった。
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　コウモリ達を駈かり、カミラ10はカミラ13を追いかける。

　彼女の呪のろわれた能力《蝙蝠達の謝肉祭バツトカーニバル》は、本来空中戦でその真価を発揮する能力だった。

　逃にげるカミラ13の体にまとわりつき、彼女の翼つばさにしがみ付き飛行能力を奪うばおうとする。

　限界が訪れたのだろう。カミラ13が急速落下を始めた。夜の街へと落下する。

「捕とらえましたわ」

　カミラ10は、ゆっくりと降下し地面へと降り立った。

　そこは、人の気配がまるでない廃はい墟きよビルの脇わきだった。テナント募ぼ集しゆうと書かれた張り紙が貼はられている。

　カミラ10が軽く右手を上げると、カミラ13にむらがっていたコウモリ達が離はなれる。それでも、命令があればすぐに襲おそいかかれるよう、あたりを飛び回っていた。

「さあ、もう終わりですわ。カミラ13。大人しくその首筋をわたくしに差し出しなさい」

　カミラ10は悠ゆう然ぜんと言い放つ。

「そうだ……ナ。あたいの負けだ……ゾ」

　カミラ13は頭にかぶっていたフードを外した。背を向け、首筋をカミラ10へと差し出す。

「さあ、嚙かむといい……ゾ」

「フフフ、潔いさぎよいですわね。それでは遠えん慮りよなく」

　カミラ10がゆっくりとカミラ13へと歩み寄る。大きく口を開く。鋭するどい牙きばがニュッと伸のびる。

　その瞬しゆん間かんだった。カミラ13がクルリと向き直った。

「馬ば鹿か……メ！」

　カミラ13の瞳ひとみが真まっ赤かに輝かがやく。瞳の力が発動する。

「きゃあ！」

　油断していたカミラ10の体が大きく弾はじき飛とばされた。背後にあった雑居ビルの一階の窓ガラスを破り、建物の中へと姿を消す。

「計算どおりだ……ゾ！」

　カミラ13は素早い動きで雑居ビルに駆け寄った。その外がい壁へきに右手を押し当てる。

「今度こそ、あたいの《血まみれ迷宮スプラツターラビリンス》の餌え食じきにしてやる……ゾ」

　カミラ13が呪われた能力を発動する。雑居ビル全体が小刻みに振しん動どうを始める。

　そんな彼女の背後から、襲いかかる一人の少女がいた。カミラだった。

「なっ!?」

　カミラ13が驚おどろき、慌あわてて身をよじるも遅おそかった。カミラの牙が、カミラ13の首筋に突つき立たてられる。

　カミラ13の体から力が抜ぬけた。カミラに血を吸われるままとなる。それに伴ともない、カミラ13の体は徐じよ々じよに透すけていった。

「ふうっ」

　カミラが牙きばを離はなした時には、もはやカミラ13の姿はかすかに見えるだけになっていた。

「ヒッ、ウヒヒ」

　かすかな声で、カミラ13は笑った。

「結局、あたいに勝つのは、屍鬼戦士グールフアイターを使って迷宮を破ったおまえ……カ」

　表情にも口調にも、不思議と悔くやしさは滲にじませていなかった。この結果を受け入れている様子でもあった。

「最後に、教え……ロ。おまえ、番号は何……ダ？」

「番号？　そんなのないわよ」

　カミラはあっけらからんと応こたえる。

「だって、アタクシ様はカウントされなかった十四番目の瓶びんのカミラなんだから」

「番号なし!?　ゴミとホコリ混じりの不良品……カ!?」

　カミラ13の顔に、悔しさが滲む。

「う、噓うそだ……ゾ。そんな相手に、あたいが負けるなん……テ。そんなこと、ありえナ……」

　言葉を途と中ちゆうにし、カミラ13は完全に消え去った。

「さ・て・と……」

　と呟つぶやくと、カミラは恐おそる恐おそる自分の体を見た。

　ついでに、ボンテージ服の上からベタベタと触さわり自分の胸の大きさを確認したりもする。

「ああ、まるで変化がないわ。カミラ・ナンバーズを二人も取り込んだって言うのに、やっぱりアタクシ様は小こ娘むすめのままなのね」

　カミラが嘆なげいていると、雑居ビルの割れたガラス窓からカミラ10がふわりと出てきた。

「ちょっと貴方あなた。カミラ13はわたくしの獲え物ものでしたのよ。横取りするなんて卑ひ怯きようですわ」

　カミラの前に着地をすると、腰に手を当て怒った顔をする。

「別に卑怯でも何でもないわ。そもそもカミラ13の《血まみれ迷宮スプラツターラビリンス》を破ったのはアタクシ様の屍鬼戦士なんだしね。それに、今だってアタクシ様が来なかったらアナタ、また迷宮に閉じ込められていたところよ」

「そ、それは……」

　カミラの言っていることは正論だったから、カミラ10もさすがに言い返せない。

　そんな時だった。

「カミラ！」

　そんな声と共に、一人の若者が駆かけてくる。史し郎ろうだった。

「あら、史し郎ろうじゃない」

　カミラが驚おどろいたような顔をする。

「後で迎むかえに来るって言ったのに。そんなにアタクシ様のことが心配だったの？　カミラ13にやられるんじゃないかって」

「違うよ。《血まみれ迷宮スプラツターラビリンス》を破ったんだから、カミラ13には負けないって思ってた。問題は……」

　史郎はカミラ10を見る。

「カミラ10の方なんだ！」

「何？　アナタひょっとして、カミラ10との戦いが再開するんじゃないかって思ってるの？」

　カミラは呆あきれたように笑う。

「史郎、さっき言ったでしょ？　カミラ10はアタクシ様を見み逃のがすって誓ちかったの。誇ほこり高き吸きゆう血けつ鬼きの誓いよ。間ま違ちがいはないわ」

「カミラ、昔の自分を思い出して！　４００年前の、残ざん虐ぎやくで非道で極悪だった頃ころのことを！」

　史郎は言葉を続ける。

「その頃に、誰だれかとそんなことを誓ったとして、それを守ったかどうか！　想像してみなよ！」

　言われたとおり、カミラは想像をしてみた。

　すぐに結論は出た。

「そんな誓い、守るはずがないわ。他人を騙だますことにこれっぽっちの罪悪感も感じないんだから」

「だったら、カミラ10だって同じなんだよ！　彼女はカミラ・ナンバーズなんだ。カミラよりもずっと、かつてのカミラに近い存在なんだよ！　能力だけでなく、その性格も！　考え方だって！」

　史郎の言わんとしていることを、ようやくカミラも理解したようだ。

　青ざめた顔をカミラ10へと向ける。

「フフフ、史郎さん。貴方あなたはわたくし達、カミラ・ナンバーズのことを本当によく分かっていますわね」

　カミラ10が怪あやしく瞳ひとみを輝かがやかせる。

「わたくし達にとっては、このゲームに勝ち、完全なカミラになることがすべて。そんな誓い等、守るはずがありませんわ」

　彼女の回りを飛び回っていたコウモリ達が、キイキイと興こう奮ふんの鳴き声を上げた。

　号令一つで、大量のコウモリ達がカミラ、そして史郎へと襲おそいかかることだろう。

「カミラ。また僕ぼくを屍鬼戦士グールフアイターにするんだ！　そうすれば」

「駄だ目めよ。せめて一晩は空けないと大変なことになるわ」

「でも、このままじゃカミラ10に取り込まれるだろ。だから！」

　緊きん迫ぱくした空気の中、カミラ10が『フフフ』と笑った。幾いく分ぶん柔やわらかな口調で言う。

「そんなに慌あわてる必要はありませんわ。わたくし、誓ちかいを破るつもりはありませんから」

「えっ？」

　カミラ10の意外な言葉に、史し郎ろう、そしてカミラもキョトンとする。

「別に、あの誓いに重きを置いているわけではありませんわ。ただ、ちょっと思うところがありますの。とにかく、カミラさん。わたくしにあなたを襲おそう意思はありませんわよ」

　カミラ10は本当にカミラを襲うつもりはなさそうだ。

　史郎は、心の底から安あん堵どする。

「良かった、見み逃のがしてもらえるんだね。本当に良かった」

　何度も何度も、『良かった』を繰くり返かえした。

「別に、アタクシ様は見逃してもらわなくたって大だい丈じよう夫ぶだったのに」

　見逃してもらえるという部分にプライドを傷つけられたのか、カミラが唇くちびるを尖とがらせた。

　そんなカミラに、カミラ10はこんなことを言った。

「ねえ、カミラさん。貴方あなた、わたくしと休戦協定を結びません？」

「休戦協定？」

「ええ、しばらくの間、わたくし達は争わないという協定ですわ。それどころか、協力し合いたいとも思っていますのよ」

　カミラ10の真意が分からず、カミラは懐かい疑ぎ的てきな瞳ひとみを向ける。

「一体どういうつもり？　何かの策略だったりするの!?」

「そんなものではありませんわ」

　カミラ10はゆっくりと首を横に振る。

「ご存じのとおり、わたくしの持つ呪のろわれた能力、《蝙蝠達の謝肉祭バツトカーニバル》は他の呪われた能力に比べてどうしてもパワーで負けてしまいますわ。だからこそ、貴方の持っている《鮮血の口づけブラツデイーキス》を手に入れたいと思いますの」

「だったらなおさら休戦協定なんておかしいじゃない。アタクシ様を取り込めば手に入るんだから。そうでしょ？」

　カミラの疑問には答えず、カミラ10は話を続けた。

「《鮮血の口づけ》は一人では成り立たない能力ですわ。屍鬼戦士グールフアイターとなって戦ってくれる人材が必要となりますの。そう、高こう坂さか史郎さん。貴方のようなね」

　カミラ10がチラリと史郎を見る。

「あの迷宮を攻こう略りやくした貴方の実力、わたくし、本当にすごいと思いました。そう、貴方の屍鬼戦士としての素質に惚ほれこんでしまいましたのよ。《鮮血の口づけ》を手に入れた暁あかつきには、是ぜ非ひとも貴方を屍鬼戦士として使いたいと思っていますわ。でも、今のままでは貴方はわたくしに力を貸してはくれませんわよね。ですから」

　カミラ10は史し郎ろうに歩み寄ると、いきなりその手を取り強く握にぎりしめた。

「えっ!?」

　驚おどろく史郎に、カミラ10は言う。

「これからゆっくりと時間をかけて、貴方あなたと親しん睦ぼくを深めていきますわ。そうすれば、わたくしの屍鬼戦士グールフアイターとして戦う気持ちにもなるでしょう？　フフフ」

「あああ、アナタ！　何勝手なこと言ってるのよ！　さっさと史郎から離はなれなさい！」
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　カミラが爪つめを振ふるうと、カミラ10はその身を霧きりへと変えて逃のがれる。そして、空中で実体化した。

「今晩はこれで失礼いたしますわ。それでは、ご機き嫌げんよう」

　優ゆう雅がに微笑ほほえむと、カミラ10は夜の空へと飛び去っていく。

「待ちなさい！　カミラ10！　冗じよう談だんじゃないわ！　そんな理由での休戦協定なんてお断りよ！　戻もどってきてアタクシ様と戦いなさい！」

　騒さわぐカミラを、史郎はまあまあと制する。

「でもカミラ、休戦協定の話は悪くないと思うよ。カミラ10は、カミラの能力のことも知ってるし。このまま敵に回られたら厄やつ介かいだから」

「そんなこと言って史郎！　アナタ、カミラ10のこと気に入ったんじゃないでしょうね？　手なんか握られてドギマギしてたんじゃ？　そうよ。考えてみればアナタ、今晩二回もカミラ10とキスしてたじゃない！　この浮気者！」

「いやいや、ちょっと待ってよ。確かにキスしたって言うかされちゃったけど。最初の一回目は皇すめらぎ先せん輩ぱいとしてだし、それに二度目は僕ぼくの唇くちびるの鍵かぎを外すのに必要なことで。それに、そうしろって言ったのはカミラ……」

「言い訳なんて聞きたくないわ！」

　カミラはピシャリと言い放つ。

「アタクシ様、不ふ愉ゆ快かいよ。先に帰るわ！」

　コウモリの翼つばさを生やし、飛び立ってしまう。

「もうっ、勝手なんだから」

　ぶつくさ文句を言いながら、史し郎ろうもまた自宅のマンションに向かおうとした時だ。

　あれがやって来てしまった。

　屍鬼戦士グールフアイター化の後に控ひかえる、恐きよう怖ふの副作用。

　地じ獄ごくの筋肉痛だった。

　史郎は崩くずれ落おちるように倒れる。

「イタ、イタタタタタタ」

　色々と無む茶ちやをしたせいだろうか？　前回よりも痛みが激しい気がした。特に、一度千ち切ぎった左腕の痛みなんてもう、とんでもなかった。

「か、カミラ……た、助けて……」

　か細い声で、史郎は助けを求めたのだった。
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　翌日──。

「イタタ、まだ治らないのか」

　２年Ｃ組の教室、自分の机にて、史郎は顔をしかめながら呟つぶやいた。

　昨日の夜は、屍鬼グール化の副作用のことを思い出したカミラが迎むかえに来てくれて、どうにか自宅のマンションには帰ることができた。

　それでも、ひどい筋肉痛は明け方まで続き、満足に眠ねむることもできなかった。

　まだ体を動かすとビキビキという痛みが全身に走る。

　休み時間になりトイレに行きたいのに、なかなか体を動かせない程だった。

（四時間目の体育は見学だな。こんな状態でバスケットボールをするなんて、それこそ自殺行為だぞ）

　そんなことを史郎が考えている時だった。

「史郎、お前大だい丈じよう夫ぶか？　朝からずっとつらそうだぞ」

　心配そうな顔をした耕こう介すけが声をかけてくる。

　しょーもない奴やつだけど、それでも自分を心配してくれるのかと史し郎ろうは少しだけ嬉うれしかった。

「大だい丈じよう夫ぶ。別に病気ってわけじゃないから。ただ、ひどい筋肉痛で」

「筋肉痛？　そう言えば、お前一週間ぐらい前にもそんなこと言ってたよな」

　耕介が思い出したように言う。前回屍鬼戦士グールフアイターになった時のことだ。ひどい筋肉痛で学校ではずっと歯を食いしばっていた記き憶おくがある。

「運動部に入ったわけじゃねーだろ？　どうしてそんな筋肉痛なんかになるんだ？」

「そんなんじゃないよ。ただちょっと……ね」

　正直に言うわけにもいかず、史郎はごにょごにょと口を動かした。

「何か怪あやしいぜ」

　耕介が、怪しむように史郎を見る。

「お前、ひょっとして過か酷こくな筋トレなんてしてんのか？　モテたくて、マッチョボディーを目指してるとか？」

　耕介の推理に、史郎は呆あきれる。

「そんな無む駄だなことしないって。ただちょっと、ゲームを──」

「ゲーム？　お前、ゲームで筋肉痛になってんの？」

　耕介がキョトンとした顔をする。

「それ、どんなゲームなんだよ。ゲーセンのダンスゲームとかか？」

「ちょっと……いや、大分違うけどね」

　実際はカミラゲームという吸きゆう血けつ鬼き達のバトルロイヤルなのだけど、当然正直に話せるはずもない。

　馬ば鹿かにして笑ってくれるならいいけれど、この友人の場合は面おも白しろがって話に食い付いてくる可能性が高いからだ。

　さすがにそろそろ教室を出ないと、次の授業までにトイレを済ませられないと思い、史郎は痛みに顔をしかめつつ立ち上がる。

「ちょっとトイレ」

　まだ話を聞きたそうな顔をしている耕介をそのままに、史郎は教室を後にした。




　★




　筋肉痛の体は、トイレを行くのにも一苦労だった。

　どうにか用を足し、史郎は教室へと戻もどろうとする。

　と、後ろから声をかけられた。

「きみ、ちょっといい？」

　女子の声だった。

　あまり女子に話しかけられることのない史し郎ろうだから、少し驚おどろきつつ振ふり向むく。

　そして目を大きくして驚いた。

「皇すめらぎ先せん輩ぱい!?」

　そこに立っていたのは、大人びた雰ふん囲い気きの女子生徒。月つき与よ野の南みなみ高校の生徒会長、皇瑞樹みずきだった。

　呆あつ気けに取られている史郎の前へ、瑞樹はやって来る。

「えっと、きみが高こう坂さか史郎くんでいいのよね？」

「あ、はい。そうです」

　ぎこちなく、史郎は返事をする。

　瑞樹の豊かな胸を前にして、昨日の出来事が頭の中で蘇よみがえってしまう。体育館で、瑞樹の胸に触ふれたことだ。

（いや、あれは本物の皇先輩じゃなかったんだから。正体はカミラ10だったんだから。皇先輩を見てドキドキするのはおかしいことだから）

　自分自身に繰くり返かえし言い聞かせるものの、どうしてもドギマギは収まってくれない。史郎は視線を別の所に持っていくので精せい一いつ杯ぱいだった。

「突とつ然ぜん話しかけてごめんなさいね。カミラのことで話があったの」

　瑞樹のその言葉に、史郎は息を飲む。

（カミラのことだって!?　どうして皇先輩がカミラのことを知ってるんだ？）

　大いに困こん惑わくしている史郎に、瑞樹は言った。

「カミラよ。わたしの家にホームステイしている北欧出身の女の子。ひょっとして、詳くわしい話を聞いていなかった？」

　瑞樹のその言葉で、史郎はようやく理解をした。

（あ、そうか。皇先輩が言ってるカミラは、カミラ10のことなんだ）

　体育館でのカミラ10の言葉を思い浮かべる。確か、自分を蘇らせた皇瑞樹の家でホームステイをしていると言っていた。

「きみにお世話になったらしいじゃない。ホストファミリーとしてお礼を言うわ。ありがとう」

「は、はあ」

「彼女、可か哀わい想そうな娘こなのよ。せっかく日本語を勉強して留学してきたのに、体が弱くて日中は外に出られないのだから」

　心の底から気の毒そうに、瑞樹は言った。

　それが催さい眠みん術じゆつによって思い込まされている偽いつわりの設定で、実際はコウモリの大群を操る能力を持つ吸きゆう血けつ鬼きだなんてことは、これっぽっちも気付いていない様子だった。

「だから、是ぜ非ひとも仲良くしてあげてね。カミラ、何だかきみのことを気に入ったみたいだから」

　立ち去ろうとする瑞樹みずきだったが、何かを思い出した様子で立ち止まる。

「そうそう、伝言を伝え忘れていたわ。何だかよく分からないのだけど──」

　そう前置きをしてから、瑞樹は言った。

「きみが、専属のぐーるふぁいたーになってくれる日を、楽しみにしてるって」

　それだけを告げると、瑞樹は去っていく。

　彼女には伝言の意味が分からなかったようだが、史し郎ろうにはしっかりと伝わった。

　史郎が、カミラ10の屍鬼戦士グールフアイターとして戦ってくれる日を楽しみにしているという意味だ。

（カミラ10、やっぱり本気なんだ）

　美少女に存在を求められるというのは、決して悪い気分ではなかった。

　だけど、その求められる理由が屍鬼戦士の素質なのだから、素直には喜べない。

　史郎が複雑な気持ちでいると、同じクラスの男子達が周まわりにやって来た。

　穏おだやかでない口調で言う。

「高こう坂さか、お前、今皇すめらぎ先せん輩ぱいと何を話してたんだよ!?」

「何か、親しそうだったじゃないか。一体どういうことなんだ!?」

　瑞樹の豊かな胸に憧あこがれる男子は多い。中には、彼らのように少し度が過ぎた生徒もいる。

「皇先輩の胸は、皆みんなで平等に眺ながめ癒いやされるものじゃないか。なのにお前はあんな至近距きよ離りで見やがって！」

「許せないぞ！　せめて何を話していたかだけでも吐はけ！　吐けよこの野や郎ろう！」

　肩を摑つかまれ、荒あら々あらしく揺ゆさぶられる。

　当然、筋肉痛が全身を駆けけ巡めぐる。

「イタタタタタタ！　ちょ、勘かん弁べんしてよ！」

　史郎の、文字通り悲痛の叫さけびが、休み時間の廊ろう下かに響ひびいたのだった。
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　　　　　あとがき




「久しぶりに吸きゆう血けつ鬼きものに挑戦したい！」




　そんな衝しよう動どうから、この物語はスタートしました。

　当初は、単純に瓶びんの灰から吸血鬼が蘇よみがえるだけの話でしたが、




「一人分の灰って多いから、一本の瓶じゃ入りきらないかも？」

「よ[image: ～][image: ～]し、それなら瓶を増やしてしまおう！」

「みんなカミラなんだから、番号で区別しよう！」

「せめて能力で差別化しとこう！」




　とまあそんな感じで、カミラ・ナンバーズという設定が生まれました。

　番号なしのカミラも含めて合計十四人。なかなかの人数です。

　ちなみに、カミラ・ナンバーズ達の読み方なのですが、作者は英語読みを想定しています。

　カミラ５（ファイブ）、カミラ10（テン）、カミラ13（サーティーン）、といった具合です（でもまあ、読者の方の好みでいいかな？）。

　それにしても、イラストのＩｓＩＩさんがデザインしてくれた四人のカミラ達。

　カミラ、カミラ５、カミラ10、カミラ13。

　もう何て言うか、とにかくステキです。

　敗北したカミラはもう登場しないことが残念でなりません。

　どこかで復活大会ができないものかと、真剣に考えています。

　今後登場する、残り十人のカミラ達がどんな感じになるのかも楽しみでなりません。

（まあ、まずは僕が設定を考えなければならないのですが）

　それではでは。
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　追伸その１　花粉症デビューに続き、メガネデビューもしてしまいました。親知らずデビューだけはしたくありません。




　追伸その２　新しい趣しゆ味みとして、ボードゲームを始めました。問題は一いつ緒しよにボードゲームをしてくれる相手がいないことです。

　　　　　　　ボードゲームサークルにでも入ろうかなと迷っています。
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阿あ智ち太た郎ろう

出身地はキレイな星空を売り出し中の長野県阿智村。

手に顔を描くのは不安な気持ちを和らげるため。打ち合わせ前によくやっている。
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イラスト／IsII

東京都在住のフィギュアが大好きな漫画家・イラストレーター。最近久しぶりに趣味の粘土弄りを再開しました。でも造れるのはまだゲテモノだけです…。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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「阿智太郎先生」係
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本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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